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Ⅰ 児童虐待とは 

 

  

 

（１）子どもの人権 

 

 児童虐待は、本来子どもをあたたかく守り育てるべき親や親に代わる養育者が、子

どもの心や体を傷つけ、健やかな成長や人格の形成に重大な影響を与える行為をいい

ます。虐待は、子どもに対する極めて重大な人権侵害です。  

 家庭の中で、保護者が子どものためを思っての行為であっても、虐待になってしま

う場合があります。虐待は、力の差がある中で起こる人権侵害です。  

 大人は、子どもを独立した人格をもつ権利の主体ととらえ、その権利を保障しなけ

ればなりません。特に子どもと接する機会の多い、保育・教育関係者は、子どもと関

わるときに、この視点を忘れてはなりません。  

 児童虐待が子どもに対する人権侵害であると認識すれば、児童虐待が疑われる状況

を放置したり、見過ごしたりすることはもちろんのこと、子どもが虐待を受けている

ことを発見できないことがいかに大きな問題であるかが理解できるはずです。  

 

（２）児童虐待防止法の定義・児童虐待が子どもへ及ぼす影響  

 

虐待は、子どもの自己肯定感を低下させるとともに、保護者の期待に応えられない

という無力感を引き起こすことにより、子どもの心身の健康に影響を及ぼし、健全な

発達を損なうことにつながります。 

窃盗や万引きなどの問題行動や不登校の背景に虐待が関係している場合もありま

す。様々なケースの中には、虐待が潜んでいる場合もあり得るという認識を持つこと

が重要です。 

また、虐待を原因とする問題と発達障害が疑われる子どもには、類似性があります

ので、発達障害について、理解を深めておくことも必要です。 

 

児童虐待とは、保護者（親権を行う者、未成年後見人その他の者で、児童を現に監

護するもの）がその監護する児童（１８歳に満たない者）について行う次に掲げる行

為を言います。 

 

○身体的虐待 

 反復的・継続的な身体的暴行、または子どもの身体に外傷が生じたり、生命に危険

の恐れのある暴行を加えたりすることを言います。 

 外傷としては、打撲傷、あざ（内出血）、骨折、頭部外傷、刺傷、たばこによる火

傷などがあります。 

 また、生命に危険のある暴行とは、首を絞める、殴る、蹴る、投げ落とす、熱湯を

１ 児童虐待の定義 
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かける、布団蒸しにする、逆さ吊りにする、冬に戸外にしめだす、縄などで一室に拘

束する、体を激しく揺さぶる※などの行為があります。 

 

 

 

※乳児揺さぶられっ子症候群（Shaken Baby Syndrome） 

 ２歳以下の子どもは、前後に首が強く揺さぶられることで、頭の中の血管が破れて

出血をおこしたり、脳自体が引き裂かれ、重大な脳障害が残ったり、死亡したりする

ことがあります。赤ちゃんの脳は弱いため、ふだんの子育てのときにも、十分に注意

する必要があります。 

 

○性的虐待 

 子どもに性的行為を行うこと、または、子どもにわいせつな行為をさせることを言

います。 

 子どもへの性交、性的暴行、性的行為の強要・教唆や、子どもに性器や性交を見せ

ること、子どもをポルノグラフィーの被写体にする、子どもの目の前でポルノビデオ

を見せるなどの行為があります。 

 

 

 

 

 

 

○保護の怠慢・拒否（ネグレクト） 

 子どもの健康・安全への配慮、衣食住の世話、医療的・情緒的ケアなど必要な保護、

養育を行わないことを言います。 

 子どもの健康・安全への配慮を怠っていることとして、例えば、家に閉じこめる、

子どもの意思に反して学校に登校させない、治療が必要な病気になっても病院に連れ

て行かない、乳幼児を家に残したままたびたび外出する、乳幼児を車の中に放置する

などがあります。 

 また、子どもにとって必要な情緒的欲求にこたえていない、適切な食事を与えない、

下着など長時間ひどく不潔なままにする、極端に不潔な環境の中で生活させるなど、

食事や衣服、住居などが極端に不適切で、健康状態を損なうほどの無関心・怠慢なこ

とを言います。 

 子どもを遺棄すること、一緒に暮らしている人が子どもを虐待しているのに、親が

見て見ぬ振りをすることなども含まれます。  

 

 

 

 

体に傷や後遺症が残ったり、命そのものが奪われたりすることもあります。 

性的虐待は、子どもに深刻な精神的問題や行動上の問題を生じさせる可能

性が高いと考えられます。場合によっては、望まない妊娠や、異性や性に

対して極端な嫌悪感を抱くようになったり、安易に性行為を通じて対人関

係をとろうとしたりするなど、心と体に大きな傷を残します。  

発達・成長が遅れることがあります。極端な場合、栄養失調や脱水症状で

死に至ることもあります。 
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○心理的虐待 

 言葉による脅迫や、子どもを無視したり、拒否的な態度を示したりすること、子ど

もの心を傷つけることを繰り返し言うこと、子どもの自尊心を傷つけるような言動、

他のきょうだいとは著しく差別的な扱いをする、子どもの目の前で、夫やパートナー

がその相手に暴力を振るうことなどの行為があります。  

 

 

 

 ◇児童虐待とドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）  

 「ドメスティック・バイオレンス」とは、英語の「domestic violence」をカタ

カナで表記したものです。略して「ＤＶ」と呼ばれることもあります。  

 「ドメスティック・バイオレンス」とは、一般的には「夫や恋人など親密な関係

にある、またはあったパートナーに対して振るわれる暴力」という意味で使用され

ることが多いようです。ただ、人によっては、親子間の暴力などまで含めた意味で

使っている場合もあります。 

 児童虐待防止法第２条第４号では、「児童が同居する家庭における配偶者に対す

る暴力」についても、子どもに対しての直接的な暴力はなくても、子どもにＤＶを

見せつけることは子どもに著しい心理的外傷を与え、児童虐待に当たると明記され

ています。 

 子どもはＤＶの目撃者であるとともに、直接、暴力の被害者になることも多いと

言われています。暴力を目撃したり、暴力のある家庭で育った子どもは、恐怖心が

強い、傷つきやすく無力感や罪悪感を感じやすい、人とのコミュニケーションが取

りにくく親しい関係が形成しにくい、などの特徴を有する傾向が見られます。ＤＶ

の起こっている家庭では、安定した養育環境が維持できず、子どもに様々な影響が

生じる可能性が高いのです。ですから、ＤＶが疑われる家庭の場合には、児童虐待

が起きているかもしれないと考え、子どもにも十分に注意を払うことが必要です。 

 一方、ＤＶの被害者（母親が多い）は、加害者から、暴力のことを誰かに言った

り、別れようとしたら「殺す」などの脅かしを受けていたり、生活に必要な最低限

の金銭しか渡されていないため、逃げ出すお金がなかったり、逃げ出した後の生活

の見通しが立たないため、逃げることをあきらめたりしていることが多くあります

また、心理的暴力を受け続けることで、自尊心の低下や問題に対処できない無力感

から、自立した生活を営むことへの不安を持っている場合もあり、暴力の関係から

抜け出せずに、長期にわたり暴力にさらされていることが多くあります。  

 子どもの虐待の背景にＤＶが潜んでいる疑いがある場合には、子どもに対する支

援と併せて、ＤＶの被害者への支援も視野に入れた対応が必要になります。  

 具体的には、専門的に相談できる場所があることや、被害を受けた大人を保護し

てくれる場所があることなどを助言することが大切です。  

  ＊ＤＶの相談先は、４６、４８ページを参照してください。  

心に傷を負い、おびえや不安、うつ状態、自己否定感、無感動・無反応、

強い攻撃性などを示すようになります。  

。 
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 どこまでがしつけで、どこからが児童虐待かという疑問を抱くことが多いと思いま

す。 

 しつけとは、本来、子どもの健全育成を目的とした行為であって、保護者は、子ど

ものしつけに関して親権を行使する際には、適切に行わなければならないとされてい

ます。一方、児童虐待は、子どもの健全育成を害する行為、すなわち、子どもの人権

侵害です。 

 虐待をしている保護者は、往々にして「しつけのため」と言って、虐待を正当化し

ます。しかし、たとえ「愛情に根ざしたしつけ」のつもりであっても、現実に子ども

の心や体が傷つく行為であれば、それはまさしく「虐待」と言えます。虐待は、親の

立場よりも、子どもの立場で判断することが大切です。  

 例えば、次のような行為は、親がしつけと言っても虐待と判断されます。  

 ・あざや傷ができるほど叩く 

 ・空腹にもかかわらず、食事を摂らせない  

 ・必要な睡眠がとれないほど学習を強制する  

 

 

 

○親の要因 

 育児不安や育児疲れによるストレスがあったり、父親が育児や家事に協力的でない

場合、また、母親の働きが評価されなかったりする場合などに、母親の育児負担が増

加して、虐待に至ることがあります。養育者の感情・情緒の不安定や、攻撃的な性格

傾向、アルコール依存、精神疾患などが、虐待に結びつくこともあります。  

 一方、養育者自身が子どもの頃に虐待を受けて育った場合、子どもへの適切な接し

方が分からず、自分の子どもを虐待してしまう場合があることも指摘されています。 

 

○子どもの要因 

 子どもが未熟児であったり、発達の遅れや疾患、障害などがあったりすると、子育

てや将来への不安を募らせるとともに、その対応に追われて余裕がなくなり、子ども

を虐待してしまう場合があります。また、よく泣き、要求を強くあらわし、こだわり

の強い子がいます。いわゆる「手のかかる子」「育てにくい子」の場合は、親として

拒否されているように受け止めてしまうと、その結果として、親は子どもに否定的な

感情を持ってしまうことがあります。 

 

○親とその子どもとの関係 

 児童虐待では、しばしば、きょうだいの中の特定の子どもだけが虐待の対象となる

ことがあります。例えば、長期の入院などで親子が別れて生活していると、きょうだ

いの中でその子だけが、母子分離の状態が長くなり、親にすれば、自分の子どもとい

う実感がわかず、愛情を感じられなくなったり、受け入れられなくなったりします。

２ しつけと児童虐待 

３ 児童虐待の起こる要因 



 

- 5 - 

 

また、健康な子どもを産めなかったという自責感や今後の養育への不安などが、虐待

に結びつくこともあります。 

 

○家庭の状況 

 夫婦間の不和・対立や経済的な困窮、借金、失業、転居など、家族関係が不安定に

なって家庭内のストレスが解消できず、養育者の精神的な安定を保つことができない

場合などが、虐待のきっかけになることがあります。  

 また、若くして結婚し、心理的に親になりきれず、育児知識も乏しい場合などにも、

虐待が起こることがあります。 

 一方、両親が高学歴の家庭など、一見虐待とは無関係に見える家庭であっても、子

どもに対する過度の期待から、子どもに能力以上のことを要求し、結果として心理的

虐待に至っている事例も見られます。 

 子連れ再婚や内縁関係の場合も、状況によっては虐待が起こる可能性が高いと言わ

れています。 

 

○社会からの孤立 

 核家族化の進行で、親族の関係も希薄になりがちです。近隣とのつながりも弱く、

身近に相談できる相手がいないなど孤立していくことは、養育者のストレスを増大さ

せ、虐待を引き起こす要因となります。家庭が地域から孤立していると、虐待の発見

が遅れたり、虐待を深刻化させたりしてしまうことにもなります。さらに、虐待をす

る養育者は、周囲から責められるのを恐れ、ますます社会から孤立するといった悪循

環に陥ることも多くあります。 

 

 これらの児童虐待が起こる要因は、虐待の発生の可能性を高める要因ですが、虐待

は様々な要因が複雑に絡み合って起こるものであるため、こういった要因があるから

といって直ちに虐待を行う家庭と判断することはできません。 

 

○虐待はどこの家庭でも起こり得る問題である 

 このように、児童虐待は、親や子ども、家庭を取り巻く状況、家庭の文化など様々

な要因が重なり合って起こるものであることから、一部の特別な家庭のみに起こる問

題ではなく、どこの家庭にでも起こり得る問題であると認識することが必要です。  

 「児童虐待は特別な家庭に起こるもの…、まさか、自分の学校（保育所）の子ども

に限ってそんなことあるはずがない…」─こんな思い込みは虐待の発見を妨げること

になります。 
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○早期発見 

 保育所、幼稚園、小・中・高等学校は、子どもが毎日通う場所であるため、子ども

の状態やその変化を察知しやすく、子どもの虐待を発見しやすい場所です。教職員一

人ひとりが「問題の背景には、児童虐待があるかもしれない」という認識の下、ふだ

んから子どもの変化や言動などに着目することは、虐待の早期発見とその防止につな

がります。 

 児童虐待防止法第５条第１項の中では、教職員や児童福祉施設の職員などの「個人」

に加え、学校や児童福祉施設などの「組織（団体）」についても、児童虐待の早期発

見に努めなければならない義務が課されています。  

 

○通告 

 児童虐待防止法第６条第１項では、すべての国民の義務として、虐待を受けたと思

われる子どもを発見したときは、市町村、都道府県の設置する福祉事務所または児童

相談所に通告しなければならないと定めています。  

 通告は、子どもを守り、ひいては、虐待してしまう親をも救うことになります。  

 なお、児童虐待防止法第６条第３項では、児童虐待を受けたと思われる子どもを発

見した場合に通告することは、守秘義務違反にはならないと規定しています。刑法の

秘密漏示罪や国家公務員法及び地方公務員法による秘密漏示罪は、「正当な理由がな

い」のに職務上知り得た秘密を漏らしたときに適用されます。児童虐待を受けたと思

われる子どもの通告は、子どもを守ることが目的であるため、「正当な理由」に該当

すると解され、守秘義務違反には当たらないのです。  

 周囲の人のあたたかいまなざしと実行が、子どもを虐待から守ります。  

 

 

 

 

                         

４ 児童虐待の早期発見と通告 



 

- 7 - 

 

Ⅱ 児童虐待の発見 

 

 

 

○虐待は発見されにくいもの 

 児童虐待は、多くは家庭という「密室」で行われる行為であるため、実際に虐待が

行われている現場を見て発見されることはまれです。  

 また、虐待を受けていても、子どもにとって親の存在はかけがえのないものです。

子どもは親との関係を断ち切られる不安から、子ども自身が親から受けている行為に

ついて、自ら訴え出ることは極めてまれです。こういったことが、児童虐待の発見を

難しくしています。 

 しかし、虐待を受けている子どもは、言葉で直接訴えることはなくても、何らかの

ＳＯＳのサインを出していることが多くあります。ふだんから子どもと接する機会の

多い教職員や保育従事者が、いかにこのサインを見過ごさないかが、子どもを虐待か

ら救う第一歩になります。 

 サインを見過ごさないためには、子どもと接するときに「虐待を疑う視点を持つ」

ことが重要になります。「いつもと違う」、「何か変だ」と感じたときに、「もしか

して虐待ではないか」とまずは疑ってみることから、虐待の発見は始まるのです。  

また、健康診断時や救急処置や相談のために保健室へ来室した時などは、経年的に

子どもの成長・発達や変化を確認、観察することができるため、虐待を発見しやすい

機会と考えられます。 

 

例えば、 

 ・身体測定  発育不良や不自然な傷・あざ など 

 ・眼科検診（視力検査）  外傷の放置、心因性視力低下 など 

 ・耳鼻科検診（聴力検査） 外傷の放置、心因性難聴 など 

 ・歯科検診  ひどいう蝕、口腔内の外傷の放置 など 

 ・内科検診  不自然な傷やあざ、衣服を脱ぐことや診察を怖がる など 

 ・精密検査を受けさせない など 

１ 虐待を見逃さないポイント 



 

- 8 - 

 

 

○虐待にはどんな場合でも『不自然さ』がつきもの 

 子どもが出すＳＯＳのサインのうち、「不自然さ」は最も重要なサインです。 

 以下に述べるような「不自然さ」が、虐待を疑う視点になります。  

 

【不自然な傷・あざ】 

 子どもはよくケガをしますが、不自然な傷・あざとは、遊んでいてケガをするよう

な部位ではない所にある傷・あざや、ちょっとした事故ではあり得ないような火傷と

いったものです。このような傷やあざが多くあったり、頻繁に傷・あざが見受けられ

たりする場合は注意が必要です。児童虐待による外傷は、脂肪が豊富で柔らかいとこ

ろ（臀部や大腿内側など）、引っ込んだところ（頚部や腋窩など）、隠れているとこ

ろ（外陰部など）に起こりやすいことや時間経過に伴う挫傷（打撲傷）に色調変化を

知っておくことが必要です。 

 

時間経過に伴う挫傷の色調変化 

 

時間経過 挫傷（打撲傷）の色調変化 

受傷直後の挫傷 赤みがかった青色 

１～５日後 黒っぽい青から紫色 

５～７日後 緑色 

７～１０日後 緑がかった黄色 

１０日以上 黄色っぽい茶色 

２～４週間 消退 

出典：養護教諭のための児童虐待対応の手引  

平成１９年１０月文部科学省 

  

【不自然な説明】 

 これは、虐待している保護者にも虐待を受けている子どもにも見られます。保護者

に子どもの傷の原因について聞いても、傷の状況からは、あり得ない説明をしたり、

話がころころ変わったりします。子どもの方も、打ち明けたい気持ちと、打ち明ける

ことの不安から不自然な説明が多くなります。  

 

【不自然な表情】 

 無表情であったり、変に保護者の機嫌をとるような表情をしたり、ちょっとしたこ

とで脅えるような表情をしたり、落ち着きなくキョロキョロして周囲をうかがうよう

な表情をすることです。  
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【不自然な行動・関係】 

 保護者が現れると急にそわそわして落ち着きがなくなったり、初めての人にも馴れ

馴れしくしたり、年齢にそぐわない性的な素振りを見せたりする場合があります。ま

た、虐待している保護者にも不自然な行動が見られます。子どものことを非常に心配

していると言いながら子どもの様子に無頓着だったり、平気で子どもを一人にして遊

びに行ったりしてしまうことなどです。   

 

【その他の不自然な状況】 

 子どもや保護者に直接会わないと、不自然さは感じとれないものでしょうか。  

 重篤な結果に陥ってしまう虐待事例の中には、実際には保育所や学校の職員が、子

どもや保護者に会えていない場合が多くあります。  

 明確な理由がないのに保育所を急にやめてしまう、保育所や学校を長期に欠席して

いて誰も子どもに会えていない、保護者が欠席の理由を連絡しない、職員が子どもや

保護者と会おうとしても、保護者が会うことを拒否する、何度家庭訪問しても「今は

お昼寝をしている」、「かぜをひいて寝ている」などと理由をつけて子どもに会わせ

ないなど、子どもに会わせることを極端に避けている場合も『不自然』なサインと見

て対応する必要があります。 

 

○ 対応に当たっての留意点 

【保護者への対応】 

・ 子どもが同席している場での質問や、保護者を責めるような質問は避けなけ

ればなりません。 

・ 外傷原因の説明が、所見と矛盾する、二転三転する、子どもの説明と異なる

などの場合は、虐待が疑われます。 

【子どもへの対応】 

・ 子どもは本当のことを話しづらいことを十分踏まえ、誘導的な質問や問い詰

めるような質問は、避けるようにします。 
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 具体的にはどのような状況のときに、虐待が疑われるのでしょうか。  

 児童虐待が疑われる子どもや保護者の状況について、チェックリストを示しました

ので参考にしてください。 

 なお、このチェックリストは、問題のある子どもや保護者を把握するという否定的

なとらえ方で使うのではなく、支援が必要な子どもや保護者を早期に発見するという

肯定的な考え方で活用してください。 

 また、このチェックリストのどれかに該当するからと言って、必ず虐待が行われて

いる、ということではありません。 

 しかし、いずれかに該当する場合には、「児童虐待かもしれない」との視点を常に

持ち、ＳＯＳのサインがほかにないか、子どもや保護者に対して、これまで以上に十

分に注意して関わる必要があります。 

 

  

 

 

 

 

 

２ 虐待を受けている子どもの特徴と虐待をする家族の特徴  
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児 童 虐 待 の 早 期 発 見 の た め の チ ェ ッ ク リ ス ト 
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子どもの様子 

《保育所・幼稚園》 

□よくケガをしてくるが、原因がはっきりしない、手当が十分でない  

□打撲によるあざ、火傷などの不自然な傷がよく見られる  

□特別な病気もないのに、身長や体重の増加が悪い、あるいは次第に低下している  

□着衣が薄汚れていたり、季節や気温にそぐわない服装をしていたりする 

□長期間入浴していない 

□服装や顔、髪の毛、手足、口腔内が不潔である 

□表情や反応が乏しく、元気がない 

□基本的な生活習慣が身に付いていない 

□おやつや給食をむさぼるように食べる、おかわりを何度も要求する  

□理由のはっきりしないまたは連絡のない遅刻や欠席が多い  

□転んだりケガをしたりしても泣かない、助けを求めない 

□おびえた泣き方をする 

□身体接触を異常にいやがる（抱こうとすると逃げる、身を固くするなど）  

□いつもおどおどしていて、何気なく手を挙げても身構える  

□職員を試したり、独占したりしようとし、まとわりついて離れない  

□ささいなことでもすぐカーッとなり、友人への乱暴な言動がある 

□親が迎えに来ても帰りたがらない 

□年齢不相応な性的な言葉や、性的な行動が見られる  

《学校》 

□よくケガをしてくるが、原因がはっきりしない、手当が十分でない  

□打撲によるあざ、火傷などの不自然な傷がよく見られる  

□身体的発達が著しく遅れている 

□季節や気温にそぐわない服装をしている 

□服装や顔、髪の毛、手足、口腔内が不潔である  

□いつもおどおどしていて、何気なく手を挙げても身構える  

□表情や反応が乏しく、元気がない 

□基本的な生活習慣が身に付いていない 

□給食をむさぼるように食べる、おかわりを何度も要求する 

□放課後になっても家へ帰りたがらない 

□ささいなことでもすぐカーッとなり、友人への乱暴な言動がある  

□虫や小動物を執拗にいじめたりする 

□自分より年下の子と遊ぶことが多く、時には威圧的である  

□いったんハメを外すと止めどがなくコントロールがきかない 

□授業に集中できず、落ち着きがないまたはボーッとしている 

□衣服を脱ぐことに異常な不安を見せる 

□急激な成績の低下 

□接触の回数を重ねても関係が深まらない  
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保護者の様子 

□子どもとの関わりが乏しかったり、冷たい態度をとったりする 

□子どもへの怒り方が異常である 

□子どもの要求をくみ取ることができない 

 （要求を予想したり理解したりできない、なぜ泣くのかわからない）  

□子どもが新しい遊びや遊具に関心を持つことを好まない  

□子どものことを自分と対等な存在と感じ、自分を脅かす存在と見ている  

□乳幼児期から甘やかすのはよくないと極端に強調する  

□自分の思いどおりにならないとすぐに体罰を加える  

□子どもに心理的に密着しすぎるか、全く放任か極端である  

□子どもに能力以上のことを無理矢理押しつけようとする  

□保護者の極端ないらだち、不安定がある 

□被害者意識が強かったり、イライラしたりしている 

□保育士や教師との面談や家庭訪問を拒む 

□保育士や教職員に対して過度に攻撃的（ささいな非を追及する）  

□子どもを無断で欠席させることが多い 

□予防接種や健康診断を受けさせない 

□家の中が乱雑・不衛生 

□夫婦仲が悪い 

□地域の中で孤立している 

□母親にも暴力を受けた傷がある 

＊母親に暴力をふるう父親は、子どもにも虐待をしている可能性があります。  

＊家庭内で日常的に暴力にさらされている子どもは、直接的な暴力を振るわれていなくて

も、心理的虐待を受けていることになります。  

 

 

□教室から抜け出す 

□盗みや嘘を繰り返す 

□家出を繰り返す 

□年齢不相応な性的な言葉や、性的な行動が見られる  

□極端な性への関心や、拒否感が見られる（特に女子の性的逸脱行為）   

□理由のはっきりしないまたは連絡のない遅刻や欠席が多い  

□長期間欠席しており、家族とも連絡が取れない  

□能力的な問題はないのに学業成績が不振 

□子どもが描いた絵に気になる点がある 

＊不登校として認識していた長期欠席児が、実は深刻な保護の怠慢・拒否（ネグレクト）

を受けている場合があります。 

＊虐待を受けていると、友だちとの関係が暴力的になったりすることから、「いじめの加

害者」として関わるうちに、実は虐待を受けていることが発見されることもあります。  

＊非行や家庭内暴力などの問題行動を示す子どもの生育歴に、家庭内の虐待関係が発見さ

れる可能性もあります。 
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Ⅲ 児童虐待の初期対応と通告  

 

 

 

 児童虐待を疑ったときには、「子どもの安全を守る」視点から対応する必要があり

ます。明らかに虐待であると思われる場合や、子どもに危険があるとき（＊緊急性の

高い場合の例を参照）にはすぐに対応しなければなりません。 

 緊急性が高い場合には、直ちに市町村又は児童相談所などに通告し、子どもの安全

確保を優先すべきです。 

 ＊緊急性の高い場合の例 

 ・生命の危険のあるとき（頭蓋内出血、おぼれて窒息状態、内臓出血など） 

 ・身体的障害を残す危険があるとき（骨折、火傷など）  

 ・乳幼児期で身体的虐待が繰り返されているとき  

 ・極端な栄養障害や慢性の脱水傾向があるとき  

 ・親が子どもにとって必要な医療処置を取らないとき  

  （必要な薬を与えない、乳児の下痢を放置するなど）  

 ・虐待者が非常に衝動的になっているとき  

 ・性的虐待が強く疑われるとき 

 ・子どもや保護者が保護を求め、訴える内容が切迫しているとき  

 ・不登校（園）などで子どもに会えない、家庭訪問しても何かと理由をつけ

て子どもに会わせない、子どもの状況がわからないとき  

 

○虐待の証明はしなくてもよい 

 保育所や学校の中で、虐待を証明することは困難です。虐待を疑っても、「もし間

違っていたら…」と思うのはごく自然なことです。虐待を確信して通告することの方

が、むしろ少ないのです。虐待かどうかを判断するのは、通告を受けた市町村又は児

童相談所などの役割になります。 

 

○一人で抱え込まない 

 児童虐待は、児童虐待の起こる要因のところでも述べたとおり、問題が複雑である

ため、一人の力や一つの機関では解決できないことが多いものです。  

 また、問題の複雑さゆえに、一人で抱え込むことによって介入のタイミングを誤り、

対応が遅れてしまったり、問題を複雑・深刻化させてしまったりすることもあります。 

 「この程度で虐待を疑うのはどうか」といったような迷いは禁物です。虐待の対応

は、疑いの気持ちを誰かに相談し、問題を表面化するところから始まるのです。  

  虐待を疑ったら、まずは職場で同僚や管理職に相談してみましょう。  

 

 

１ 児童虐待の初期対応 
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○管理職の対応の重要性 

 虐待の相談を受けた管理職は、気づいた人の気持ちを真摯に受け止めて対応しなけ

ればなりません。話を聞いただけで、虐待の疑いを否定するようなことを言ったり、

問題として取り扱わなかったりすることのないようにしなくてはなりません。何度も

述べているとおり、虐待の発見は疑うところから始まります。保育所や学校内で、例

えば担任が虐待を疑った場合には、他の職員は子どもをどのように見ているのか、な

どについて、情報を集約することで、全体像が明らかになることもあります。管理職

が先頭に立ち、子どもの安全を守る体制をつくることが必要です。  

 

○組織対応の重要性 

 児童虐待は、その発生要因が複雑であること、子ども、保護者双方への支援が必要

であることが多いこと、複数の関係機関との連携が必要であることなどから、保育所

や学校においては、組織としてシステム的に対応できる体制づくりが必要です。  

 職員一人ひとりの意見や、子どもや家庭に関する重要な情報が、管理職に届くよう

なシステムをつくり、組織としての判断、対応ができることが虐待対応には求められ

ます。 

 

○記録の重要性 

 虐待の疑いのある子どもを発見したときは、虐待の疑いを持ったときから記録を残

すことが大切です。 

 子どものケガやあざは、日数が経てば状況が変化してしまい、虐待を疑う根拠が消

えてしまうことがあります。また、子どもや保護者の状況も記録に残しておかないと、

時期や状況が曖昧になってしまいます。 

 さらに、虐待の対応は、多くの機関が関わることや、長期に及ぶことが多いため、

人事異動などで担当者が変わっても必要な情報が確実に伝わっていくように、記録を

残しておくことは大切なことです。 

記録には、言葉による記録、描写による記録、写真があります。 

記録を残す際に注意することは、「事実」を書き留めるということです。「事実」

と職員個人が「事実から推測した内容」が、誰が見ても明らかである記録が求められ

ます。 

・ 虐待が疑われたときから、根拠となる事象について、詳細に記録する。  

・ 子どもの話した言葉通りに表情や態度、傷の部位や程度などについて記録する。 

・ 伝聞情報と直接確認した情報を、はっきりと区別して記録する。 

 

【子どもの身体的状況】 

 ・ケガ、あざ、やけどの場所や大きさ（写真または絵で記録するとよい）  

 ・衛生状態 

 ・身長、体重の変化  など 
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【子どもの言動】 

 ・落ち着きがない 

 ・友だちや職員との会話の様子 

 ・保健室の来室状況  など 

 

【保護者の状況】 

 ・子どもとの接し方（体罰の状況、子どもを無視するなど） 

 ・家庭訪問時の状況（家の中が乱雑、きょうだいへの接し方など）  

 ・発言内容（なるべく詳細に記録するとよい）  など 

 

 

○通告とは 

 児童虐待防止法第６条では、「児童虐待を受けたと思われる児童を発見した者は、

速やかに通告しなければならない」と規定しています。「通告」という言葉は非常に

重く、仰々しい印象を受け、「通告」をためらってしまうことがあるかもしれません。 

 しかし、ここで言う「通告」とは、市町村又は児童相談所などに子どもの「相談」

にのってもらうこと、気になる子どもについて「連絡」することと考えて行動するこ

とが必要です。 

 通告の際に注意しなくてはいけないことは、子どもが今どのような状況で、通告（相

談）者は、何に困っているのか、具体的に相談することです。通告先に具体的な内容

を告げないと、せっかくの通告（相談）が、個別具体的な相談ではなく、一般的な相

談として扱われてしまい、対応が遅れてしまうことがあります。  

中には、すでに別のルートから通告がなされていることもあります。しかし、通告

が重なり、複数の情報源から情報が提供されることで、児童虐待の判定がつく場合も

ありますので、通告することは大変重要なことです。  

通告（相談）前に、組織として問題に対応することを確認し、子どもの名前や通告

者の連絡先を明確にして通告することが大切です。特に、通告したことを保護者が知

っているか否かで、その後の児童への介入の方法が変わる場合がありますので、保護

者が知っているか否かを明確にする必要があります。  

通告のポイント 

要保護児童の 氏名・年齢・性別・生年月日 

 住所・学校名・学年・組 

家庭について 保護者氏名・年齢・続柄・職業 

 系図化できるよう、きょうだいなど家族の状況、同居家族を明示 

虐待と思われる

状況について 

時系列により 

いつから、どのような状況かなど記録に基づき説明  

児童の状況 現在の居所、通学状況、様子など 

保護者の了解 この通告について、保護者は知っているか否かについて 

通告者について 職名・氏名・連絡先 

２ 通告 
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○通告者について 

 児童虐待防止法第５条では、児童虐待の早期発見に関する努力義務について、教職

員や保育士などの個人だけではなく、保育所や学校など組織（団体）もその責任を負

うことを明確にするとともに、そうした個人や組織（団体）が、子どもの保護や支援

にも協力するよう努めなければならないと規定しています。  

 保育所や学校で虐待を発見し、通告をする際には、管理職が対応することが最も望

ましいと言えます。 

なお、緊急性が高い場合で、保育所や学校などの組織対応に時間を要するときなど

は、子どもの安全確保を最優先するために、虐待を発見した教職員などが直ちに市町

村又は児童相談所などに通告する必要があります。 

 

○通告先について 

 市町村  

児童虐待の通告を受けたときは、必要に応じて学校の教職員などの協力を得つ

つ、児童の安全の確認を行うための措置を講ずることとされています。子どもや

家庭の状況により、地域のネットワーク組織（要保護児童対策地域協議会）で関

係機関との連携を図りながら、子どもや家庭に対する具体的な支援を検討するほ

か、さらに専門的な対応が必要なときは児童相談所に送致又は通知します。 

 

 児童相談所  

市町村と同様に、通告を受けた際には、必要に応じ学校の教職員などの協力を

得つつ、児童の安全確認を行う義務があります。一時保護や施設への入所措置の

権限を持っていることや、心理判定を行う職員が配置されているという点で、市

町村に比べより専門的な役割を担います。 

また、子どもの安全が確認できないときなどに立入調査を行ったり、当該児童

の虐待防止及び保護のために保護者に対して面会や通信を制限したりする権限

もあります。 

子どもが家庭で生活することが、明らかに危険であり、早急な保護が必要な場

合には、児童相談所に通告してください。 

 

児童委員  

児童虐待の通告の仲介を行います。児童委員は、通告者からの話の内容を児

童相談所や市町村に連絡し、対応を依頼することになります。



 

- 18 - 

 

  

 

 以下に、虐待を疑った場合の、組織内の初期対応のフローチャートの例を示します。 

● 虐待の疑い 

・子どもに対する極めて重大な人権侵害であるという認識  

・子どもの発するサインから気付く 

・虐待を見逃さない＝チェックリストの活用 

・子どもの安全を守る視点 

・虐待の証明はしなくてもよい 

・一人で抱え込まない  

① 組織内への相談・報告 

  （同僚・管理職）  

② 組織内での検討・共通認識 

・情報の集約 

・現状の分析（子どもの状況、家族の状況）  

③ 組織の対応 

・情報収集 

・キーパーソンの決定 

・組織内チームとしての役割分担の決定 

 （担任、養護教諭、学校医、学校歯科医、 

スクールカウンセラーなど） 

④ 通告（相談） 

・市町村又は児童相談所などへの通告・相談 

・必要により子ども・保護者への説明  

⑤ 関係機関との連携 

（要保護児童対策地域協議会） 

・情報の共有 

・組織としての役割分担の決定  など 

 

 

緊 

 

急 

 

性 

 

の 

 

高 

 

い 

 

場 

 

合 

 

 

管 

 

理 

 

職 

 

の 

 

対 

 

応 

 

の 

 

重 

 

要 

 

性 

 

 

 

 

記 

 

 

録 

 

 

の 

 

 

重 

 

 

要 

 

 

性 

３ 実際の対応と注意点 
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《フローチャートの補足説明》 

①  虐待を受けている子どもは、自ら事実を訴えることは少なく、問題行動や身体上

の症状などとして現れてきます。こうした子どもが発するサインを様々な立場の

教職員がそれぞれの視点で観察していく必要があります。子どもが相談しやすい

環境であることも大切です。日ごろから、校内研修などの機会を積極的に設定し、

児童虐待について理解を深めることが必要です。虐待の疑いを持った教職員は、

必ず同僚や管理職に相談します（組織内で、児童虐待の担当を明確にしておくな

ど、教職員が一人で抱え込まないようにする工夫が必要です。）。 

 

②  管理職（又は虐待担当の教職員）は、組織内の関係者を集め、現時点での情報を

収集し、教職員の共通認識を図るとともに、対応方針を決定します。学校では、

学校医や学校歯科医が身近にいる専門家として助言や指導を求めることも養護教

諭の所見と併せ、大切になります。 

＊組織内の関係者：学校であれば、管理職、担任、養護教諭、校医、生徒指導担

当、人権教育担当、教育相談担当、スクールカウンセラーなど  

 

③  組織内での対応を図る場合には、組織内のキーパーソンを決めるとともに、組織

内での役割分担の明確化を図り、情報を共有します。  

教職員は、子どもや家族に対して意識して関わるように努めるとともに、子ども

の様子など（服装、友人とのけんか、職員との会話など）を記録に残しておくこ

とが大切です。 

 

④  市町村又は児童相談所などへ通告（相談）します。特に、緊急性が高いと思われ

る場合には、すぐに通告（相談）することが大切です。  

通告（相談）時に、併せて双方の役割分担について協議し、学校としての役割を

担います。（虐待の対応は、市町村又は児童相談所へ通告したら終わりではあり

ません。詳細は、Ⅳを参照してください。）  

 

⑤  虐待の対応は、一つの機関では限界があります。情報収集をした上で、子どもや

家庭を地域で支援するために必要な関係機関が集まり、支援体制を検討する必要

があります。（要保護児童対策地域協議会について、２２ページを参照） 
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◎性的虐待への対応 

 性的虐待は、外見的な証拠が見つかることが少なく、子ども自身も否認するこ

とが多いなど、発見が難しい問題です。性にかかわりのある言動（幼児や小学校

低学年）や信頼できる人への告白、相談（中学・高校生）によって、明らかにな

ることが多くあります。年齢が高くなるほど精神症状や問題行動が多発すること

も多く、子どもの心理的トラウマへのケアなど、専門的援助が必要とされます。

対応の早い段階から専門の児童精神科医、臨床心理士等の関与が必要です。  

しかし、子どもから「ほかの誰にも言わないで」と言われ、相談を受けた人が

一人で抱え込んでしまう場合も少なくありません。  

 このような場合でも、子どもにとって今必要なことは何か、今後どう対応して

いくかを早急に見立てることが必要です。他の人の助けを借りることが、守るこ

とにつながるということを根気よく説得していくことが大切です。子どもには罪

はないこと、子どもを守ることを話し、安心させることが大切です。過剰な反応

をしすぎないように気を付けるとともに、一人で悩まずに、子どもから相談を受

けた教職員などが、管理職等関係者と協議の上、速やかに市町村又は児童相談所

などに相談してください。場合によっては、児童相談所から紹介を受け、適切な

専門家（児童精神科医等）と教職員などが会って、対応方法を検討することから

始める場合もあります。  
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学 校 

            学  校                                       
虐待の疑い 

担任、養護教諭、本人、他の子ども  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   情報の共有と取組方針の明確化  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒へ  

・安心感を持たせる  

・子ども自身の自己評価を高める 

・努力やよい面を積極的に評価する  

・虐待から身を守る方法を助言する  

保護者へ  

・会う機会を増やし積極的に支える  

・子どもの行動を理解できるよう援

助する 

・社会資源を積極的に活用させる 

校 長 

教 頭  

    情報の集中管理 

 情報収集・状況把握を指示 

子どもとの対話、観察  

家庭訪問 

家族や地域の情報等  

 

生徒指導主任、教育相談主任、 

人権教育主任、教務主任、 

 学年主任、担任、養護教諭、 

相談員、 

 スクールカウンセラー 等 

校内体制の整備 

校内サポートチーム 

救済と支援 

通告 

・ 

相談 
 

緊急性の

高い場合

は児童相

談所へ 

 

・情報収集 

・実地調査 

・安全確認 

危機介入 

・立入調査  

・一時保護  

施設入所 

里親委託 

在宅での

指導・援助 

 

市町村 
 

・調査 

・安全確認 

・緊急性等 

の判断 

 

県教育委員会 
 

スクールカウン

セラー 

相談員 

 

 

 

 

保健所 

警察 

 

要保護児童対

策地域協議会  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

民生委員 

・児童委員 

その他 

連携 

児童相談所 

連

携 

送

致 

連携 

児童福祉主管課  

保健センター  

教育委員会 

連

 

携 

支援 

支援 

支援 

４ 学校における対応のフローチャートの例 
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Ⅳ 通告後の対応 ～関係機関との連携～  

 

 児童虐待の通告先には、市町村、県福祉事務所及び児童相談所がありますが、ここ

では、市町村での通告後の対応について簡単に説明した後、児童相談所での通告後の

対応について詳しく説明します。 

 

 

 市町村では、子どもに関する様々な問題について、家庭やその他からの相談に応じ、

子どもの問題やニーズ、子どもの置かれた環境の状況等を的確に捉え、個々の子ども

や家庭に最も効果的な援助を行っています。市町村が児童虐待の通告を受けたとき

は、必要に応じて、学校の教職員や児童福祉施設の職員、近隣の住民などの協力を得

て、子どもとの面会などによって安全の確認を行うことになっています。  

 また、当初から緊急性がうかがえる場合には、調査の段階から児童相談所と協力し

て対応します。 

 初期調査では、学校や保育所等の児童が所属している機関の状況や意見についても

調査し、こうして得られた情報に基づいて、緊急性・要保護性の判断を行います。そ

して、緊急性・要保護性が高い場合には、速やかに児童相談所に送致します。  

 また、家庭訪問や関係機関からの情報等によっても、子どもの安全確認ができず、

重大な結果が起きているか、起こる可能性が否定できない場合にも、速やかに児童相

談所へ送致することになっています。 

市町村による相談援助活動は、次のように進められます。  

① 相談・通告の受付 

② 受理会議 

③ 調査 

④ ケース会議 

⑤ 市町村による援助、児童相談所への送致等  

⑥ 援助後の評価、援助方針の見直し及び相談援助の集結のための会議  

 

○ 要保護児童対策地域協議会 

「要保護児童対策地域協議会」は、保護を要する児童（保護者のない児童又は保護

者に監護させることが不適当であると認められる児童）等に関する情報交換や支援内

容の協議を行う、児童及びその保護者の支援を目的にした地域連携の場です。埼玉県

では、すべての市町村に設置されています。 

構成員は、児童福祉関係者や保健医療関係者、教育関係者、警察・司法関係者、人

権擁護関係者、配偶者からの暴力に対応している関係者などが想定されますが、地域

の実情に応じて、幅広い者を参加させることが可能です。  

身近なところに設置されることで、早期発見、迅速な支援が可能となる、守秘義務

の下、構成員間で情報の共有を図ることで、共通の理解の上に、それぞれの役割分担

に基づく支援ができる、などの効果が期待できます。  

１ 市町村での通告後の対応 



 

- 23 - 

 

運営上の組織は、構成員の代表者による会議（代表者会議）、実務担当者による会

議（実務者会議）、個別の事例について担当者レベルで適時検討する会議（個別ケー

ス検討会議）の三層構造となっていることが多くなっています。  

個別事案における具体的な流れは、地域の実情に応じて様々な形態により運営され

ることになりますが、一つのモデルを示すと次のとおりです。 

① 相談・通報の受理 

② 緊急度判定会議（緊急受理会議）の開催  

③ 調査 

④ 個別ケース検討会議の開催 

⑤ 関係機関等による援助 

⑥ 定期的な個別ケース検討会議の開催 

 

 

 

児童相談所では、通告を受けると、調査、診断、判定、子どもの保護など一連の援

助活動を行います。 

 

○安全確認・緊急保護 

 児童虐待の通告を受けた児童相談所では、速やかに、通告者や関係機関からの情報

収集、実地調査によって、子どもの安全確認と通告内容の事実確認、緊急保護の要否

の判断を行います。 

 安全確認は、必要に応じて、学校の教職員や児童福祉施設の職員、近隣の住民など

の協力を得ながら、子どもとの面会などの方法で行われます。 

 緊急に保護が必要かどうかの判断は、子どもの心身の状況を直接観察することが極

めて有効であるため、埼玉県では、通告を受けてから原則として４８時間以内に子ど

もを目視することで安全確認を行うことにしています。  

児童の安全確認に当たっては、必要があれば、立入調査その他の措置を講じます（立

入調査に先立ち、保護者等に対し、出頭要求を行うこともあります。）。立入調査が

奏功せず、再度の出頭を求めても応じない場合は、裁判所の許可を得て臨検、又は児

童の捜索をすることができます。この場合、保護者等が拒否しても解錠その他の処分

を行って、強制的に立ち入ることができます。 

なお、立入調査や臨検、捜索に当たっては、子どもの安全の確認、安全の確保に万

全を期するため、必要に応じて警察署長に援助を要請します。 

調査の結果、緊急に保護が必要な場合には、一時保護所に入所させるか、児童養護

施設や乳児院、病院などに一時保護を委託することなどができます。 

 この一時保護の目的は、危機的な状況から子どもの安全確保、子どもの心身の安定、

養育者の負担の軽減などです。 

 一時保護を実施する場合、できるだけ保護者の意向を尊重しながら進めることが大

切ですが、保護者の同意が得られないときには、児童相談所長の職務権限で一時保護

を行います。一時保護のときにも、必要があれば、警察署長に援助を要請します。  

２ 児童相談所での通告後の対応と地域の関係機関との連携  
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○援助方針の決定 

 児童相談所では、子どもの安全を確認又は確保した上で、虐待の事実や背景の問題、

家族の養育能力などの必要な調査を継続して行います。また、要保護児童対策地域協

議会などの場で関係機関との情報交換や連絡調整を行い、親子を分離せずに在宅での

指導とするのか、あるいは、親子を分離して児童福祉施設への入所や里親への委託と

するのか、子どもにとって最善の利益のための援助方針を決定します。  

 また、援助方針決定後も、調査や、要保護児童対策地域協議会などの場を活用し、

関係機関との情報交換、連絡調整を継続し、援助内容の評価、見直しを行っていきま

す。 

 

○在宅での指導 

 虐待の危険度がそれほど高くなく、保護者との面接や指導が可能と判断される場合

は、親子を分離せずに在宅のままで児童福祉司などが訪問指導を行ったり、親子で児

童相談所に通所させたりするなどの在宅指導を行います。その指導は、親子双方の心

の安定と親子関係の修復によって、児童虐待を受けた子どもが良好な家庭的環境で生

活できるようになることを目指して行うものです。  

 こうした児童相談所が行う在宅指導は、もとより、児童相談所の対応だけで自己完

結するものではありません。 

 良好な家庭的環境を築き上げて、再び虐待が起きることのないようにするために

は、要保護児童対策地域協議会の参加機関やその他の地域の関係機関が連携して、そ

れぞれの役割分担や援助内容を明確にし、地域全体でその家族を支援していくことが

必要です。 

 また、家庭の状況が悪化し、子どもに危険が生じたときには、速やかに保護ができ

るような連携も重要です。 

 児童相談所で受け付けた虐待相談のうち、施設入所などよって、子どもが家庭から

分離される割合は１割を下回る程度であり、児童相談所に通告しても大多数の子ども

は、引き続き地域での生活を継続しています。  

 虐待を受けた子どもが生活する時間は、家庭に次いで学校や保育所が長く、子ども

の日常生活を把握しやすい立場にあることから、地域の関係機関の一つとして、児童

相談所をはじめ他の関係機関と連携しながら、在宅での支援の役割を担っていくこと

になります。 

 

○施設入所・里親委託 

 虐待によって保護者のもとで養育させることが適切でないことが明らかになった

場合、児童相談所は、子どもをその家庭から引き離して、児童福祉施設への入所や里

親への委託を行います。その際、保護者の同意を得ることが基本になりますが、保護

者の同意がなくても、児童相談所が家庭裁判所に申し立て、その承認を得て、施設入

所や里親委託を行うことができます。 

 しかし、単に親子を分離すれば、それで問題が解決する訳ではありません。保護者

が虐待の事実と真摯に向き合って、再び虐待をすることがなくなり、親子がともに生
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活できるようになることが、子どもの福祉にとっては最良の解決策です。  

 このため、児童相談所では、施設や里親、要保護児童対策地域協議会の参加機関や

その他の地域の関係機関と連携しながら、保護者との面接やカウンセリングなどを継

続して、家族の再統合への支援を行います。  

 この場合も、学校をはじめ地域の関係機関が連携して、それぞれの役割分担や援助

内容を明確にし、支援を行う必要があります。 

 そして、子どもが施設や里親から家庭に戻るときには、その直後の数か月は虐待が

再発する可能性が最も高いため、地域の関係機関によるきめ細かな見守り体制が重要

になります。 

 また、家庭に戻れなかった場合であっても、子どもにとって必要なものは良好な家

庭的環境であり、その環境整備に配慮することが求められています。  

 一方、施設入所や里親委託の学齢期の子どものほとんどは、新たな所在地での学校

に通学することになるため、そうした子どもを受け入れる学校側の対応も必要になり

ます。 

（参考） 

 児童相談所への通告後の流れ 

 

 

                                   ▼ 

情報収集・実地調査  

              ▼ 

 安全確認  

 ▼  
一

時

保

護 

 

 

 

調査継続 

関係機関との情報交換・連絡調整  

 

              ▼          

 援助方針の決定   

                ▼         ▼                      ▼ 

終結  在宅での指導  児童福祉施設への入所・里親委託  

                           ▼                      ▼ 

家族再統合に向けた治療・指導  

                                   ▼ 

調査 

関係機関との情報交換・連絡調整  

                                   ▼ 

援助内容の評価・見直し  

                ▼         ▼                      ▼ 

終結  在宅での指導  児童福祉施設への入所・里親委託  

 

通告・相談の受付  
※必要に応じて、

出頭要求、立入調

査、臨検・捜索等

を実施 
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 児童虐待の問題の解決に当たっては、法的な権限を持った児童相談所が重要な役割

を担っていますが、もとより、児童相談所だけですべての問題が解決できるわけでは

ありません。 

 児童虐待が起きる家庭は複合的な問題を抱えていますので、児童相談所のほか、市

町村の児童福祉担当課（福祉事務所）や家庭児童相談室、保健センター、保健所、民

生委員・児童委員、主任児童委員、学校、保育所など、地域の様々な関係機関が有機

的なネットワークを築き、それぞれの役割を果たしていくことが求められています。 

○全体像の把握と多面的な支援 

 児童虐待が起こる要因は、親や子どもの問題から環境的な問題まで、様々な要因が

複雑に絡み合っています。このため、児童虐待を予防し、早期に発見し、早期対応を

適切に行っていくためには、一つの機関のみでその役割を担うことはまず不可能と言

えます。 

 その家庭が抱える複合的な問題に対して、一つの関係機関が把握できる情報は部分

的で断片的なものであり、支援内容もその機関が担う固有の役割から自ずと限界があ

ります。 

 したがって、複数の関係機関が連携し、収集した情報を共有することによって、初

めてその家庭が抱える問題の全体像がより鮮明になり、より正確に危険度や緊急度を

判断することが可能になります。そして、そのことによって、問題解決に向けてそれ

ぞれの機関が果たす役割が明確になり、多面的で効果的な支援が可能となります。  

 「要保護児童対策地域協議会」は、必要があると認めるときは、関係機関等に対し

て資料又は情報の提供、意見の開陳その他必要な協力を求めることができます。関係

機関のはざまで適切な支援が行われないといった事例の防止や、守秘義務が存在する

こと等から個人情報の提供に躊躇があった医師や地方公務員などの関係者からの積

極的な情報提供が図られ、要保護児童の適切な保護に資することが期待されます。 

また、地域協議会を構成する関係機関等は、罰則を伴う守秘義務が課せられており、

民間団体をはじめ、法律上の守秘義務が課せられていなかった関係機関等の積極的な

参加と、積極的な情報交換や連携が期待されます。 

（補足） 

・ 児童虐待防止法に基づく通告は、子どもを守ることが優先されるため、医師や

公務員などの「守秘義務」違反にはなりません（児童虐待防止法第６条第３項）。 

・ 個人の生命、身体の安全を守るため緊急かつやむを得ないと認められる場合な

ど、関係機関への情報提供が適当と考えられる場合があります。 

○援助方針の共有と役割分担の明確化よる的確な対応 

 共有した情報に基づいて、関係機関が多面的な視点から協議を行い、問題に対する

認識や援助方針について共通理解を図るとともに、お互いの役割分担を明確にするこ

とによって、的確で迅速な対応が可能となります。  

 この役割分担に当たっては、関係機関との協議の中で、お互いの機能や体制につい

て情報交換を行い、それぞれの機関が担う役割の違いとその限界を十分に理解するこ

とが必要です。 

３ ネットワーク支援の必要性 
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Ⅴ 子ども・保護者への関わり方のポイント  

 

 児童虐待を疑った時点から通告後の対応に至るまで、教職員や保育従事者は様々な

場面で子どもや家族と関わることになります。子どもや家族に対応するときには、い

ずれも相手の立場や心情を理解し、「支援」するという立場として関わることが大切

です。 

 

 

 

○子どもとの信頼関係 

 虐待を受けている子どもに対しては、子どもと接する時間が長い教職員が、子ども

の心の支えになれるように関わることが大切です。まずは、子どもにとって、保育所

や学校が安全な場であると感じることができるようにすることが大切です。  

 そのためには、子どもの立場に立って、子どもを尊重し、子どもとの信頼関係をつ

くる必要があります。 

 子どもとの信頼関係をつくるためには、子どもの日々の様子に気を配り、子ども自

身が「守られている」、「話を聞いてもらえている」と実感できる人間関係を築いて

おくことです。そして、子どもが何か話してきたときには、子どもの言うことを否定

せずにきちんと聞くことです。一見、嘘や間違いに思える話でも、その一部に事実が

含まれていることもありますし、すべてが嘘であったとしても、子どもが嘘をつかな

ければならない状況にあるかもしれないということにも考えを巡らせる必要があり

ます。 

 また、教職員が一所懸命に子どもに気を配り、丁寧に対応していても、子どもは、

わざと教職員を怒らせるような言動をとることがあります。これは、虐待的な関係が

長期に続いたために、安全な環境に置かれても、子どもが「自分の言動はどこまでが

許容され、どういったことが制限されるのか、制限される場合には誰がどのような方

法で制限するのか」を試すためにとっているもので、虐待を受けている子どもにはよ

く見られるものです。ですから、子どもが教職員を試すようなことをしてきたときに

は、「挑発」に乗って子どもの表面的な言動だけを取り上げて叱らずに、子どもが置

かれている状況、背景を考えて対応する必要があります。  

 例えば、言動そのものに対して叱ったりはせずに、「先生を怒らせてみたいように

見えるけど、先生は、それがわかるから怒らないよ。」、「そうやって、たくさん叱

られるようにしたら、いつものことだと安心できるのかな。でも、別のやり方もある

よ。」などといった対応をして、子どもが虐待的な関係以外に、良好な人間関係をと

る方法があることを習得できるように援助してあげることが大切です。  

 さらに、虐待を受けている子どもは、自己評価が低く、虐待についても「自分が悪

いから虐待を受けている」と考える傾向があるため、ふだんから子どもの関わり方に

ついては、十分な配慮が必要です。 

１ 子どもへの関わり方 
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○子どもからの聞き取りについて 

 子どもに話を聞く際には、子どもが安心して安全に話せる場所を用意することが必

要です。子どもの年齢によっては、おもちゃや絵本を用意して、子どもが自然に話せ

るような雰囲気を作ることも必要です。また、子どもが安心できる人が話を聞くよう

にします。 

 子どもからの聞き取りに際しては、子どもの話をすぐに否定したり、虐待の事実関

係の確認を急いで、無理に聞き出そうとしたりすると、子どもは大人を信用しなくな

るばかりか、新たに子どもの心を傷つけることになりますので、まずは、子どもの話

を言葉どおりに受け止めることが大切です。  

 さらに、子どもは虐待を受けていても、虐待の事実を否定したり、自分が悪いから

と保護者をかばったりすることもあるので注意が必要です。 

 また、子どもの前で保護者の批判をしてはいけません。子どもは虐待されていたと

しても、保護者を大切な存在と考えています。  

 子どもには、「あなたは悪くない」ということをきちんと伝えてあげることが必要

です。 

 

 

 児童虐待を行っている保護者に対しては、多くの場合、否定的なイメージを持ち、

ときにはその保護者を拒否したり、指導したりしたくなるものです。 

 虐待をしている保護者の多くは、虐待の内容がかなりひどいものであっても、自分

では「しつけ」の一環として行っていると思っていることが多いものです。また、虐

待している保護者自身にも、虐待に至ってしまった様々な背景がある場合が多く、そ

の保護者自身も傷ついていることがあります。このようなことから、保護者と関わる

ときに、保護者が行っている行為を非難したり、一方的に指導したりすることは、問

題解決に向けての効果がないばかりか、かえって保護者との信頼関係の構築の妨げに

なることの方が多くなります。 

 保護者と関わるときに、まずは、教職員には冷静な判断が求められます。対応する

教職員が感情的になり、虐待している保護者を一方的に批判することは、何の問題解

決にならないだけでなく、その後の援助を困難にしてしまいます。関係が悪化すると、

保護者は教職員や、学校や保育所という組織全体に対して反発し、今後の支援が困難

になったり、子どもを登園・登校させなくなったり、転校・転居してしまうこともあ

るので注意が必要です。 

 また、虐待の対応をしていると、他の機関との役割分担の中で保育所や学校が、い

わゆる「悪者」にならざるを得ない場面があり、ときには保護者と対立関係になるこ

ともあるかと思います。 

 しかし、保護者に対して厳しいことを言ったり、虐待の通告者として毅然とした対

応を取り、保護者との関係が悪化してしまったように思われたりするときでも、保護

者に対しては、基本的には話をきちんと聞く姿勢を持たなければいけません。関係が

悪化してしまったときに、悪化の原因を保護者に転嫁したり、保護者が保育所や学校

２ 保護者への関わり方 
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に対して攻撃的な態度を取ってきたときに保護者から逃げてしまったりしては、それ

まで築いてきた信頼関係は完全に壊れてしまいます。  

 保護者とうまく関係が取れないときでも、対応する側は一貫して保護者を支援する

姿勢を取ることで、いったん悪化した関係は、修復される場合も少なくありません。 

 

○保護者との信頼関係 

 虐待をしている保護者は様々な背景を抱えていることが多く、信頼関係を築くこと

が困難な場合が多くあります。しかし、児童虐待問題の解決のためには、保護者と信

頼関係を築き、維持することが重要になります。  

 保護者との信頼関係を築くためには、まずは、虐待している保護者に対しても、受

容し、共感的態度で接することが大切です。虐待している保護者にも、虐待してしま

う何らかの理由があるはずです。保護者の中には、本当は自分自身の悩みや困ってい

ることを誰かに話したいのに、誰にも話すことができずに悩んでいる人もいます。そ

んなときに、教職員が保護者の話を真剣に聞き、保護者を支援する立場をとることで、

保護者との関係が良好になることがあります。  

 また、虐待にまでは至らなくても、子育てに関することや子どものしつけ方がわか

らないで悩んでいる保護者は多くいます。保護者の悩みに向き合い、保護者を支える

ための具体的なアドバイスをすることで、虐待を予防する効果もあります。  

 さらに、保護者との信頼関係ができてくると、保護者から「あなただけに話すこと

ですが」と言って、虐待に結びつく重要と思われる過去の出来事を話してくることが

あります。このようなときは、保護者の話を真剣に受け止めることが必要ですが、話

の内容によっては、一人で抱え込まずに、その後の支援方針の検討材料にするために、

組織内の共通理解を持つことも必要になります。  
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Ⅵ 子どもを虐待から守るための子どもへの関わり方  

 

 

 虐待は子どもの心の成長に深い傷を負わせ、将来の生き方にも大きな影響を及ぼし

ます。虐待から子どもを守ることは、かけがえのない子どもの人権を守ることです。 

 児童虐待防止法第１条では、「児童虐待が著しい人権侵害である」こと、第５条第

３項では、「学校は、児童及び保護者に対して、児童虐待の防止のための教育または

啓発に努めなければならない」ことを規定しています。       

 子どもたちを虐待という人権侵害から守るためには、早期発見・早期対応と併せて、

子どもたちに虐待を防止するための資質・能力―自尊感情やコミュニケーション能

力、人権意識等―を育成することが重要となります。            

 子どもたちが自分自身を大切にするとともに、自分の置かれている状況を理解して

周囲の人に相談すること、話したいことを正しく伝えること、さらに不当な扱いから

逃れること、そのような資質・能力を身につけさせることが、虐待の防止につながり

ます。      

 そのために虐待を防止するための資質・能力を育てる人権教育の授業実践が望まれ

ます。 

 実践に当たっては、事前・事後において、次のような配慮が必要となります。  

①事前において 

 ・子どもとその家庭の状況を十分に把握しておくこと。 

 ・保護者に指導内容について知らせておくこと。  

・虐待を受けたと思われる児童生徒がいる場合には、子どもが虐待されたとき

のことを思い出して不安になったり、精神的苦痛を受けたりしないよう、十

分配慮すること。 

②事後において 

・保護者の愛情についてもふれ、「親にたたかれた」「きつく叱られた」等、

その全てを「虐待」と決めつけてしまうことがないよう配慮する。  

・虐待を受けたと思われる児童生徒がいる場合には、個別的な指導が必要とな

ること。 

また、次のような子どもがいる場合は、特に配慮して子どもが共感できる指導が必

要となります。 

① 家庭内のこととして秘密を守ろうとしている。               

・ 家庭内の出来事でも「安心していつでも聞いてもらえる」という子どもとの

信頼関係を築くことが基盤となります。    

 ② 自分に責任があると思い込んでいる                   

・ 幼い子どもにとって親が悪いという考えを受け入れることは耐え難い不安を

招き、結果として子どもは自分が悪いと考えざるを得なくなります。さらに、

虐待の事実を他人に話すことは自分が悪い子であることを表明することにな

ってしまうので、子どもは事実を隠して親をかばおうとします。  

１ 児童虐待を防止するための人権教育の実践 
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※ いかなる理由があろうとも虐待を正当化することはできないことを知らせ、

明確に意思表示をすることの必要性を理解させることが大切です。   

  

虐待の体験を子どもが自らの言葉で語ることができるようになるのは、周囲への信

頼と安心を取り戻し、心の傷も癒え始めて、虐待を受けたという体験と現在の自分と

の間に現実的にも心理的にも距離ができてからだと考えなければなりません。それに

は、根気強く継続的な取組が必要です。      
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☆児童虐待防止指導上の配慮 

題  材 わたしの空はにじの色 

ねらい 
互いに理解・信頼し合い、相手の幸せを願い、助け合いながら励まし合おうと

する。 

学 習 活 動 指導上の留意点・支援 

導         

 

 

 

 

入 

 

 

 

 

 

 

１ 本時の学習内容について知る。 

 

２ 今までにいやだなと思ったのは、ど

んなときか思い出す。 

 

 

 

 

 

 

・「大人」とは、自分の親も含めて考え

させる。 

・事前に、いやな思いを受けたことにつ

いてのアンケートをとっておく。 

・自分の経験を思い出させるようにす 

る。 

展 

 

 

 

 

 

 

 

    

開 

３【資料】のお話を聞いて考える。 

(1) Ａ子ちゃんの立場になって、気持ち

を考える。 

・姉や妹と違って、怒られると思った。  

・お姉ちゃんや妹と比べたりしないでほ

しい。 

・わたしも頑張ったんだよ。 

・わたしはお姉ちゃんたちのように、何

でも上手に、しっかりとはできない。 

・いつだってわたしは、だめな子なんだ。 

・痛いよ、こわいよ、さびしいよ。 

・わたしは悪い子かもしれない。 

 

 

 

 

(2) いつもと違うＡ子ちゃんの日記を

見てＢ子ちゃんが、ドキドキしたのは

なぜか考える。 

・Ａ子ちゃんの身の上に大変なことが起

きているかもしれない。 

・約束を破って先生に言ったほうがいい

のか、よくわからない。 

・ずっと友だちでいられないかもしれな

い。 

 

(3) 先生に言ったら、二度と交換日記は

できないとどうして思ったのか考え

る。 

 

・「まだ返してもらっていない。」とう

そをついてしまい、母親に「あなたな

んかいらない。」と言われた時、Ａ子

はどんな気持ちだったのだろう。 

☆親は、子どものことを考え、しつけと

して厳しく叱ることがあることも理解

するように働きかける。 

・Ａ子自身の性格などにもふれさせ、Ａ

子の気持ちに共感させる。 

・Ａ子の言いたくても言えない心の内を

十分に考えさせる。 

・母親の言葉も暴力的であり、Ａ子は深

い悲しみに沈んでいることを理解させ

る。 

 

・自暴自棄や失望感でいっぱいの気持ち

になりそうな様子に気づかせる。 

・家庭の中では、一人ぼっちであるＡ子

の楽しみが、Ｂ子との交換日記である

ことをおさえる。 

・状況がただごとではないことに気づい

たのは、普段からお互いを思いやって

いる友だち関係があるからであること

に気づかせる。 

 

・約束を守るべきか、Ａ子の状況を大人

に知らせるべきか、Ｂ子の心の葛藤を

理解させる。 

２ 指導例（小学校中学年） 

課  題 

【資料】のお話をもとに、自分や友だちが、大人からいやなことをされ

たり、言われたりしたときに、どうすればよいのかを考えよう。  
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・自分を信じて書いた友だちの秘密を先

生に言ってしまった。 

・二人の秘密の交換日記を先生に言って

しまい、Ａ子ちゃんとの約束を破って

しまった。 

・Ａ子ちゃんは自分のことをとても怒っ

ているに違いない。 

 

４ Ａ子ちゃんからの日記帳で「今日の

私の空はにじの色よ。」と書いてあっ

たのは、なぜか考える。 

・Ｂ子ちゃんへの友情に気づき、喜んで

いるから。 

・担任の先生がお母さんに話をしてくれ

たので、お母さんがＡ子ちゃんにやさ

しくなったから。 

・自分が先生に話したことは、Ａ子ちゃ

んにとって良かったことなのかもし

れない。 

 

５ 学習のまとめをする。 

（Ｂ子の立場） 

・約束を破ってしまい、本当にごめんな

さいね。でも、とっても心配をしてい

たんだよ。 

（Ａ子の立場） 

・Ｂ子ちゃんのように、お話を聞いてく

れる先生もいることがわかってよかっ

た。 

 

 

・今まで信頼し合って交換日記をしてい

たのに、一方的に約束を破ってしまっ

たという気持ちを理解させる。 

・自分を信じて書いてくれたことを他人

に話してしまったという罪悪感など

を感じ取らせるようにさせる。 

・先生に秘密を話し、約束を破ってしま

ったのに、Ａ子が明るく、また交換日

記を書きたいというＢ子への友情に

気づき、喜んでいることを理解させた

い。 

・友だちを信頼し、友だちの幸せを願い、

正しいと思うことを行おうとする意

識をもたせる。 

☆信頼できる大人に相談することで、問

題はよりよい方向に向かうというこ

とを理解させる。 

 

・Ｂ子やＡ子の立場になって思ったこと

を書かせる。 

・学校生活を続けていれば、自分のまわ

りには必ず気にかけてくれる友だちや

先生方がいることに気づかせたい。 

終 

 

末 

６ 「心のノート」ｐ４２の「友だちがい

てよかった」を読み、確認する。 

・「友だちがいてよかった」は、仲間と

して、助け合い、励まし合い、友だち

関係を築こうとすることだと確認をさ

せる。 

・評価 お互いに理解・信頼し合い、友だちの幸せを願うことは、時には勇気をもっ

て、正しいことを行おうと行動することでもあると理解できるか。   

 



 

- 34 - 

 

 

 

アンケート  

                                  名前                  

○ おとなの人から、いやなことをされたり、言われたりしたことがありま

したか。あったら、書いてください。  

 

 

 

 

                                  

 

                                  

 

                                  

 

                               

 

                              

 

 

  

 

 

   感想
かんそう

カード  

                                         名前               

  ＜Ａちゃんに手紙を書こう＞ 

                                   

  

                                   

 

                                   

  

＜どんなことを思いましたか。＞              
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【 資 料 】  お 話 「 わ た し の 空 は 、 に じ の 色 」  

 
Ｂ 子 ち ゃ ん は 、 空 を 見 つ め る こ と が 大 好 き で す 。 そ れ は 、 仲 良 し

の と な り の ク ラ ス の Ａ 子 ち ゃ ん と 一 緒 に 見 た 、 大 き な に じ を 思 い 出

す か ら で す 。 友 だ ち の Ａ 子 ち ゃ ん は 物 静 か で 、 ど ち ら か と い う と 自

分 に 言 い た い こ と が あ っ て も 、 Ｂ 子 ち ゃ ん と は 反 対 に が ま ん を し て

し ま う タ イ プ の 女 の 子 で す 。     

 

  毎 日 、 二 人 の 交 か ん 日 記 に は 、  

「 わ た し の 今 日 の 空 の 色 は ね 、  

○ ○ 色 な ん だ 。 」        

 と お 互 い に 書 き ま す 。 Ｂ 子 ち ゃ

ん は 、  

「 Ａ 子 ち ゃ ん の 空 の 色 っ て と て

も す て き だ ね 。 こ れ か ら も そ  

っ と 教 え 合 お う ね 。 」  

と い つ も 返 事 を 書 き ま す 。 Ａ 子 ち ゃ ん は 、 そ ん な Ｂ 子 ち ゃ ん の 言 葉

を と て も う れ し く 感 じ 、 二 人 だ け の 秘 密 の 交 換 日 記 が い つ も 楽 し み

で し た 。  

 

あ る 日 、 Ａ 子 ち ゃ ん の お 母 さ ん が 夕 食 の し た く を し て い る 時 、 お

姉 さ ん と 妹 が 算 数 の テ ス ト を 持 っ て 帰 っ て き ま し た 。 そ の テ ス ト を

見 た お 母 さ ん は 、  

「 ま あ 、 二 人 と も 百 点 を と っ て き た の ね 。 お 母 さ ん は 、 と て も う れ

し く て 、 鼻 が 高 い わ 。 よ く が ん ば っ た わ ね 。 二 人 と も え ら い わ 。 」 

と 大 喜 び を し ま し た 。 そ し て 、 近 く に い た Ａ 子 ち ゃ ん に も 、  

「 Ａ 子 も テ ス ト が 終 わ っ て る で し ょ う ？ お 母 さ ん に は や く 見 せ な さ  

 い 。 」  

と 言 い ま し た 。 Ａ 子 ち ゃ ん は 、 実 は 、 昨 日 、 担 任 の 先 生 か ら 算 数 の

テ ス ト を 返 し て も ら っ て い た の で す が 、 点 数 が 悪 い た め に 、 「 わ た

し の ク ラ ス は 、 ま だ 返 し て も ら っ て な い の 。 」 と 、 思 わ ず う そ を つ

い て し ま い ま し た 。 そ れ を と な り で 聞 い て い た 妹 に 、  

「 あ ら 、 お 姉 ち ゃ ん 。 そ れ は 、 お か し い よ 。 さ っ き ラ ン ド セ ル か ら

出 し て 机 の 中 に し ま っ て い た で し ょ う 。 わ た し 、 見 て い た も の 。 」

と 、 言 わ れ て し ま い ま し た 。 そ の 言 葉 を 聞 く な り お 母 さ ん は 、 み る

み る 顔 を 赤 く し て 、  

「 ど う し て い つ も う そ を つ く の ！ か く さ な い で お 母 さ ん に 見 せ な

さ い 。 」  
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と 、 す ご い け ん ま く で 言 い 、 Ａ 子 ち ゃ ん の 頭 を な ぐ り ま し た 。 Ａ 子

ち ゃ ん は 、 た だ 、 だ ま っ て 下 を 向 い て い ま し た 。 お 母 さ ん は 、 さ ら

に こ わ い 顔 を し て 、 Ａ 子 ち ゃ ん の 引 き 出 し を 開 け 、  

「 は や く 、 お 母 さ ん に 見 せ な さ い 。 い っ た い 、 何 点 だ っ た の 。 」  

と 、 ど な り な が ら Ａ 子 ち ゃ ん の テ ス ト を う ば う よ う に つ か み 取 る と 、 

「 な ん て こ と 。 ま た 、 こ ん な に 悪 い 点 数 を と  

 っ て き て 。 な ぜ 、 あ な た は 、 お 姉 ち ゃ ん や  

 妹 の よ う に で き な い の 。 し っ か り と 勉 強 し  

な く て は だ め じ ゃ な い の 。 」  

と 、 何 度 も 何 度 も Ａ 子 ち ゃ ん の 頭 を た た き な  

が ら 言 い ま し た 。 Ａ 子 ち ゃ ん の お 姉 さ ん と 妹  

は 、 だ ま っ て 机 に 向 か い 宿 題 を 始 め ま し た 。  

そ し て 、 お 母 さ ん は た め 息 を つ き な が ら 最  

後 に Ａ 子 ち ゃ ん に 向 か っ て 、  

「 お 父 さ ん も お 母 さ ん も 子 ど も  

の 頃 は 、 と て も 勉 強 も 運 動 も で  

き た の に 、 あ な た は い っ た い 誰 に 似 た の か し ら 。 あ な

た な ん か 産 む ん じ ゃ な か っ た わ 。 」 「 あ な た な ん か い

ら な い 。 ど こ に で も い っ て し ま い な さ い 。 」  

と 言 っ て 、 夕 食 の し た く を 続 け ま し た 。  

そ の 日 の Ａ 子 ち ゃ ん の 夕 食 は 、 用 意 さ れ ま せ ん で し

た 。 こ の よ う な と き に は Ａ 子 ち ゃ ん は 、 い つ も 部 屋 の す み で 、 一 人

で 空 を ぼ ん や り 見 つ め て 過 ご し ま し た 。 お 腹 が す い て い ま し た が 、

し か た な く 夜 は 、 な み だ を こ ら え て 眠 り ま し た 。  

 

次 の 日 、 朝 ご は ん も 食 べ ず Ａ 子 ち ゃ ん は 、 朝 一 番 に 一 人 で 登 校 し

ま し た 。 元 気 が あ り ま せ ん 。 教 室 で 、 ひ と り ぼ ん や り と 窓 の 外 の 空

を 見 つ め な が ら 、 一 日 が 過 ぎ て い き ま し た 。  

「 さ よ う な ら 。 ま た 、 明 日 ね 。 」    

と 元 気 の な い Ａ 子 ち ゃ ん は 、 Ｂ 子 ち ゃ ん に 言 い ま し た 。 日 記 を 渡 さ

れ た Ｂ 子 ち ゃ ん は 、                      

「 Ｂ 子 ち ゃ ん 、 私 の 空 は 、 今 日 は ね 、 暗 い ね ず み 色 な ん だ 。 ・ ・ ・

そ れ は ね 、 昨 日 、 う ち の お 母 さ ん が 、 私 の こ と を ね 、 ・ ・ ・ ・ 。

で も 、 絶 対 に 内 緒 に し て 誰 に も 言 わ な い で ね 。 私 と ず っ と 友 だ ち

で い て ね 。 」  

と い う Ａ 子 ち ゃ ん の 日 記 を 読 み ま し た 。 Ｂ 子 ち ゃ ん は 、 Ａ 子 ち ゃ ん

が い つ も と 違 う こ と に 、 気 が 付 き ま し た 。 Ａ 子 ち ゃ ん の 様 子 が ず っ

と 気 に か か っ て い た の で 、 「 ど う し た の だ ろ う 、 き っ と Ａ 子 ち ゃ ん

に 何 か あ っ た の か も し れ な い 。 」 と 考 え ま し た 。 Ｂ 子 ち ゃ ん は 、 自

分 の 胸 が ド キ ド キ し 、 と て も 痛 く 感 じ ま し た 。  
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「 ど う し た ら い い の だ ろ う 。 」 Ｂ 子 ち ゃ ん は 、 何 度 も 心 の 中 で 言 い

ま し た 。 そ し て 、 と う と う 「 Ａ 子 ち ゃ ん 、 ご め ん ね 。 で も 、 ず っ と  

友 だ ち だ よ 。 」 と つ ぶ や き な が ら 放 課 後 、 思 い 切 っ て 担 任 の 先 生 に

Ａ 子 ち ゃ ん の 日 記 の こ と を 話 し ま し た 。  

  

そ の 後 、 Ａ 子 ち ゃ ん は 、 登 校 し ま せ ん で し た 。 Ｂ 子 ち ゃ ん は 、 Ａ

子 ち ゃ ん の こ と が と て も 心 配 で し た 。 そ し て 、 二 人 の 交 換 日 記 は 、 
も う 二 度 と で き な い か も し れ な い と 思 っ て い ま し

た 。  
し ば ら く た っ て か ら 、 担 任 の 先 生 が 、 Ａ 子 ち ゃ

ん か ら の 二 人 の 日 記 帳 を 渡 し て く れ ま し た 。 そ こ

に は 、  

「 Ｂ 子 ち ゃ ん 、 ま た 日 記 を 一 緒 に 書 い て 、 学 校 で  

交 か ん し よ う ね 。 今 日 の 私 の 空 は 、 に じ の 色 よ 。 」  

と い う Ａ 子 ち ゃ ん の い つ も の 言 葉 が 、 書 い て あ り

ま し た 。  

 

 Ｂ 子 ち ゃ ん は 、 Ａ 子 ち ゃ ん と 一 緒 に 、 大 き な 空 の に じ を ま た 、 見

た い な あ と 思 い ま し た 。  

 

 

              （ 参 考 「 児 童 虐 待 防 止 指 導 実 践 事 例 集 」 埼 玉 県 教 育 委 員 会 ）  
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Ⅶ 事例（参考） 

 

 ここに挙げた事例は、実際に学校や保育所などで虐待が疑われる事例が見受けられ

たときに、子どもや家庭をどのように見立てて、どう対応したらよいのかを検討する

一つの材料としてまとめたものです。 

 それぞれの教育・保育の現場で、こうした事例を研修などでご活用いただき、本文

の理解を深めるきっかけにしていただければと思います。  

 

事例の使い方の例 

 ①【概要】を読む。 

家庭や子どもの状況から、どういった点が虐待に該当するのか、発見の手がかり

はどこにあるのかについて考えます。 

さらに、虐待と考えられる場合には、どのように対応したらよいのかを具体的に

考えます。 

 ②【ポイント】で確認する。 

  

 なお、事例は検討用につくられたものです。実在する事例ではありません。  
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事例１ 学校をほとんど休んでいる小５の女子の事例  

（保護の怠慢・拒否（ネグレクト））  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

《発見》 

・ 両親は、子どもの養育を適切に行っていない可能性が高く、保護の怠慢・拒否が

疑われる。 

・ 家庭訪問しても長女に会うことができていないが、そのままにするのではなく、

早期に長女の安否確認を行わなければならない。  

・ 次男の体のアザは、きょうだいげんかなのか、親の身体的虐待によるものなのか、

明らかにする必要がある。 

 

《対応》 

・ 長女の安否確認ができないのであれば、直ちに児童相談所に通告する必要がある。 

・ 三男は幼児で虐待のリスクが高いため、市や児童相談所に通告するなど、早急な

対応が必要である。 

・ 市の児童福祉担当や生活保護担当のケースワーカー、小学校などの関係者が子ど

もや家庭に関する情報を共有し、家庭に対する具体的な支援を検討することが必要

である。 

 

概  要 

父（４２歳）、母（３２歳）、 

 長女（小５）、長男（小４）、次男（小２）、三男（３歳） 

 

 父と母は、交通事故の後遺症などで通院し、生活保護を受けている。長女は、学校に

はほとんど登校していない。 

 長女の担任の教師が家庭訪問したところ、両親は不在。長女は、中にいるようだが出

てこない。家の中は、脱いだ衣服やマンガ本、食べかけの物などが散らかっていた。  

 別の日に、学校で長男に様子を聞いたところ、両親はパチンコ屋に出かけていること

が多く、長女は３歳の子どもの面倒を見ているとのこと。長男の話から、担任は、家族

全体はだらしないものの、とりあえず長女は元気でいるのではないかと考え、安心した。 

 長男と次男は、衣服も数日間同じものを着て登校してくる。友だちから、「臭い！」

と言われてけんかになることもある。また、きょうだいげんかのためなのか、次男の体

にはアザが絶えない。 

ポイント 
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事例２ 帰宅したがらない女子中学生の事例（性的虐待）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《発見》 

・ 体調が悪い、放課後になってもなかなか帰宅したがらない、家から出たがるなど

の状況は、虐待を疑うポイントの一つである。  

男性の担任に対して「特に悩んでいることはない」と子どもが話していても、帰

宅したがらない状況が続く場合には、再度、子どもの状況を確認する必要がある。

子どもに直接話を聞く場合には、担任が男性の場合、事実を話せないことがあるた

め、養護教諭やスクールカウンセラー、相談員など、同性の職員が相談できる体制

をつくることが必要である。 

《対応》 

・ 性的虐待の事例の場合は、専門的な援助が必要となるため、速やかに児童相談所

に通告する必要がある。 

・ 性的虐待の場合には、虐待者と被虐待児の生活をすぐに切り離し、子どもを安全

な環境に置くことが重要である。場合によっては、早急に子どもを一時保護する必

要がある。 

・ 性的虐待は、虐待の事実を子どもから訴えることは少ないため、日頃から子ども

のサインを見落とさないことが重要である。研修等を通して、性的虐待の事例を知

っておくことも早期発見につながる。 

              

概  要 

母（３８歳）、義父（４６歳）、長女（中３）  

      

 母子家庭であったが、母は３か月前に再婚した。最近学校での様子がおかしく、す

ぐに気分が悪いと言って、保健室に行くようになった。早退するように促しても、早

退せず、３年生は部活動がないにもかかわらず、図書室や教室にいて下校しようとし

ない。 

 男性の担任が、進路のことで悩んでいると思い、相談室で話をすると、母と義父は、

家から通える近くの高校に進学してほしいと考えているが、本人は県外の全寮制の学

校への進学を希望していることが分かった。他には悩んでいることはないという。担

任は、母が再婚したため、家に居づらくなったのかもしれないと考えたが、家庭の問

題でもあるので、進路については両親とよく相談して決めるようにアドバイスした。  

 （長女は義父から性的な虐待を受けていた。親や男性の担任には話すことができず、

一人で悩みを抱え込んでいた。）  

ポイント 
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事例３ 問題行動の多い男子中学生の事例 

(身体的虐待､保護の怠慢・拒否（ネグレクト）) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

《発見》 

・ 授業に集中できず落ち着きがない、友人とのトラブルが多いなどは、虐待を疑う

ポイントの一つである。 

・ 親が、「育てにくい子」と感じる子どもの場合、しつけがエスカレートし、結果

として虐待に至ることがあるため、注意が必要である。  

 

《対応》 

・ 家庭や学校で、子どもが問題行動をしばしば起こす場合には、子ども自身に起因

する問題があることも想定されるため、児童相談所や医療機関に早めに相談し、養

育上の問題と併せて指導を受けることが望ましい。  

  

 

 

 

 

概  要 

父（４２歳）、母（３７歳）、長男（中２）、次男（小５）、長女（小３）  

 

 学校での長男は、落ち着きがなく１時間の授業を静かに受けることができない、忘

れ物が多い、友人とのトラブルが絶えないなど、問題行動の多い生徒である。  

 家庭での様子を母に確認したところ、長男は、幼い頃から落ち着きがない、気に入

らないと何を言ってもダメ、同じ失敗を繰り返す、注意しても同じことをする、注意

力がなくよくケガをする、友だちとのトラブルが絶えないなど、母は「育てにくい子」

と感じていた、とのことであった。 

 また、両親は、近所から「しつけができていない」と言われていると思い込み、あ

せりから、ことばで話しても同じことを繰り返す長男に対して、体で覚えさせようと、

「殴る、蹴る」「食事を抜く」「夜、外に出す」等で善悪を教えようとしていたとの

ことである。 

 中学へ入学した頃から、長男は体格もよくなり、気に入らないと母に対して暴力を

振るうようになり、次男、長女も長男のことを怖がるようになってしまった。  

 長男は、中学１年生の時に、ＡＤＨＤ（注意欠陥・多動性障害）と診断されている。 

ポイント 
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事例４ 障害を持った子どもを受け入れられない母への支援の

事例         （身体的虐待、心理的虐待） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

《発見》 

・ 長女に対する暴言が続いていること、長女が母の表情をうかがい緊張が見られる

様子から心理的虐待が強く疑われる。 

・ 母が長女を叩いていることが確認されていて、顔にあざが見られる状況は、身体

的虐待が強く疑われる。 

《対応》 

・ 明らかなけがやあざがある場合は、幼稚園だけではなく関係機関と連携して対応

する必要がある。 

・ 母の言動の背景には、長女の障害を受け入れられない様子がうかがわれる。一般

の幼稚園、保育所などでは、周りは障害がない子どもが多いことから、引け目を感

じてしまう場合もある。母に対しては、養育に関する指導よりも、母の気持ちを受

け入れて人間関係を築いていくことが重要である。その上で、母が長女の障害を受

け入れられるように支援していくことが大切である。 

・ 母への対応は幼稚園だけでは困難であるため、これまで相談に関わっている保健

所などと連携して行う必要がある。 

・ 父が長女の障害や母の対応について、どのように考えているのか明確でないため、

父へのアプローチの方法について、関係機関と検討する必要がある。  

概  要 

ポイント 

父(３４歳)、母(３０歳)、長女(６歳)知的障害、自閉傾向 

 

 長女は１歳６か月健診で「言葉が遅い」ことを指摘され、軽度の知的障害、自閉

傾向があると診断された。保健所の発達相談で年に数回フォローを受けている。  

 ５歳から幼稚園に通い始めたが、母は、友だちと遊べないなどの長女の行動が気

に入らず、送り届けた後にわざわざ引き返してきて長女を殴ったり、周囲の園児・

保護者の目を気にすることなく「ばか」等の大声を出したりする日々が繰り返され

ていた。 

 送迎時の母の表情は硬く、長女は母の表情をうかがうように緊張して動かないこ

ともある。母は「長女の障害を受け入れたくない」と言う発言がある反面、長女が

遊ぶ様子をほほえましそうに見ていることもあった。しかし、長女の行動にイライ

ラすると担任の目の前で長女を大声で叱ったり、叩いたりすることも見られた。 

 長女は、時には、顔にあざができたまま登園することもあった。  
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事例５ 保育所を利用して在宅支援を始めた事例  

（保護の怠慢・拒否（ネグレクト））  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《発見》 

・ 父の就労が不安定、母の健康面に不安がある、長男は未熟児で出生している、退

院後の家庭養育環境に不安があるなど、虐待が起こる要因を複数抱えている家庭

（ハイリスク家庭）である。 

・ 保育所では、着替えなどのときに、子どもの体に傷やあざがないか、衛生状態は

どうかなどについて、注意深く確認する必要がある。  

・ 連絡なく子どもを休ませたり、休む理由があいまいであったりする場合には、注

意が必要である（子どもを見せられない状態になっている可能性がある）。  

 

《対応》 

・ ハイリスク家庭の場合には、些細と思われることでも園長など上司に報告する。 

・ ハイリスク家庭の場合には、子どもや家庭にどのような状況の変化が見られたと

きに通告するのか、あらかじめ関係機関と確認しておくとよい。  

・ この事例は、保育所の利用にうまく結びつくけることができ、在宅支援が始まっ

たが、今後は、子どもや家族に関わる関係者が定期的に事例検討会を行うなどして、

情報の共有化を図り、子どもの状況や家族の変化に適応した支援を継続していくこ

とが必要である。 

 

概  要 

父（２９歳）アルバイト、母（３３歳）主婦 、長男（０歳）未熟児で出生 

                                             

 長男が未熟児で出生した病院から保健所に、退院に向けての連絡が入る。「長男

の経過は順調であり、退院を検討しているが、母は育児練習でも、予定の半分の時

間で『もうみられない』と長男を返してくるような状態。また、妊娠中の喫煙、糖

尿病の食事療法を守れないなど自己管理ができていない。退院後の生活が心配であ

る。」との内容。 

 退院後、保健師が家庭訪問をしてみると、部屋にはタバコの吸い殻、缶ジュース

・お菓子の袋が散乱している。育児に関しては、ミルクの作り方や扱い方が手荒で

ある。育児のアドバイスをしても、改善が見られない。 

 関係者で検討を行い、保育所の利用申請を勧めたところ、両親は同意し、保育所

の利用が始まった。 

 

ポイント 
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Ⅷ 参考資料 

 

 

 ○児童相談所  

児童相談所は、０歳から１８歳未満の子どもに関する家庭や関係機関などからの

相談のうち、専門的な知識、技術を必要とするものについて、必要に応じて、子ど

もの家庭、地域状況、生活歴や発達、性格、行動などについて専門的な角度から総

合的に調査、診断、判定（総合診断）を行い、それに基づいた指導や児童福祉施設

への入所、里親への委託などを行う専門機関です。  

また、児童虐待への対応では、安全確認のための立入調査や子どもの一時保護、

家庭裁判所に親の意に反しての施設入所の承認を求める審判の申し立てなどを行

う法的な権限を持っています。  

※ 政令市のさいたま市では、独自に児童相談所を設置しています。  

 なお、平成１６年１２月の児童福祉法改正によって、児童相談所の役割は、

専門的な知識・技術を必要とする事例への対応や市町村の後方支援に重点

化されています。 

 

 ○市町村児童福祉担当課、福祉事務所（家庭児童相談室）   

児童相談に関して市町村が担う役割は、次のとおりです。 

   ① 児童・妊産婦の福祉に関し、必要な実情の把握に努める。  

   ② 児童・妊産婦の福祉に関し、必要な情報の提供を行う。 

   ③ 児童・妊産婦の福祉に関し、家庭その他からの相談に応じ、必要な調査・ 

    指導を行い、これらに付随する業務を行う。 

   ④ ③のほか、児童・妊産婦の福祉に関し、家庭その他につき、必要な支援を 

    行う。 

   ⑤ ③のうち専門的な知識・技術を必要とするものについては、児童相談所の 

    技術的援助及び助言を求める。 

   ⑥ ③を行うに当たって、医学的、心理学的、教育学的、社会学的及び精神保 

    健上の判定を必要とする場合には、児童相談所の判定を求める。 

   ⑦ 市町村は、上記のような事務を適切に行うために必要な体制の整備に努め 

    るとともに、当該事務に従事する職員の人材の確保及び資質の向上のために 

    必要な措置を講じる。 

各市町村では、児童福祉担当課（市では、福祉事務所）を中心に、母子保健や教

育分野の関係各課等と連携して、児童相談に対応していくことになります。  

また、市の福祉事務所には家庭児童相談室が設置されており、家庭において児童

が健やかに育てられるよう、専門の相談員が相談に応じ、助言や指導を行っていま

す。 

児童虐待の通告先としては、児童相談所とともに、市町村と県の福祉事務所が規

定されています。 

地域の主な関係機関の役割 
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 ○保健所  

保健所は、地域保健の広域的、専門的かつ技術的な拠点です。子どもの関係では、

養育支援が必要な家庭への家庭訪問による保健指導や、子どもの心の健康相談など

を行っています。 

児童虐待への対応では、次のような役割を担っています。  

・児童虐待が起こりやすい家庭への家庭訪問・面接などによる支援 

・精神的問題を持つ親への支援 

・予防・再発防止のための心理的ケア 

・市町村支援（困難事例に対する同行訪問、虐待予防のためのシステム構築へ

の支援） 

※ さいたま市と川越市、越谷市については、それぞれの市で独自に保健所を

設置しています。 

 

 ○市町村保健センター  

市町村保健センターは、健康相談や保健指導、健康診査などの地域保健に取り組

む第一線機関で、住民に対して直接保健サービスを提供しています。  

母子保健の分野では、両親（母親）学級や妊婦健康診査、育児相談、乳幼児健康

診査、家庭訪問などを行っています。 

また、児童虐待への対応では、次のような役割を担っています。  

・要支援家庭の発見（妊娠届、両親学級、新生児訪問、乳幼児健康診査等の場

でのアセスメント） 

・生後４か月までの乳児家庭全戸訪問事業、養育支援訪問事業などによる支援 

・地区組織を活用した子育て支援 

・児童福祉担当課との協力・連携により、虐待通告も含めた児童相談の受理  

 

 ○民生委員・児童委員、主任児童委員  

児童委員（民生委員と兼務）は、担当する地域の子どもと妊産婦の福祉に関し、

相談に応じるとともに、福祉事務所、児童相談所と連携を図り、次のような仕事を

しています。 

・担当地域の子どもに関する状況の把握  

・保護や指導を必要とする子どもの発見・通告、子どもとその家庭の調査・指導  

・里親制度のＰＲ、里親申込希望者の発見 

・子ども会など児童健全育成活動への援助 

主任児童委員は、子どもに関する事項を専門的に担当し、地域を担当する児童委

員と一体となって活動します。 

児童虐待への対応では、地域に密着した活動の中で、家庭状況の把握が可能であ

り、早期発見の役割が期待されます。また、親子を継続的に見守り、支援していく

ことや、地域ぐるみでの子育て環境づくりを進めていく役割も担っています。  

また、児童虐待の通告では、児童委員は通告の仲介、つまり住民と市町村、県福

祉事務所、児童相談所との橋渡しをする役割を担います。  
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 ○医療機関  

地域の医療機関は、児童虐待が救急医療機関や小児科医などで発見されることも

あることから、早期発見において重要な役割を果たします。  

また、出産や子どもの病気、親の病気などから、養育力の不足している家庭状況

を早期に把握することも可能であるため、地域の関係機関への情報提供が重要な意

味を持ちます。 

さらに、入院や通院などでの関わりを通じて、在宅支援でも大きな役割を果たし

ます。 

 

 ○児童福祉施設、里親等  

虐待を受けている子どもを親から引き離して保護し、養育します。児童相談所を

はじめ関係機関と連携して、子どもの心と体のケアや、親子関係の修復、親子の再

統合に向けた支援を行います。 

 

 ○埼玉県配偶者暴力相談支援センター（婦人相談センター） 

婦人相談センターは、「売春防止法」に基づき保護を必要とする女性に対し、相

談、指導、保護等の援助を行っています。また、平成１３年１０月に施行された「配

偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律」（ＤＶ防止法）に基づく「配

偶者暴力相談支援センター」として、被害者からの相談に応じ、関係機関との連携

のもと被害者の一時保護や自立支援を行っています。 

 

 ○With You さいたま相談室  

With You さいたま（埼玉県男女共同参画推進センター）では、男女がそれぞれ

自立し自分らしく生きていけるように、さまざまな悩みを共に考えていく相談を行

っています。 
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相談窓口一覧 

◎児童相談所（より専門的な児童相談） 

 

   児童相談所全国共通ダイヤル（お住まいの地域の児童相談所につながります） 

                         １８９（いちはやく） 
 

中央児童相談所 ０４８－７７５－４１５２ 

南児童相談所 ０４８－２６２－４１５２ 

川越児童相談所 ０４９－２２３－４１５２ 

所沢児童相談所 ０４－２９９２－４１５２ 

熊谷児童相談所 ０４８－５２１－４１５２ 

越谷児童相談所 ０４８－９７５－４１５２ 

越谷児童相談所草加支所 ０４８－９２０－４１５２ 

 ■月曜日～金曜日 ８：３０～１８：１５  

さいたま市児童相談所 ０４８－７１１－２４１６ 

《上記時間帯以外での緊急性のある児童虐待通報》  

休日夜間児童虐待通報ダイヤル（さいたま市以外） ０４８－７７９－１１５４ 

市児童虐待通告電話相談２４時間（さいたま市） ０４８－７１１－６８２４ 

 

 ◎福祉事務所・保健所  

東部中央福祉事務所 ０４８－７３７－２１３２ 

西部福祉事務所 ０４９－２８３－６７８０ 

北部福祉事務所 ０４９５－２２－０１０１ 

秩父福祉事務所 ０４９４－２２－６２２８ 

川口保健所 ０４８－２６２－６１１１ 

朝霞保健所 ０４８－４６１－０４６８ 

春日部保健所 ０４８－７３７－２１３３ 

草加保健所 ０４８－９２５－１５５１ 

鴻巣保健所 ０４８－５４１－０２４９ 

東松山保健所 ０４９３－２２－０２８０ 

坂戸保健所 ０４９－２８３－７８１５ 

狭山保健所 ０４－２９５４－６２１２ 

加須保健所 ０４８０－６１－１２１６ 

幸手保健所 ０４８０－４２－１１０１ 

熊谷保健所 ０４８－５２３－２８１１ 

本庄保健所 ０４９５－２２－６４８１ 

秩父保健所 ０４９４－２２－３８２４ 

■月曜日～金曜日 ８：３０～１７：１５  

 

さいたま市保健所 ０４８－８４０－２２０５ 

川越市保健所 ０４９－２２７－５１０１ 

越谷市保健所 ０４８－９７３－７５３０ 

■月曜日～金曜日 ８：３０～１７：１５  
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◎その他相談窓口 

（子育ての悩みやしつけの問題から、いじめや体罰など子どもに関する電話相談） 

子どもスマイルネット(子どもの権利擁護委員会) ０４８－８２２－７００７ 

■１０：３０～１８：００ （祝日・年末年始は除く）  

（子どものいじめ、不登校、学校生活、性格などについての電話相談） 

よい子の電話教育相談 

【小・中・高校生（原則として18歳まで）】に関する相談 

（県立総合教育センター） 

０４８－５５６－０８７４（保護者用） 

０１２０－８６－３１９２（子ども用） 

＃７３００（子ども用） 

■２４時間・３６５日、無休で受付 

 

（子どもの非行、悩みごと、いじめについての相談） 

少年相談 

・埼玉県警察少年サポートセンター 

月～土 8:30～17:15（祝日は除く） 

０４８－８６５－４１５２（保護者） 

０４８－８６１－１１５２（少 年） 

 

・少年サポートセンター西分室 川越相談室 

月～金 9:00～16:00（祝日は除く） 

      ０４９－２３９－６５９８    

・少年サポートセンター北分室 熊谷相談室 

月～金 9:00～16:00（祝日は除く） 

    ０４８－５２４－４０１６    

  

・少年サポートセンター東分室  

  月～金 9:00～16:00（祝日は除く） 

      ０４８－７１８－４１５２   

 

（NPO が実施する電話相談） 

ＮＰＯ法人 埼玉子どもを虐待から守る会 ０４８－８３５－２６９９ 

■月曜日～金曜日 １０：００～１６：００ 

（子どもの人権に関する相談） 

子どもの人権１１０番 

(さいたま地方法務局･埼玉県人権擁護委員連合会) 

０１２０－００７－１１０ 

０４８－８５９－３５１５ 

■８：３０～１７：１５ （土曜日・日曜日・祝日・年末年始は除く）  

（生き方、家族、夫婦、人間関係などの相談） 

埼玉県男女共同参画推進センター (With You さいたま) ０４８－６００－３８００ 

■月曜日～土曜日 １０：００～２０：３０（日曜、祝日、年末年始及び毎月第３木曜日は除く）  

（ドメスティック･バイオレンス、夫婦間の問題など、女性が抱える悩みの相談） 

埼玉県配偶者暴力相談支援センター 

（婦人相談センター）ＤＶ相談担当 

０４８－８６３－６０６０ 

■月曜日～土曜日 ９：３０～２０：３０    

■日曜日・祝日  ９：３０～１７：００（年末年始は除く）  

（地域の子どもの養護、育成など児童福祉に関する相談）   

愛泉こども家庭センター        （加須市） ０４８０－６２－２４３３ 

こども家庭支援センター「シャローム」（日高市） ０４２－９８９－１５３５ 

こどもの心のケアハウス 嵐山学園   （嵐山町） ０４９３－５３－６６１１ 
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児童福祉法（抜粋）  [昭和 22 年 12 月 12 日 法律第 164 号] [最終改正]平成２９年法律第７１号        

               

第１０条 市町村は、この法律の施行に関し、次に掲げる業務を行わなければならない。 

 一 児童及び妊産婦の福祉に関し、必要な実情の把握に努めること。 

 二 児童及び妊産婦の福祉に関し、必要な情報の提供を行うこと。 

 三 児童及び妊産婦の福祉に関し、家庭その他からの相談に応じ、必要な調査及び指導を行うこと

並びにこれらに付随する業務を行うこと。 

 四 前三号に掲げるもののほか、児童及び妊産婦の福祉に関し、家庭その他につき、必要な支援を

行うこと。 

② 市町村長は、前項第３号に掲げる業務のうち専門的な知識及び技術を必要とするものについては、

児童相談所の技術的援助及び助言を求めなければならない。 

③ 市町村長は、第１項第３号に掲げる業務を行うに当たつて、医学的、心理学的、教育学的、社会

学的及び精神保健上の判定を必要とする場合には、児童相談所の判定を求めなければならない。 

④ 市町村は、この法律による事務を適切に行うために必要な体制の整備に努めるとともに、当該事

務に従事する職員の人材の確保及び資質の向上のために必要な措置を講じなければならない。 

 

第１０条の２ 市町村は、前条第１項各号に掲げる業務を行うに当たり、児童及び妊産婦の福祉に関 

 し、実情の把握、情報の提供、相談、調査、指導、関係機関との連絡調整その他の必要な支援を行 

 うための拠点の整備に努めなければならない。 

 

第１１条 都道府県は、この法律の施行に関し、次に掲げる業務を行わなければならない。 

 一 第１０条第１項各号に掲げる市町村の業務の実施に関し、市町村相互間の連絡調整、市町村に

対する情報の提供、市町村職員の研修その他必要な援助を行うこと及びこれらに付随する業務を

行うこと。 

 二 児童及び妊産婦の福祉に関し、主として次に掲げる業務を行うこと。 

  イ 各市町村の区域を超えた広域的な見地から、実情の把握に努めること。 

  ロ 児童に関する家庭その他からの相談のうち、専門的な知識及び技術を必要とするものに応ず

ること。 

  ハ 児童及びその家庭につき、必要な調査並びに医学的、心理学的、教育学的、社会学的及び精

神保健上の判定を行うこと。 

  ニ 児童及びその保護者につき、ハの調査又は判定に基づいて心理又は児童の健康及び心身の発 

   達に関する専門的な知識及び技術を必要とする指導その他必要な指導を行うこと。 

  ホ 児童の一時保護を行うこと。 

ヘ 里親に関する次に掲げる業務を行うこと。 

（１）里親に関する普及啓発を行うこと。 

（２）里親につき、その相談に応じ、必要な情報の提供、助言、研修その他の援助を行うこと。 

（３）里親と第２７条第１項第３号の規定により入所の措置が採られて乳児院、児童養護施設、 

  児童心理治療施設又は児童自立支援施設に入所している児童及び里親相互の交流の場を提供 

  すること。 
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（４）第２７条第１項第３号の規定による里親への委託に資するよう、里親の選定及び里親と児 

  童との間の調整を行うこと。 

（５）第２７条第１項第３号の規定により里親に委託しようとする児童及びその保護者並びに里 

  親の意見を聴いて、当該児童の養育の内容その他の厚生労働省令で定める事項について当該 

  児童の養育に関する計画を作成すること。 

ト 養子縁組により養子となる児童、その父母及び当該養子となる児童の養親となる者、養子縁 

 組により養子となつた児童、その養親となつた者及び当該養子となつた児童の父母（民法（明 

 治２９年法律第８９号）第８１７条の２第１項に規定する特別養子縁組により親族関係が終了 

 した当該養子となつた児童の実方の父母を含む。）その他の児童を養子とする養子縁組に関す 

 る者につき、その相談に応じ、必要な情報の提供、助言その他の援助を行うこと。 

 三 前２号に掲げるもののほか、児童及び妊産婦の福祉に関し、広域的な対応が必要な業務並びに 

  家庭その他につき専門的な知識及び技術を必要とする支援を行うこと。 

② 都道府県知事は、市町村の第１０条第１項各号に掲げる業務の適切な実施を確保するため必要が

あると認めるときは、市町村に対し、必要な助言を行うことができる。 

③ 都道府県知事は、第１項又は前項の規定による都道府県の事務の全部又は一部を、その管理に属

する行政庁に委任することができる。 

④ 都道府県知事は、第１項第２号ヘに掲げる業務（次項において「里親支援事業」という。）に係

る事務の全部又は一部を厚生労働省令で定める者に委託することができる。 

⑤ 前項の規定により行われる里親支援事業に係る事務に従事する者又は従事していた者は、その事

務に関して知り得た秘密を漏らしてはならない。 

 

第１２条 都道府県は、児童相談所を設置しなければならない。 

② 児童相談所は、児童の福祉に関し、主として前条第１項第１号に掲げる業務（市町村職員の研修

を除く。）並びに同項第２号（イを除く。）及び第３号に掲げる業務並びに障害者の日常生活及び

社会生活を総合的に支援するための法律第２２条第２項及び第３項並びに第２６条第１項に規定す

る業務を行うものとする。 

③④（略） 

 

第２５条 要保護児童を発見した者は、これを市町村、都道府県の設置する福祉事務所若しくは児童

相談所又は児童委員を介して市町村、都道府県の設置する福祉事務所若しくは児童相談所に通告し

なければならない。ただし、罪を犯した満１４歳以上の児童については、この限りでない。この場

合においては、これを家庭裁判所に通告しなければならない。 

② 刑法の秘密漏示罪の規定その他の守秘義務に関する法律の規定は、前項の規定による通告をする

ことを妨げるものと解釈してはならない。 

 

第２５条の２ 地方公共団体は、単独で又は共同して、要保護児童（第３１条第４項に規定する延長

者及び第３３条第８項に規定する保護延長者（次項において「延長者等」という。）を含む。次項

において同じ。）の適切な保護又は要支援児童若しくは特定妊婦への適切な支援を図るため、関係

機関、関係団体及び児童の福祉に関連する職務に従事する者その他の関係者（以下「関係機関等」

という。）により構成される要保護児童対策地域協議会（以下「協議会」という。）を置くように
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努めなければならない。 

② 協議会は、要保護児童若しくは要支援児童及びその保護者（延長者等の親権を行う者、未成年後

見人その他の者で、延長者等を現に監護する者を含む。）又は特定妊婦（以下この項及び第五項に

おいて「支援対象児童等」という。）に関する情報その他要保護児童の適切な保護又は要支援児童

若しくは特定妊婦への適切な支援を図るために必要な情報の交換を行うとともに、支援対象児童等

に対する支援の内容に関する協議を行うものとする。 

③ 地方公共団体の長は、協議会を設置したときは、厚生労働省令で定めるところにより、その旨を

公示しなければならない。 

④ 協議会を設置した地方公共団体の長は、協議会を構成する関係機関等のうちから、一に限り要保

護児童対策調整機関を指定する。 

⑤ 要保護児童対策調整機関は、協議会に関する事務を総括するとともに、支援対象児童等に対する

支援が適切に実施されるよう、厚生労働省令で定めるところにより、支援対象児童等に対する支援

の実施状況を的確に把握し、必要に応じて、児童相談所、養育支援訪問事業を行う者、母子保健法

第２２条第１項に規定する母子健康包括支援センターその他の関係機関等との連絡調整を行うもの

とする。 

⑥ 市町村の設置した協議会（市町村が地方公共団体（市町村を除く。）と共同して設置したものを

含む。）に係る要保護児童対策調整機関は、厚生労働省令で定めるところにより、専門的な知識及

び技術に基づき前項の業務に係る事務を適切に行うことができる者として厚生労働省令で定めるも

の（次項及び第８項において「調整担当者」という。）を置くものとする。 

⑦ 地方公共団体（市町村を除く。）の設置した協議会（当該地方公共団体が市町村と共同して設置

したものを除く。）に係る要保護児童対策調整機関は、厚生労働省令で定めるところにより、調整

担当者を置くように努めなければならない。 

⑧ 要保護児童対策調整機関に置かれた調整担当者は、厚生労働大臣が定める基準に適合する研修を

受けなければならない。 

 

第２５条の３ 協議会は、前条第２項に規定する情報の交換及び協議を行うため必要があると認める

ときは、関係機関等に対し、資料又は情報の提供、意見の開陳その他必要な協力を求めることがで

きる。 

 

第２５条の５ 次の各号に掲げる協議会を構成する関係機関等の区分に従い、当該各号に定める者は、

正当な理由がなく、協議会の職務に関して知り得た秘密を漏らしてはならない。 

 一 国又は地方公共団体の機関 当該機関の職員又は職員であつた者 

 二 法人 当該法人の役員若しくは職員又はこれらの職にあつた者 

 三 前２号に掲げる者以外の者 協議会を構成する者又はその職にあつた者 

 

第２５条の６ 市町村、都道府県の設置する福祉事務所又は児童相談所は、第２５条第１項の規定に

よる通告を受けた場合において必要があると認めるときは、速やかに、当該児童の状況の把握を行

うものとする。 

 

第２５条の７ 市町村（次項に規定する町村を除く。）は、要保護児童若しくは要支援児童及びその
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保護者又は特定妊婦（次項において「要保護児童等」という。）に対する支援の実施状況を的確に

把握するものとし、第２５条第１項の規定による通告を受けた児童及び相談に応じた児童又はその

保護者（以下「通告児童等」という。）について、必要があると認めたときは、次の各号のいずれ

かの措置を採らなければならない。 

 一 第２７条の措置を要すると認める者並びに医学的、心理学的、教育学的、社会学的及び精神保

健上の判定を要すると認める者は、これを児童相談所に送致すること。 

 二 通告児童等を当該市町村の設置する福祉事務所の知的障害者福祉法（昭和３５年法律第３７号）

第９条第６項に規定する知的障害者福祉司（以下「知的障害者福祉司」という。）又は社会福祉

主事に指導させること。 

三 児童自立生活援助の実施が適当であると認める児童は、これをその実施に係る都道府県知事に

報告すること。 

四 児童虐待の防止等に関する法律第８条の２第１項の規定による出頭の求め及び調査若しくは質

問、第２９条若しくは同法第９条第１項の規定による立入り及び調査若しくは質問又は第３３条

第１項若しくは第２項の規定による一時保護の実施が適当であると認める者は、これを都道府県

知事又は児童相談所長に通知すること。 

② 福祉事務所を設置していない町村は、要保護児童等に対する支援の実施状況を的確に把握するも

のとし、通告児童等又は妊産婦について、必要があると認めたときは、次の各号のいずれかの措置

を採らなければならない。 

 一 第２７条の措置を要すると認める者並びに医学的、心理学的、教育学的、社会学的及び精神保

健上の判定を要すると認める者は、これを児童相談所に送致すること。 

 二 次条第２号の措置が適当であると認める者は、これを当該町村の属する都道府県の設置する福

祉事務所に送致すること。 

 三 助産の実施又は母子保護の実施が適当であると認める者は、これをそれぞれその実施に係る都

道府県知事に報告すること。 

四 児童自立生活援助の実施が適当であると認める児童は、これをその実施に係る都道府県知事に

報告すること。 

五 児童虐待の防止等に関する法律第８条の２第１項の規定による出頭の求め及び調査若しくは

質問、第２９条若しくは同法第９条第１項の規定による立入り及び調査若しくは質問又は第３３

条第１項若しくは第２項の規定による一時保護の実施が適当であると認める者は、これを都道府

県知事又は児童相談所長に通知すること。 

 

第２６条 児童相談所長は、第２５条第１項の規定による通告を受けた児童、第２５条の７第１項第

１号若しくは第２項第１号、前条第１号又は少年法（昭和２３年法律第１６８号）第６条の６第１

項若しくは第１８条第１項の規定による送致を受けた児童及び相談に応じた児童、その保護者又は

妊産婦について、必要があると認めたときは、次の各号のいずれかの措置を採らなければならない。 

 一 次条の措置を要すると認める者は、これを都道府県知事に報告すること。 

 二 児童又はその保護者を児童相談所その他の関係機関若しくは関係団体の事業所若しくは事務所

に通わせ当該事業所若しくは事務所において、又は当該児童若しくはその保護者の住所若しくは

居所において、児童福祉司若しくは児童委員に指導させ、又は市町村、都道府県以外の者の設置

する児童家庭支援センター、都道府県以外の障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援する
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ための法律第５条第１６項に規定する一般相談支援事業若しくは特定相談支援事業（次条第１項

第２号及び第３４条の７において「障害者等相談支援事業」という。）を行う者その他当該指導

を適切に行うことができる者として厚生労働省令で定めるものに委託して指導させること。 

 三 児童及び妊産婦の福祉に関し、情報を提供すること、相談（専門的な知識及び技術を必要とす

るものを除く。）に応ずること、調査及び指導（医学的、心理学的、教育学的、社会学的及び精

神保健上の判定を必要とする場合を除く。）を行うことその他の支援（専門的な知識及び技術を

必要とするものを除く。）を行うことを要すると認める者（次条の措置を要すると認める者を除

く。）は、これを市町村に送致すること。 

 四 第２５条の７第１項第２号又は前条第２号の措置が適当であると認める者は、これを福祉事務

所に送致すること。 

 五 保育の利用等が適当であると認める者は、これをそれぞれその保育の利用等に係る都道府県又

は市町村の長に報告し、又は通知すること。 

六 児童自立生活援助の実施が適当であると認める児童は、これをその実施に係る都道府県知事に

報告すること。 

七 第２１条の６の規定による措置が適当であると認める者は、これをその措置に係る市町村の長

に報告し、又は通知すること。 

八 放課後児童健全育成事業、子育て短期支援事業、養育支援訪問事業、地域子育て支援拠点事業、

子育て援助活動支援事業、子ども・子育て支援法第５９条第１号に掲げる事業その他市町村が実

施する児童の健全な育成に資する事業の実施が適当であると認める者は、これをその事業の実施

に係る市町村の長に通知すること。 

②（略） 

 

第２７条 都道府県は、前条第１項第１号の規定による報告又は少年法第１８条第２項の規定による

送致のあつた児童につき、次の各号のいずれかの措置を採らなければならない。 

 一 児童又はその保護者に訓戒を加え、又は誓約書を提出させること。 

 二 児童又はその保護者を児童相談所その他の関係機関若しくは関係団体の事業所若しくは事務所

に通わせ当該事業所若しくは事務所において、又は当該児童若しくはその保護者の住所若しくは

居所において、児童福祉司、知的障害者福祉司、社会福祉主事、児童委員若しくは当該都道府県

の設置する児童家庭支援センター若しくは当該都道府県が行う障害者等相談支援事業に係る職員

に指導させ、又は市町村、当該都道府県以外の者の設置する児童家庭支援センター、当該都道府

県以外の障害者等相談支援事業を行う者若しくは前条第１項第２号に規定する厚生労働省令で定

める者に委託して指導させること。 

 三 児童を小規模住居型児童養育事業を行う者若しくは里親に委託し、又は乳児院、児童養護施設、

障害児入所施設、児童心理治療施設若しくは児童自立支援施設に入所させること。 

 四 家庭裁判所の審判に付することが適当であると認める児童は、これを家庭裁判所に送致すること。 

② 都道府県は、肢体不自由のある児童又は重症心身障害児については、前項第三号の措置に代えて、

指定発達支援医療機関に対し、これらの児童を入院させて障害児入所施設（第４２条第２号に規定

する医療型障害児入所施設に限る。）におけると同様な治療等を行うことを委託することができる。 

③ 都道府県知事は、少年法第１８条第２項の規定による送致のあつた児童につき、第１項の措置を

採るにあたつては、家庭裁判所の決定による指示に従わなければならない。 
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④ 第１項第３号又は第２項の措置は、児童に親権を行う者（第４７条第１項の規定により親権を行

う児童福祉施設の長を除く。以下同じ。）又は未成年後見人があるときは、前項の場合を除いては、

その親権を行う者又は未成年後見人の意に反して、これを採ることができない。 

⑤ 都道府県知事は、第１項第２号若しくは第３号若しくは第２項の措置を解除し、停止し、又は他

の措置に変更する場合には、児童相談所長の意見を聴かなければならない。 

⑥ 都道府県知事は、政令の定めるところにより、第１項第１号から第３号までの措置（第３項の規

定により採るもの及び第２８条第１項第１号又は第２号ただし書の規定により採るものを除く。）

若しくは第２項の措置を採る場合又は第１項第２号若しくは第３号若しくは第２項の措置を解除し、

停止し、若しくは他の措置に変更する場合には、都道府県児童福祉審議会の意見を聴かなければな

らない。 
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児童虐待の防止等に関する法律  [平成12年5月24日 法律第82号]                

                 [施行]平成12年11月20日 [最終改正] 平成29年法律第69号 
 
   （関係通知） 
     H12.11.20通知 : 「児童虐待の防止等に関する法律」の施行について 
                平成12年11月20日 児発第875号 厚生省児童家庭局長通知 
 
     H16. 8.13通知①: 「児童虐待の防止等に関する法律の一部を改正する法律」の施行について 
                 平成16年8月13日 雇児発第0813002号 厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通知 
 
     H16. 8.13通知②: 特別の支援を要する家庭の児童の保育所入所における取扱い等について 
                 平成16年8月13日 雇児発第0813003号 厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通知 
 

H20. 3.14通知  : 「児童虐待の防止等に関する法律及び児童福祉法の一部を改正する法律」の施行に

ついて  

平成20年3月14日 雇児発第0314001号 厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通知 

 

 （目的） 

第１条 この法律は、児童虐待が児童の人権を著しく侵害し、その心身の成長及び人格の形成に重大

な影響を与えるとともに、我が国における将来の世代の育成にも懸念を及ぼすことにかんがみ、児

童に対する虐待の禁止、児童虐待の予防及び早期発見その他の児童虐待の防止に関する国及び地方

公共団体の責務、児童虐待を受けた児童の保護及び自立の支援のための措置等を定めることにより、

児童虐待の防止等に関する施策を促進し、もって児童の権利利益の擁護に資することを目的とする。 
 
   [H12.11.20通知] 1  法の目的（第1条関係） 

 児童虐待は、家庭内におけるしつけとは明確に異なり、親権や親の懲戒権によって正当化されるもの

ではなく、児童の心身の成長及び人格の形成に重大な影響を与えるとともに、次の世代に引き継がれる

おそれもあり、早期に発見し対応することが喫緊の課題となっているところである。 

児童虐待の防止等に関する法律は、こうした状況を踏まえ、本問題の解決の緊急性にかんがみ、児童

虐待の防止等に関する施策を促進するため、児童に対する虐待の禁止、児童虐待の防止に関する国及び

地方公共団体の責務、児童虐待を受けた児童の保護のための措置等を定めるものであること。 
 
   [H16. 8.13通知①] 1 目的（法第1条関係） 
    法の目的規定について、 

① 児童虐待が児童の人権を著しく侵害するものであり、我が国における将来の世代の育成にも懸念を

及ぼすこと、 

② 児童虐待の予防及び早期発見その他の児童虐待の防止に関する国及び地方公共団体の責務を定め

ること、 

③ 児童虐待を受けた児童の保護及び自立の支援のための措置を定めること、 
    が明確にされた。 
 

[H20. 3.14通知] 1 目的（第1条関係） 

    この法律の目的として、「児童の権利利益の擁護に資すること」を明記するものとされた。 
 

 （児童虐待の定義） 

第２条 この法律において、「児童虐待」とは、保護者（親権を行う者、未成年後見人その他の者で、

児童を現に監護するものをいう。以下同じ。）がその監護する児童（１８歳に満たない者をいう。

以下同じ。）について行う次に掲げる行為をいう。 
 

 一 児童の身体に外傷が生じ、又は生じるおそれのある暴行を加えること。 
 

 二 児童にわいせつな行為をすること又は児童をしてわいせつな行為をさせること。 
 

 三 児童の心身の正常な発達を妨げるような著しい減食又は長時間の放置、保護者以外の同居人に

よる前２号又は次号に掲げる行為と同様の行為の放置その他の保護者としての監護を著しく怠る

こと。 
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四 児童に対する著しい暴言又は著しく拒絶的な対応、児童が同居する家庭における配偶者に対す

る暴力（配偶者（婚姻の届出をしていないが、事実上婚姻関係と同様の事情にある者を含む。）

の身体に対する不法な攻撃であって生命又は身体に危害を及ぼすもの及びこれに準ずる心身に有

害な影響を及ぼす言動をいう。第１６条において同じ。）その他の児童に著しい心理的外傷を与

える言動を行うこと。 
 
   [H12.11.20通知] 2 児童虐待の定義（第2条関係） 

(1) 第2条における「保護者」とは、児童福祉法と同様に親権を行う者、未成年後見人その他の者で、

児童を現実に監督、保護している場合の者であり、親権者や後見人であっても、児童の養育を他人

に委ねている場合は保護者ではないこと。他方、親権者や後見人でなくても、例えば、児童の母親

と内縁関係にある者も、児童を現実に監督、保護している場合には保護者に該当するものであるこ

と。 

(2) 「現に監護する」とは、必ずしも、児童と同居して監督、保護しなくともよいが、少なくとも当該

児童の所在、動静を知り、客観的にその監護の状態が継続していると認められ、また、保護者たる

べき者が監護を行う意思があると推定されるものでなければならないこと。また、児童が入所して

いる児童福祉施設の施設長は、児童を現に監護している者であり、「保護者」に該当するものであ

ること。 
 
   [H16. 8.13通知①] 2 児童虐待の定義（法第2条関係） 
    児童虐待の定義について、 

① 保護者以外の同居人による児童に対する身体的虐待、性的虐待及び心理的虐待を保護者が放置する

ことも、保護者としての監護を著しく怠る行為（いわゆるネグレクト）として児童虐待に含まれるこ

と、 

② 児童の目前で配偶者に対する暴力が行われること等、直接児童に対して向けられた行為ではなくて

も、 児童に著しい心理的外傷を与えるものであれば児童虐待に含まれること、 
    が明確にされた。 
 

 （児童に対する虐待の禁止） 

第３条 何人も、児童に対し、虐待をしてはならない。 
 
   [H12.11.20通知] 3 児童虐待の禁止（第3条関係） 

 第3条は、何人も、本来保護すべき児童を虐待してはならないことを規定するものであること。本条に

いう「虐待」とは、第2条で定義されている保護者による児童虐待のみならず、幅広く児童の福祉を害

する行為や不作為を含むものであること。 
 

 （国及び地方公共団体の責務等） 

第４条 国及び地方公共団体は、児童虐待の予防及び早期発見、迅速かつ適切な児童虐待を受けた児

童の保護及び自立の支援（児童虐待を受けた後１８歳となった者に対する自立の支援を含む。第３

項及び次条第２項において同じ。）並びに児童虐待を行った保護者に対する親子の再統合の促進へ

の配慮その他の児童虐待を受けた児童が家庭（家庭における養育環境と同様の養育環境及び良好な

家庭的環境を含む。）で生活するために必要な配慮をした適切な指導及び支援を行うため、関係省

庁相互間その他関係機関及び民間団体の間の連携の強化、民間団体の支援、医療の提供体制の整備

その他児童虐待の防止等のために必要な体制の整備に努めなければならない。 
 

２ 国及び地方公共団体は、児童相談所等関係機関の職員及び学校の教職員、児童福祉施設の職員、

医師、保健師、弁護士その他児童の福祉に職務上関係のある者が児童虐待を早期に発見し、その他

児童虐待の防止に寄与することができるよう、研修等必要な措置を講ずるものとする。 
 

３ 国及び地方公共団体は、児童虐待を受けた児童の保護及び自立の支援を専門的知識に基づき適切

に行うことができるよう、児童相談所等関係機関の職員、学校の教職員、児童福祉施設の職員その

他児童虐待を受けた児童の保護及び自立の支援の職務に携わる者の人材の確保及び資質の向上を

図るため、研修等必要な措置を講ずるものとする。 
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４ 国及び地方公共団体は、児童虐待の防止に資するため、児童の人権、児童虐待が児童に及ぼす影

響、児童虐待に係る通告義務等について必要な広報その他の啓発活動に努めなければならない。 
 

５ 国及び地方公共団体は、児童虐待を受けた児童がその心身に著しく重大な被害を受けた事例の分

析を行うとともに、児童虐待の予防及び早期発見のための方策、児童虐待を受けた児童のケア並び

に児童虐待を行った保護者の指導及び支援のあり方、学校の教職員及び児童福祉施設の職員が児童

虐待の防止に果たすべき役割その他児童虐待の防止等のために必要な事項についての調査研究及び

検証を行うものとする。 
 

６ 児童の親権を行う者は、児童を心身ともに健やかに育成することについて第一義的責任を有する

ものであって、親権を行うに当たっては、できる限り児童の利益を尊重するよう努めなければなら

ない。 
 

７ 何人も、児童の健全な成長のために、家庭（家庭における養育環境と同様の養育環境及び良好な

家庭的環境を含む。）及び近隣社会の連帯が求められていることに留意しなければならない。 
 
   [H16. 8.13通知①] 3 国及び地方公共団体の責務等（法第4条関係） 
   (1) 児童虐待の防止等のために必要な体制の整備（第1項関係） 

① 国及び地方公共団体は、児童虐待の予防及び早期発見、迅速かつ適切な児童虐待を受けた児童の

保護及び自立の支援（児童虐待を受けた後18歳となった者に対する支援を含む。）並びに児童虐待

を行った保護者に対する親子の再統合の促進への配慮その他の児童虐待を受けた児童が良好な家

庭的環境で生活するために必要な配慮をした適切な指導及び支援を行うため、関係省庁相互間その

他関係機関及び民間団体の間の連携の強化、民間団体の支援その他児童虐待の防止等のために必要

な体制の整備に努めなければならないこととされた。 

② ここで児童虐待を行った保護者に対する「親子の再統合の促進への配慮」その他の児童虐待を受

けた児童が「良好な家庭的環境で生活するために必要な配慮」をした適切な指導及び支援が規定さ

れた趣旨は次のとおりである。 

児童がその保護者から虐待を受けた場合、必要に応じて児童を保護者から一時的に引き離すこと

があるが、そうした場合であっても当該児童及び保護者が親子であることには何ら変わりはなく、

保護者が 虐待の事実と真摯に向き合い、再び児童とともに生活できるようになる（「親子の再統

合」）のであれば、それは児童の福祉にとって最も望ましい。しかしながら、深刻な虐待事例の中

には、児童が再び保護者と生活をともにすることが、児童の福祉にとって必ずしも望ましいとは考

えられない事例もある。このような場合まで親子の再統合を促進するものではない。 

他方、こうした児童や保護者に対する指導や支援について「良好な家庭的環境で生活するために

必要な配慮」が規定されたのは、親子の再統合を目指す事例に限らず、これを行うことができず家

庭に戻れなかった事例も含めて、児童に必要なものは「良好な家庭的環境」であるとの考え方から

その環境整備に配慮することが想定されているものである。 

③ 「関係省庁相互間その他関係機関及び民間団体の間の連携の強化」については、「関係省庁」の

例としては厚生労働省、文部科学省、警察庁、法務省などが、「関係機関」の例としては、児童相

談所、市町村、市町村保健センター、福祉事務所、保健所、主任児童委員を始めとする児童委員、

児童福祉施設、里親、家庭裁判所、幼稚園、小学校等の学校・教育委員会、警察、医療機関、人権

擁護機関、精神保健福祉センター、教育相談センター、社会教育施設などが想定されるがむろんこ

れらに限られるものではない。虐待防止の取組はより多くの担い手が必要であることから個人情報

の保護に十分配慮しつつも、社会福祉法人、ＮＰＯ等、幅広い民間団体との連携にも配慮すること

が想定されている。 

また、こうした関係機関による連携には、児童の転居時における自治体相互間の連携も含まれ、

児童相談所相互間の連携も求められている。 

なお、以上のような児童虐待の防止等のためには関係機関の連携による横断的な施策の推進が不

可欠との考えから、現在の「努めるものとする」との規定が「努めなければならない」に改められ

た。 
 
   (2) 研修等の必要な措置（第2項及び第3項関係） 

第2項として、国及び地方公共団体は、児童相談所等関係機関の職員及び学校の教職員、児童福祉

施設の職員、医師、保健師、弁護士その他児童の福祉に職務上関係のある者が児童虐待を早期に発

見し、児童虐待の防止に寄与することができるよう、研修等必要な措置を講ずるものとされた。 

また、現行第2項を改めて第3項とし、国及び地方公共団体は、児童虐待を受けた児童の保護及び

自立の支援を専門的な知識に基づき適切に行うことができるよう、児童相談所等関係機関の職員に

加え、学校の教職員、児童福祉施設の職員その他児童の保護及び自立の支援の職務に携わる者の人
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材確保と資質向上を図るため、研修等の必要な措置を講ずるものとされた。 

なお、第2項及び第3項における「児童相談所等関係機関」とは、第1項における関係機関のうち、

特に実際に児童の保護に当たる機関を指し、具体的には、児童相談所（一時保護所）に加えて、福

祉事務所、保健所、警察等が想定される。 

また、第2項における「児童の福祉に職務上関係のある者」とは、法に直接規定されている学校の

教職員、児童福祉施設の職員、医師、保健師、弁護士のほか、児童委員、人権擁護委員、精神保健

福祉相談員、母子自立支援員、婦人相談員などであって職務上児童の福祉に関係のある者が想定さ

れる。 
 
   (3) 広報その他の啓発活動（第4項関係） 
       国及び地方公共団体は、児童虐待の防止に資するため、児童の人権についても必要な広報その他

の啓発活動に努めなければならないことが規定された。 
 
   (4) 調査研究及び検証（第5項関係） 

我が国が児童虐待防止対策に本格的に取り組んでまだ日も浅く、また諸外国にあっても様々な試

行錯誤が試みられている状況を踏まえ、国及び地方公共団体は、児童虐待の予防及び早期発見のた

めの方策、児童虐待を受けた児童のケア並びに児童虐待を行った保護者の指導及び支援のあり方、

学校の教職員及び児童福祉施設の職員が児童虐待の防止に果たすべき役割その他児童虐待の防止等

のために必要な事項についての調査研究及び検証を行うものとされた。 

厚生労働省においては厚生労働科学研究や本年2月27日に公表した「児童虐待死亡事例の検証と今

後の虐待防止対策について」などに取り組んでいるところであり、地方公共団体にあっても地域の

事情を踏まえた様々な調査研究や検証の実施が想定されている。 
 
  [H20. 3.14通知] ２ 国及び地方公共団体の責務等（第４条関係） 

(1) 国及び地方公共団体の責務に、児童虐待を受けた児童等に対する「医療の提供体制の整備」を加え

るものとされた。 

(2) 国及び地方公共団体の責務に、「児童虐待を受けた児童がその心身に著しく重大な被害を受けた

事例の分析」を加えるものとされた。 

(3)  児童の親権を行う者は、児童を心身ともに健やかに育成することについて第一義的責任を有する

ものであって、親権を行うに当たっては、できる限り児童の利益を尊重するよう努めなければなら

ないものとされた。 
 

 （児童虐待の早期発見等） 

第５条 学校、児童福祉施設、病院その他児童の福祉に業務上関係のある団体及び学校の教職員、児

童福祉施設の職員、医師、保健師、弁護士その他児童の福祉に職務上関係のある者は、児童虐待を

発見しやすい立場にあることを自覚し、児童虐待の早期発見に努めなければならない。 
 

２ 前項に規定する者は、児童虐待の予防その他の児童虐待の防止並びに児童虐待を受けた児童の保

護及び自立の支援に関する国及び地方公共団体の施策に協力するよう努めなければならない。 
 

３ 学校及び児童福祉施設は、児童及び保護者に対して、児童虐待の防止のための教育又は啓発に努

めなければならない。 
 
   [H16. 8.13通知①] 4 児童虐待の早期発見等（法第5条関係） 

(1) 現行法においては、児童虐待の早期発見に関する努力義務が学校の教職員、児童福祉施設の職員

といった個人にのみ課されているため、児童虐待の通告を行う者がその所属する団体の支援を得ら

れない場合があるとの指摘を踏まえ、こうした児童の福祉に職務上関係のある者だけでなく、学校、

児童福祉施設、病院等の児童の福祉に業務上関係のある団体も児童虐待の早期発見に責任を負うこ

とが明確にされた。 
 

(2) こうした児童の福祉に職務上関係のある団体及び個人については、児童虐待の早期発見に努める

だけでなく、児童虐待の予防その他の児童虐待の防止並びに児童虐待を受けた児童の保護及び自立

の支援に関する国及び地方公共団体の施策に協力するよう努めなければならないこととされた。 
 
   (3) また、幼稚園、小学校等の学校及び保育所等の児童福祉施設は、児童や保護者に接する機会が多

いことを踏まえ、児童及び保護者に対して、児童虐待の防止のための教育又は啓発に努めなければ

ならないこととされた。 
 

 （児童虐待に係る通告） 

第６条 児童虐待を受けたと思われる児童を発見した者は、速やかに、これを市町村、都道府県の設
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置する福祉事務所若しくは児童相談所又は児童委員を介して市町村、都道府県の設置する福祉事務

所若しくは児童相談所に通告しなければならない。 
 

２ 前項の規定による通告は、児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）第２５条第１項の規定によ

る通告とみなして、同法の規定を適用する。 
 

３ 刑法（明治４０年法律第４５号）の秘密漏示罪の規定その他の守秘義務に関する法律の規定は、

第１項の規定による通告をする義務の遵守を妨げるものと解釈してはならない。 
 
   [H16. 8.13通知①] 5 児童虐待に係る通告（法第6条関係） 

 児童虐待の早期発見を図るためには、広く通告が行われることが望ましい。しかし、現行の通告の対

象は「児童虐待を受けた児童」とされており、基本的には、児童が虐待を受けているところを通告者が

目の前で見た、あるいは児童の体に虐待によるあざや傷があるのを見たといった児童虐待が行われてい

ることが明白な場合が想定されていた。 

このため通告の対象が「児童虐待を受けた児童」から「児童虐待を受けたと思われる児童」に拡大さ

れた。これにより虐待の事実が必ずしも明らかでなくても、一般の人の目から見れば主観的に児童虐待

があったと思うであろうという場合であれば、通告義務が生じることとなり、児童虐待の防止に資する

ことが期待されるところである。 

なお、こうした通告については、法の趣旨に基づくものであれば、それが結果として誤りであったと

しても、そのことによって刑事上、民事上の責任を問われることは基本的には想定されないものと考え

られる。 
 

第７条 市町村、都道府県の設置する福祉事務所又は児童相談所が前条第１項の規定による通告を受

けた場合においては、当該通告を受けた市町村、都道府県の設置する福祉事務所又は児童相談所の

所長、所員その他の職員及び当該通告を仲介した児童委員は、その職務上知り得た事項であって当

該通告をした者を特定させるものを漏らしてはならない。 
 

 （通告又は送致を受けた場合の措置） 

第８条 市町村又は都道府県の設置する福祉事務所が第６条第１項の規定による通告を受けたときは、

市町村又は福祉事務所の長は、必要に応じ近隣住民、学校の教職員、児童福祉施設の職員その他の

者の協力を得つつ、当該児童との面会その他の当該児童の安全の確認を行うための措置を講ずると

ともに、必要に応じ次に掲げる措置を採るものとする。 
 

一 児童福祉法第２５条の７第１項第１号若しくは第２項第１号又は第２５条の８第１号の規定に

より当該児童を児童相談所に送致すること。 
 

二 当該児童のうち次条第１項の規定による出頭の求め及び調査若しくは質問、第９条第１項の規

定による立入り及び調査若しくは質問又は児童福祉法第３３条第１項若しくは第２項の規定によ

る一時保護の実施が適当であると認めるものを都道府県知事又は児童相談所長へ通知すること。 
 

２ 児童相談所が第６条第１項の規定による通告又は児童福祉法第２５条の７第１項第１号若しくは

第２項第１号若しくは第２５条の８第１号の規定による送致を受けたときは、児童相談所長は、必

要に応じ近隣住民、学校の教職員、児童福祉施設の職員その他の者の協力を得つつ、当該児童との

面会その他の当該児童の安全の確認を行うための措置を講ずるとともに、必要に応じ次に掲げる措

置を採るものとする。 
 

一 児童福祉法第３３条第１項の規定により当該児童の一時保護を行い、又は適当な者に委託して、

当該一時保護を行わせること。 
 

 二 児童福祉法第２６条第１項第３号の規定により当該児童のうち第６条第１項の規定による通告 
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  を受けたものを市町村に送致すること。 
 

三 当該児童のうち児童福祉法第２５条の８第３号に規定する保育の利用等（以下この号において

「保育の利用等」という。）が適当であると認めるものをその保育の利用等に係る都道府県又は

市町村の長へ報告し、又は通知すること。 
 

四 当該児童のうち児童福祉法第６条の３第２項に規定する放課後児童健全育成事業、同条第３項

に規定する子育て短期支援事業、同条第五項に規定する養育支援訪問事業、同条第６項に規定す

る地域子育て支援拠点事業、同条第１４項に規定する子育て援助活動支援事業、子ども・子育て

支援法（平成２４年法律第６５号）第５９条第１号に掲げる事業その他市町村が実施する児童の

健全な育成に資する事業の実施が適当であると認めるものをその事業の実施に係る市町村の長へ

通知すること。 
 

３ 前２項の児童の安全の確認を行うための措置、市町村若しくは児童相談所への送致又は一時保護

を行う者は、速やかにこれを行うものとする。 
 
   [H16. 8.13通知①] 6 通告又は送致を受けた場合の措置（法第8条関係） 

(1) 児童相談所が通告等を受けたときは、児童相談所長は、必要に応じ近隣住民、学校の教職員、児童

福祉施設の職員その他の者の協力を得つつ、当該児童との面会その他の手段により当該児童の安全の

確認を行うよう努めることとされた。「児童相談所運営指針 平成14年12月12日改訂版」においても、

「虐待相談の場合、緊急保護の要否を判断する上で児童の心身の状況を直接観察することが極めて有

効」とされており、可能な限り面会による確認を行うことが望ましい。しかし面会以外の手段によっ

ても安全の確認を行うことが可能な場合もあることから、このような規定とされたものである。 
 

(2) 「近隣住民の協力」については、児童相談所等の関係機関が児童に対する虐待が行われていること

に気づかない場合であっても近隣住民は知りうることも想定されることから児童の安全の確認を確

実に行うための１つの手段として規定されたものである。 
 

(3) 児童相談所による児童の安全確認や一時保護について、「速やかに」行うべき旨は現行法にも規定

されているが、この点が別項に強調して規定された。 

なお、この点に関しては、都道府県ごとの児童相談体制の整備に格差がある中で全国一律
に時間を定めることは困難であるが、安全確認や一時保護を速やかに行うべき旨が強調して
規定されることにより、初動の重要性が改めて確認され、より一層速やかに対応されること
が期待されるところである。 

 
 [H20. 3.14通知] ３ 安全確認義務（第８条関係） 

(1) 市町村長、都道府県の設置する福祉事務所の長又は児童相談所長による児童虐待を受けたと思わ

れる児童の安全確認が努力義務であったのを改め、安全確認のために必要な措置を講ずることを義務

化するものとされた。 
 

(2) 市町村長又は都道府県の設置する福祉事務所の長は、出頭要求、調査質問、立入調査又は一時保

護の実施が適当であると判断した場合には、その旨を都道府県知事又は児童相談所長に通知するもの

とされた。 
 

（出頭要求） 

第８条の２ 都道府県知事は、児童虐待が行われているおそれがあると認めるときは、当該児童の保

護者に対し、当該児童を同伴して出頭することを求め、児童委員又は児童の福祉に関する事務に従

事する職員をして、必要な調査又は質問をさせることができる。この場合においては、その身分を

証明する証票を携帯させ、関係者の請求があったときは、これを提示させなければならない。 
 

２ 都道府県知事は、前項の規定により当該児童の保護者の出頭を求めようとするときは、厚生労働

省令で定めるところにより、当該保護者に対し、出頭を求める理由となった事実の内容、出頭を求

める日時及び場所、同伴すべき児童の氏名その他必要な事項を記載した書面により告知しなければ

ならない。 
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３ 都道府県知事は、第１項の保護者が同項の規定による出頭の求めに応じない場合は、次条第１項

の規定による児童委員又は児童の福祉に関する事務に従事する職員の立入り及び調査又は質問その

他の必要な措置を講ずるものとする。 
  

 [H20. 3.14通知] ４ 出頭要求（第８条の２関係） 
(1) 都道府県知事は、児童虐待が行われているおそれがあると認めるときは、保護者に対

し、児童を同伴して出頭することを求め、児童相談所の職員等に必要な調査又は質問を
させることができるものとされた。 

(2) 都道府県知事は、保護者が(1)の出頭の求めに応じない場合、立入調査その他の必要
な措置を講ずるものとされた。 

 

 （立入調査等） 

第９条 都道府県知事は、児童虐待が行われているおそれがあると認めるときは、児童委員又は児童

の福祉に関する事務に従事する職員をして、児童の住所又は居所に立ち入り、必要な調査又は質問

をさせることができる。この場合においては、その身分を証明する証票を携帯させ、関係者の請求

があったときは、これを提示させなければならない。 
 

２ 前項の規定による児童委員又は児童の福祉に関する事務に従事する職員の立入り及び調査又は質

問は、児童福祉法第２９条の規定による児童委員又は児童の福祉に関する事務に従事する職員の立

入り及び調査又は質問とみなして、同法第６１条の五の規定を適用する。 
 
   [H12.11.20通知] 7 立入調査等（第9条関係） 

(1) 従来、児童福祉法第29条に基づき、児童福祉法第28条の規定による措置を採るため必要があると

認めるときは、立入調査等行える旨が規定されていたところであるが、本条の規定により、児童虐

待が行われているおそれがあると都道府県知事が認めるときは、立入調査等を実施できることを規

定したものであること。 
 

(2) 第1項に基づく立入り及び調査又は質問を正当な理由なくして拒んだ場合等については、必要に応

じて児童福祉法第62条第1号の規定の活用を図ること。なお、本条は、保護者が立入調査を拒否し、

施錠してドアを開けない場合などにおいて、鍵やドアを壊して立ち入ることを直ちに可能とするも

のではないが、事態の緊急性によっては、こうした行為が正当防衛等として許容される場合もあり

得ること。 
 

（再出頭要求等）  

第９条の２  都道府県知事は、第８条の２第１項の保護者又は前条第１項の児童の保護者が正当な理

由なく同項の規定による児童委員又は児童の福祉に関する事務に従事する職員の立入り又は調査を

拒み、妨げ、又は忌避した場合において、児童虐待が行われているおそれがあると認めるときは、

当該保護者に対し、当該児童を同伴して出頭することを求め、児童委員又は児童の福祉に関する事

務に従事する職員をして、必要な調査又は質問をさせることができる。この場合においては、その

身分を証明する証票を携帯させ、関係者の請求があったときは、これを提示させなければならない。 
 

２  第８条の２第２項の規定は、前項の規定による出頭の求めについて準用する。 
 
  [H20. 3.14通知] ５ 再出頭要求（第９条の２関係） 

 都道府県知事は、保護者が正当な理由なく立入調査を拒否した場合において、児童虐待が行われている

おそれがあると認めるときは、当該保護者に対し、当該児童を同伴して出頭することを求め、児童相談所

の職員等に必要な調査又は質問をさせることができるものとされた。 
 

（臨検、捜索等）  

第９条の３  都道府県知事は、第８条の２第１項の保護者又は第９条第１項の児童の保護者が正当な

理由なく同項の規定による児童委員又は児童の福祉に関する事務に従事する職員の立入り又は調査

を拒み、妨げ、又は忌避した場合において、児童虐待が行われている疑いがあるときは、当該児童
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の安全の確認を行い、又はその安全を確保するため、児童の福祉に関する事務に従事する職員をし

て、当該児童の住所又は居所の所在地を管轄する地方裁判所、家庭裁判所又は簡易裁判所の裁判官

があらかじめ発する許可状により、当該児童の住所若しくは居所に臨検させ、又は当該児童を捜索

させることができる。  
 

２  都道府県知事は、前項の規定による臨検又は捜索をさせるときは、児童の福祉に関する事務に従

事する職員をして、必要な調査又は質問をさせることができる。 
 

３  都道府県知事は、第１項の許可状（以下「許可状」という。）を請求する場合においては、児童

虐待が行われている疑いがあると認められる資料、臨検させようとする住所又は居所に当該児童が

現在すると認められる資料及び当該児童の保護者が第９条第１項の規定による立入り又は調査を拒

み、妨げ、又は忌避したことを証する資料を提出しなければならない。  
 

４  前項の請求があった場合においては、地方裁判所、家庭裁判所又は簡易裁判所の裁判官は、臨検

すべき場所又は捜索すべき児童の氏名並びに有効期間、その期間経過後は執行に着手することがで

きずこれを返還しなければならない旨、交付の年月日及び裁判所名を記載し、自己の記名押印した

許可状を都道府県知事に交付しなければならない。 
 

５  都道府県知事は、許可状を児童の福祉に関する事務に従事する職員に交付して、第１項の規定に

よる臨検又は捜索をさせるものとする。 
 

６  第１項の規定による臨検又は捜索に係る制度は、児童虐待が保護者がその監護する児童に対して

行うものであるために他人から認知されること及び児童がその被害から自ら逃れることが困難であ

る等の特別の事情から児童の生命又は身体に重大な危険を生じさせるおそれがあることにかんがみ

特に設けられたものであることを十分に踏まえた上で、適切に運用されなければならない。 
 

 [H20. 3.14通知] ６ 臨検等（第９条の３から第10条の６まで関係） 

(1) 都道府県知事は、保護者が５の再出頭要求を拒否した場合において、児童虐待が行われ
ている疑いがあるときは、児童の安全の確認を行い又はその安全を確保するため、児童の
住所又は居所の所在地を管轄する地方裁判所、家庭裁判所又は簡易裁判所の裁判官があら
かじめ発する許可状により、児童相談所の職員等に児童の住所若しくは居所に臨検させ、
又は児童を捜索させることができるものとされた。 

(2) 警察署長に対する援助要請その他の臨検等に当たって必要な手続等を定めるものとさ
れた。 

 

（臨検又は捜索の夜間執行の制限）  

第９条の４  前条第１項の規定による臨検又は捜索は、許可状に夜間でもすることができる旨の記載

がなければ、日没から日の出までの間には、してはならない。 
 

２  日没前に開始した前条第１項の規定による臨検又は捜索は、必要があると認めるときは、日没後

まで継続することができる。  
 

（許可状の提示）  

第９条の５  第９条の３第１項の規定による臨検又は捜索の許可状は、これらの処分を受ける者に提

示しなければならない。 
 

（身分の証明）  

第９条の６  児童の福祉に関する事務に従事する職員は、第９条の３第１項の規定による臨検若しく

は捜索又は同条第２項の規定による調査若しくは質問（以下「臨検等」という。）をするときは、
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その身分を示す証票を携帯し、関係者の請求があったときは、これを提示しなければならない。  
 

（臨検又は捜索に際しての必要な処分）  

第９条の７  児童の福祉に関する事務に従事する職員は、第９条の３第１項の規定による臨検又は捜

索をするに当たって必要があるときは、錠をはずし、その他必要な処分をすることができる。  
 

（臨検等をする間の出入りの禁止）  

第９条の８  児童の福祉に関する事務に従事する職員は、臨検等をする間は、何人に対しても、許可

を受けないでその場所に出入りすることを禁止することができる。 
 

（責任者等の立会い）  

第９条の９  児童の福祉に関する事務に従事する職員は、第９条の３第１項の規定による臨検又は捜

索をするときは、当該児童の住所若しくは居所の所有者若しくは管理者（これらの者の代表者、代

理人その他これらの者に代わるべき者を含む。）又は同居の親族で成年に達した者を立ち会わせな

ければならない。 
 

２  前項の場合において、同項に規定する者を立ち会わせることができないときは、その隣人で成年

に達した者又はその地の地方公共団体の職員を立ち会わせなければならない。 
 

 （警察署長に対する援助要請等） 

第１０条 児童相談所長は、第８条第２項の児童の安全の確認を行おうとする場合、又は同項第１号

の一時保護を行おうとし、若しくは行わせようとする場合において、これらの職務の執行に際し必

要があると認めるときは、当該児童の住所又は居所の所在地を管轄する警察署長に対し援助を求め

ることができる。都道府県知事が、第９条第１項の規定による立入り及び調査若しくは質問をさせ、

又は臨検等をさせようとする場合についても、同様とする。 
 

２ 児童相談所長又は都道府県知事は、児童の安全の確認及び安全の確保に万全を期する観点から、

必要に応じ迅速かつ適切に、前項の規定により警察署長に対し援助を求めなければならない。 
 

３ 警察署長は、第１項の規定による援助の求めを受けた場合において、児童の生命又は身体の安全

を確認し、又は確保するため必要と認めるときは、速やかに、所属の警察官に、同項の職務の執行

を援助するために必要な警察官職務執行法（昭和２３年法律第１３６号）その他の法令の定めると

ころによる措置を講じさせるよう努めなければならない。 
 
   [H12.11.20通知] 8 警察官の援助（第10条関係） 
   (1) 第10条（現行第10条第1項）において「必要があると認めるとき」とは、児童相談所長等による職

務執行に際し、保護者又は第三者から物理的その他の手段による抵抗を受けるおそれがある場合、

現に児童が虐待されているおそれがある場合などであって、児童相談所長等だけでは職務執行をす

ることが困難なため、警察官の援助を必要とする場合をいうこと。また、児童相談所長等による職

務執行とこれに対する警察官の援助を効果的に実施し、児童の保護の万全を期する観点からは、緊

急性のある場合などを除き、警察官と児童相談所長等との間で事前に協議を行うことが望ましいこ

と。 
 

(2) 警察官の「援助」とは、児童相談所長等による職務執行に際して、当該職務執行が円滑に実施でき

る ようにする目的で警察官が警察法、警察官職務執行法等の法律により与えられている任務と権限

に基づいて行う措置をいうこと。なお、本法に基づく安全確認、一時保護、立入調査等の職務執行

そのものは、警察官の任務ではなく、児童相談所長等がその専門的知識に基づき行うべきものであ

ること。援助を求められた警察官は、具体的には、 
① 職務執行の現場に臨場したり、現場付近で待機したり、状況により児童相談所長等と一緒に立

ち入ること 

② 保護者等が暴行、脅迫等により職務執行を妨げようとする場合や児童への加害行為が現に行わ
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れようとする場合等において、警察官職務執行法第5条に基づき警告を発し又は行為を制止し、あ

るいは同法第6条第1項に基づき住居等に立ち入ること 
       ③ 現に犯罪に当たる行為が行われている場合に刑事訴訟法第213条に基づき現行犯として逮捕す

るなどの検挙措置を講じること 
       などの措置を採ることも考えられること。 

なお上記②の警察官職務執行法第6条第1項に基づく立入りについては、立入りの際に、必要があ

れば、社会通念上相当と認められる範囲内で、鍵を破壊する、妨害する者を排除するなどの実力を

行使することもできること。また、上記③の現行犯逮捕において、必要があれば認められる住居等

への立入り（刑事訴訟法第220条第1項第１号）についても同様であること。 
 

(3) 警察官の援助を「求める」とは、児童相談所長等から警察官に援助を求めることであるが、行政組

織を一体的に運営し、児童の保護の万全を期する観点から、緊急の場合を除き、児童相談所長から

警察署長に対して援助を求めるなど文書で事前に組織上の責任者から責任者に対して行うことを原

則とすること。 
 
   [H16. 8.13通知①] 7 警察署長に対する援助要請等（法第10条関係） 

(1) 現行法においても、児童相談所等による児童の安全確認等の職務の執行に際し必要があると認め

るときは、警察官の援助を求めることができることとされているが、児童相談所による警察官への

援助要請がこれまで必ずしも適切に行われず、現行法の規定が適切に運用されてこなかったとの指

摘がある。 
このため、児童相談所長等による警察署長に対する援助要請は、児童の安全の確認及び安全の確

保に万全を期する観点から、必要に応じて適切に、求めなければならない義務である旨が明確にさ

れたものである。 
 

(2) また、警察官の援助の下で児童相談所長等が適切に児童の安全確認等の職務を行うことを促すため、

児童相談所長等から援助要請を受けた警察署長は、児童の生命又は身体の安全を確認し、又は確保

するため必要と認めるときは、速やかに、所属の警察官に、こうした職務の執行を援助するために

必要な警察官職務執行法その他の法令の定めるところによる措置を講じさせるよう努めなければな

らないこととされた。 
 

(3) こうした警察署長に対する援助要請については、その運用について既に「児童虐待の防止等に関す

る法律の施行について」（平成12年11月20日 児発第875号厚生省児童家庭局長通知）及び「子ども

虐待対応の手引き」（平成12年11月改訂版）により示しているところであるが、改正法の趣旨を踏

まえ、その適切な運用の徹底に遺漏なきようお願いする。 
 

（調書）  

第１０条の２  児童の福祉に関する事務に従事する職員は、第９条の３第１項の規定による臨検又は

捜索をしたときは、これらの処分をした年月日及びその結果を記載した調書を作成し、立会人に示

し、当該立会人とともにこれに署名押印しなければならない。ただし、立会人が署名押印をせず、

又は署名押印することができないときは、その旨を付記すれば足りる。  
 

（都道府県知事への報告）  

第１０条の３  児童の福祉に関する事務に従事する職員は、臨検等を終えたときは、その結果を都道

府県知事に報告しなければならない。 
 

（行政手続法の適用除外）  

第１０条の４  臨検等に係る処分については、行政手続法（平成５年法律第８８号）第３章の規定は、

適用しない。 
 

（審査請求の制限）  

第１０条の５  臨検等に係る処分については、審査請求をすることができない。 
 

（行政事件訴訟の制限）  

第１０条の６ 臨検等に係る処分については、行政事件訴訟法（昭和３７年法律第１３９号）第３７

条の４の規定による差止めの訴えを提起することができない。 
 

 （児童虐待を行った保護者に対する指導） 

http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%95%bd%8c%dc%96%40%94%aa%94%aa&REF_NAME=%8d%73%90%ad%8e%e8%91%b1%96%40&ANCHOR_F=&ANCHOR_T=
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第１１条 児童虐待を行った保護者について児童福祉法第２７条第１項第２号の規定により行われる

指導は、親子の再統合への配慮その他の児童虐待を受けた児童が家庭（家庭における養育環境と同

様の養育環境及び良好な家庭的環境を含む。）で生活するために必要な配慮の下に適切に行われな

ければならない。 
 

２ 児童虐待を行った保護者について児童福祉法第２７条第１項第２号の措置が採られた場合におい

ては、当該保護者は、同号の指導を受けなければならない。 
 

３ 前項の場合において保護者が同項の指導を受けないときは、都道府県知事は、当該保護者に対し、

同項の指導を受けるよう勧告することができる。 
 

４  都道府県知事は、前項の規定による勧告を受けた保護者が当該勧告に従わない場合において必要

があると認めるときは、児童福祉法第３３条第２項の規定により児童相談所長をして児童虐待を受

けた児童の一時保護を行わせ、又は適当な者に当該一時保護を行うことを委託させ、同法第２７条

第１項第３号又は第２８条第１項の規定による措置を採る等の必要な措置を講ずるものとする。 
 

５  児童相談所長は、第３項の規定による勧告を受けた保護者が当該勧告に従わず、その監護する児

童に対し親権を行わせることが著しく当該児童の福祉を害する場合には、必要に応じて、適切に、

児童福祉法第３３条の７の規定による請求を行うものとする。 
 
   [H12.11.20通知] 9 指導を受ける義務等（第11条、第13条関係） 

 児童虐待を行った保護者は、児童福祉法第27条第1項第2号に規定する指導措置が採られた場合その指

導を受ける義務を負い（第11条第1項（現行第2項））、同号の指導を受けない場合においては、都道府

県知事は、当該指導を受けるよう勧告することができる（第11条第2項（現行第3項））こと。当該保護

者の児童が児童福祉施設に入所しているか否かを問わない。また、第13条により、児童福祉施設入所措

置の解除に当たって、都道府県知事は、児童福祉法第27条第1項第2号の指導を行うこととされた児童福

祉司等の意見を聞かなければならず、児童福祉司は児童の家庭復帰の希望、保護者の虐待の原因解消へ

の努力等を確認した上で意見を述べること。 
  
   [H16. 8.13通知①] 8 児童虐待を行った保護者に対する指導（法第11条関係） 

 児童虐待を行った保護者に対する指導について、親子の再統合への配慮その他の児童虐待を受けた児

童が 良好な家庭的環境で生活するために必要な配慮の下に適切に行わなければならないことが規定さ

れた。なお、「親子の再統合への配慮」及び「良好な家庭的環境で生活するために必要な配慮」の趣旨

については3(1)②に示したとおりである。 

 

[H20. 3.14通知] ７ 児童虐待を行った保護者に対する指導（第11条関係） 

(1) 児童虐待を行った保護者に対する指導に係る勧告に保護者が従わなかった場合には、当該保護者

の児童について、都道府県知事が一時保護、同意に基づかない施設入所等の措置（以下「強制入所

等」という。）その他の必要な措置を講ずる旨が明記された。 

(2) 児童虐待を行った保護者が、保護者に対する指導に係る勧告に従わず、その児童に対し親権を行

わせることが著しく当該児童の福祉を害する場合には、必要に応じて、適切に、親権喪失宣告の請

求を行うものとされた。 
  

（面会等の制限等）  

第１２条 児童虐待を受けた児童について児童福祉法第２７条第１項第３号の措置（以下「施設入所

等の措置」という。）が採られ、又は同法第３３条第１項若しくは第２項の規定による一時保護が

行われた場合において、児童虐待の防止及び児童虐待を受けた児童の保護のため必要があると認め

るときは、児童相談所長及び当該児童について施設入所等の措置が採られている場合における当該

施設入所等の措置に係る同号に規定する施設の長は、厚生労働省令で定めるところにより、当該児

童虐待を行った保護者について、次に掲げる行為の全部又は一部を制限することができる。 
 

 一  当該児童との面会  
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 二  当該児童との通信  
 

２  前項の施設の長は、同項の規定による制限を行った場合又は行わなくなった場合は、その旨を児

童相談所長に通知するものとする。 
 

３  児童虐待を受けた児童について施設入所等の措置（児童福祉法第２８条の規定によるものに限

る。）が採られ、又は同法第３３条第１項若しくは第２項の規定による一時保護が行われた場合に

おいて、当該児童虐待を行った保護者に対し当該児童の住所又は居所を明らかにしたとすれば、当

該保護者が当該児童を連れ戻すおそれがある等再び児童虐待が行われるおそれがあり、又は当該児

童の保護に支障をきたすと認めるときは、児童相談所長は、当該保護者に対し、当該児童の住所又

は居所を明らかにしないものとする。 
  
   [H12.11.20通知] 10 面会又は通信の制限（第12条関係） 

 児童福祉法第28条に基づき、保護者の意に反する措置が採られた場合には、児童に対する保護者の監

督権や居所指定権などの親権が制限されていることに鑑み、児童相談所長又は児童福祉法第27条第1項

第3号に規定する施設の長は、第12条に基づき、保護者に対して面会又は通信の制限を行うことができ

ること。  
[H20. 3.14通知] ８ 面会等の制限等（第12条から第12条の４まで及び第17条関係） 

(1) 一時保護及び同意に基づく施設入所等の措置の場合にも、強制入所等の場合と同様に、児童相談

所長等は、児童虐待を行った保護者について当該児童との面会又は通信を制限することができるも

のとされた。 
(2) 都道府県知事は、強制入所等の場合において、（1）により面会及び通信の全部が制限されてい

るときは、児童虐待を行った保護者に対し、当該児童の身辺へのつきまとい又はその住居等の付近

でのはいかいを禁止することを命ずることができるものとされた。また、この命令の違反につき、

罰則を設けるものとされた。 
  

第１２条の２ 児童虐待を受けた児童について施設入所等の措置（児童福祉法第２８条の規定による

ものを除く。以下この項において同じ。）が採られた場合において、当該児童虐待を行った保護者

に当該児童を引き渡した場合には再び児童虐待が行われるおそれがあると認められるにもかかわら

ず、当該保護者が当該児童の引渡しを求めること、当該保護者が前条第１項の規定による制限に従

わないことその他の事情から当該児童について当該施設入所等の措置を採ることが当該保護者の意

に反し、これを継続することが困難であると認めるときは、児童相談所長は、次項の報告を行うに

至るまで、同法第３３条第１項の規定により当該児童の一時保護を行い、又は適当な者に委託して、

当該一時保護を行わせることができる。  
 

２ 児童相談所長は、前項の一時保護を行った、又は行わせた場合には、速やかに、児童福祉法第２

６条第１項第１号の規定に基づき、同法第２８条の規定による施設入所等の措置を要する旨を都道

府県知事に報告しなければならない。 
 
   [H16. 8.13通知①] 9 面会又は通信の制限等（法第12条の2関係） 

 虐待を受けた児童について保護者の同意を得て児童福祉施設への入所等の措置が採られた場合であっ

ても、児童との面会や通信を認めた場合、このことが必ずしも児童にとって適当でない場合もある。こ

のため、保護者の同意を得て児童福祉施設への入所等の措置が採られている場合であっても、保護者が

児童の引渡しあるいは児童との面会や通信を求め、これを認めた場合には再び虐待が行われ、又は虐待

を受けた児童の保護に支障をきたすと認めるときは、児童相談所長は、当該児童に一時保護を行うこと

ができることとし、この一時保護を行った場合には、児童相談所長は、速やかに児童福祉法第28条によ

る児童福祉施設への入所等の措置を要する旨を都道府県知事に報告しなければならないこととされた。 
このように、保護者の同意に基づく施設入所等の措置の場合であっても、一時保護を経て、児童福祉

法第28条の規定に基づき家庭裁判所の承認を得て行う強制的な措置に切り替えることにより、必要に応

じて保護者の面会・通信を制限することが可能となることを明確にしたものである。なお、家庭裁判所

の審判手続が行われている間に保護者が児童との面会・通信を求めてきた場合の対応方策については別

途検討中である。 
  

第１２条の３  児童相談所長は、児童福祉法第３３条第１項の規定により、児童虐待を受けた児童に
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ついて一時保護を行っている、又は適当な者に委託して、一時保護を行わせている場合（前条第１

項の一時保護を行っている、又は行わせている場合を除く。）において、当該児童について施設入

所等の措置を要すると認めるときであって、当該児童虐待を行った保護者に当該児童を引き渡した

場合には再び児童虐待が行われるおそれがあると認められるにもかかわらず、当該保護者が当該児

童の引渡しを求めること、当該保護者が第１２条第１項の規定による制限に従わないことその他の

事情から当該児童について施設入所等の措置を採ることが当該保護者の意に反すると認めるときは、

速やかに、同法第２６条第１項第１号の規定に基づき、同法第２８条の規定による施設入所等の措

置を要する旨を都道府県知事に報告しなければならない。 
  

第１２条の４  都道府県知事は、児童虐待を受けた児童について施設入所等の措置（児童福祉法第２

８条の規定によるものに限る。）が採られ、かつ、第１２条第１項の規定により、当該児童虐待を

行った保護者について、同項各号に掲げる行為の全部が制限されている場合において、児童虐待の

防止及び児童虐待を受けた児童の保護のため特に必要があると認めるときは、厚生労働省令で定め

るところにより、６月を超えない期間を定めて、当該保護者に対し、当該児童の住所若しくは居所、

就学する学校その他の場所において当該児童の身辺につきまとい、又は当該児童の住所若しくは居

所、就学する学校その他その通常所在する場所（通学路その他の当該児童が日常生活又は社会生活

を営むために通常移動する経路を含む。）の付近をはいかいしてはならないことを命ずることがで

きる。 
  

２  都道府県知事は、前項に規定する場合において、引き続き児童虐待の防止及び児童虐待を受けた

児童の保護のため特に必要があると認めるときは、６月を超えない期間を定めて、同項の規定によ

る命令に係る期間を更新することができる。 
  

３  都道府県知事は、第１項の規定による命令をしようとするとき（前項の規定により第１項の規定

による命令に係る期間を更新しようとするときを含む。）は、行政手続法第１３条第１項の規定に

よる意見陳述のための手続の区分にかかわらず、聴聞を行わなければならない。 
  

４  第１項の規定による命令をするとき（第２項の規定により第１項の規定による命令に係る期間を

更新するときを含む。）は、厚生労働省令で定める事項を記載した命令書を交付しなければならな

い。 
  

５  第１項の規定による命令が発せられた後に児童福祉法第２８条の規定による施設入所等の措置

が解除され、停止され、若しくは他の措置に変更された場合又は第１２条第１項の規定による制限

の全部又は一部が行われなくなった場合は、当該命令は、その効力を失う。同法第２８条第３項の

規定により引き続き施設入所等の措置が採られている場合において、第１項の規定による命令が発

せられたときであって、当該命令に係る期間が経過する前に同条第２項の規定による当該施設入所

等の措置の期間の更新に係る承認の申立てに対する審判が確定したときも、同様とする。 
  

６  都道府県知事は、第１項の規定による命令をした場合において、その必要がなくなったと認める

ときは、厚生労働省令で定めるところにより、その命令を取り消さなければならない。 
  

（施設入所等の措置の解除）  

第１３条 都道府県知事は、児童虐待を受けた児童について施設入所等の措置が採られ、及び当該児

童の保護者について児童福祉法第２７条第１項第２号の措置が採られた場合において、当該児童に
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ついて採られた施設入所等の措置を解除しようとするときは、当該児童の保護者について同号の指

導を行うこととされた児童福祉司等の意見を聴くとともに、当該児童の保護者に対し採られた当該

指導の効果、当該児童に対し再び児童虐待が行われることを予防するために採られる措置について

見込まれる効果その他厚生労働省令で定める事項を勘案しなければならない。 
 

２ 都道府県知事は、児童虐待を受けた児童について施設入所等の措置が採られ、又は児童福祉法第

３３条第２項の規定による一時保護が行われた場合において、当該児童について採られた施設入所

等の措置又は行われた一時保護を解除するときは、当該児童の保護者に対し、親子の再統合の促進

その他の児童虐待を受けた児童が家庭で生活することを支援するために必要な助言を行うことがで

きる。 
 

３ 都道府県知事は、前項の助言に係る事務の全部又は一部を厚生労働省令で定める者に委託するこ

とができる。 
 

４ 前項の規定により行われる助言に係る事務に従事する者又は従事していた者は、その事務に関し

て知り得た秘密を漏らしてはならない。 
 

 [H20. 3.14通知] ９ 施設入所等の措置の解除（第13条関係） 

 都道府県知事は、施設入所等の措置を解除するに当たっては、児童虐待を行った保護者の指導に当

たった児童福祉司等の意見を聴くとともに、当該保護者に対し採られた措置の効果、児童虐待が行わ

れることを予防するために採られる措置について見込まれる効果等を勘案しなければならないものと

された。 
 

 （施設入所等の措置の解除等の安全確認等） 

第１３条の２ 都道府県は、児童虐待を受けた児童について施設入所等の措置が採られ、又は児童福

祉法第３３条第２項の規定による一時保護が行われた場合において、当該児童について採られた施

設入所等の措置若しくは行われた一時保護を解除するとき又は当該児童が一時的に帰宅するときは、

必要と認める期間、市町村、児童福祉施設その他の関係機関との緊密な連携を図りつつ、当該児童

の家庭を継続的に訪問することにより当該児童の安全の確認を行うとともに、当該児童の保護者か

らの相談に応じ、当該児童の養育に関する指導、助言その他の必要な支援を行うものとする。 
 

 （児童虐待を受けた児童等に対する支援） 

第１３条の３ 市町村は、子ども・子育て支援法第２７条第１項に規定する特定教育・保育施設（次 

 項において「特定教育・保育施設」という。）又は同法第４３条第３項に規定する特定地域型保育 

 事業（次項において「特定地域型保育事業」という。）の利用について、同法第４２条第１項若し 

 くは第５４条第１項の規定により相談、助言若しくはあっせん若しくは要請を行う場合又は児童福 

 祉法第２４条第３項の規定により調整若しくは要請を行う場合には、児童虐待の防止に寄与するた 

 め、特別の支援を要する家庭の福祉に配慮をしなければならない。 
 

２ 特定教育・保育施設の設置者又は子ども・子育て支援法第２９条第１項に規定する特定地域型保 

 育事業者は、同法第３３条第２項又は第４５条第２項の規定により当該特定教育・保育施設を利用 

 する児童（同法第１９条第１項第２号又は第３号に該当する児童に限る。以下この項において同じ。） 

 又は当該特定地域型保育事業者に係る特定地域型保育事業を利用する児童を選考するときは、児童 

 虐待の防止に寄与するため、特別の支援を要する家庭の福祉に配慮をしなければならない。 
 

３ 国及び地方公共団体は、児童虐待を受けた児童がその年齢及び能力に応じ充分な教育が受けられ 
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 るようにするため、教育の内容及び方法の改善及び充実を図る等必要な施策を講じなければならな 

 い。 
 

４ 国及び地方公共団体は、居住の場所の確保、進学又は就業の支援その他の児童虐待を受けた者の 

 自立の支援のための施策を講じなければならない。 
 

（資料又は情報の提供）  

第１３条の４  地方公共団体の機関及び病院、診療所、児童福祉施設、学校その他児童の医療、福祉

又は教育に関係する機関（地方公共団体の機関を除く。）並びに医師、看護師、児童福祉施設の職

員、学校の教職員その他児童の医療、福祉又は教育に関連する職務に従事する者は、市町村長、都

道府県の設置する福祉事務所の長又は児童相談所長から児童虐待に係る児童又はその保護者の心身

の状況、これらの者の置かれている環境その他児童虐待の防止等に係る当該児童、その保護者その

他の関係者に関する資料又は情報の提供を求められたときは、当該資料又は情報について、当該市

町村長、都道府県の設置する福祉事務所の長又は児童相談所長が児童虐待の防止等に関する事務又

は業務の遂行に必要な限度で利用し、かつ、利用することに相当の理由があるときは、これを提供

することができる。ただし、当該資料又は情報を提供することによって、当該資料又は情報に係る

児童、その保護者その他の関係者又は第三者の権利利益を不当に侵害するおそれがあると認められ

るときは、この限りでない。 
 

（都道府県児童福祉審議会等への報告）  

第１３条の５ 都道府県知事は、児童福祉法第８条第２項に規定する都道府県児童福祉審議会（同条

第１項ただし書に規定する都道府県にあっては、地方社会福祉審議会）に、第９条第１項の規定に

よる立入り及び調査又は質問、臨検等並びに児童虐待を受けた児童に行われた同法第３３条第１項

又は第２項の規定による一時保護の実施状況、児童の心身に著しく重大な被害を及ぼした児童虐待

の事例その他の厚生労働省令で定める事項を報告しなければならない。 
 

 （親権の行使に関する配慮等） 

第１４条 児童の親権を行う者は、児童のしつけに際して、民法（明治２９年法律第８９号）第８２

０条の規定による監護及び教育に必要な範囲を超えて当該児童を懲戒してはならず、当該児童の親

権の適切な行使に配慮しなければならない。 
 

２ 児童の親権を行う者は、児童虐待に係る暴行罪、傷害罪その他の犯罪について、当該児童の親権

を行う者であることを理由として、その責めを免れることはない。 
 

 （親権の喪失の制度の適切な運用） 

第１５条 民法に規定する親権の喪失の制度は、児童虐待の防止及び児童虐待を受けた児童の保護の

観点からも、適切に運用されなければならない。 
 

 （延長者等の特例） 

第１６条 児童福祉法第３１条第４項に規定する延長者（以下この条において「延長者」という。）、 

 延長者の親権を行う者、未成年後見人その他の者で、延長者を現に監護する者（以下この項におい 

 て「延長者の監護者」という。）及び延長者の監護者がその監護する延長者について行う次に掲げ 

 る行為（以下この項において「延長者虐待」という。）については、延長者を児童と、延長者の監 

 護者を保護者と、延長者虐待を児童虐待と、同法第３１条第２項から第４項までの規定による措置 
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 を同法第２７条第１項第１号から第３号まで又は第２項の規定による措置とみなして、第１１条第 

 １項から第３項まで及び第５項、第１２条の４並びに第１３条第１項の規定を適用する。 
 

 一 延長者の身体に外傷が生じ、又は生じるおそれのある暴行を加えること。 
 

 二 延長者にわいせつな行為をすること又は延長者をしてわいせつな行為をさせること。 
 

 三 延長者の心身の正常な発達を妨げるような著しい減食又は長時間の放置、延長者の監護者以外 

  の同居人による前２号又は次号に掲げる行為と同様の行為の放置その他の延長者の監護者として 

  の監護を著しく怠ること。 
 

 四 延長者に対する著しい暴言又は著しく拒絶的な対応、延長者が同居する家庭における配偶者に 

  対する暴力その他の延長者に著しい心理的外傷を与える言動を行うこと。 
 

２ 延長者又は児童福祉法第３３条第８項に規定する保護延長者（以下この項において「延長者等」 

 という。）、延長者等の親権を行う者、未成年後見人その他の者で、延長者等を現に監護する者（以 

 下この項において「延長者等の監護者」という。）及び延長者等の監護者がその監護する延長者等 

 について行う次に掲げる行為（以下この項において「延長者等虐待」という。）については、延長 

 者等を児童と、延長者等の監護者を保護者と、延長者等虐待を児童虐待と、同法第３１条第２項か 

 ら第４項までの規定による措置を同法第２７条第１項第１号から第３号まで又は第２項の規定によ 

 る措置と、同法第３３条第６項から第９項までの規定による一時保護を同条第１項又は第２項の規 

 定による一時保護とみなして、第１１条第４項、第１２条から第１２条の３まで、第１３条第２項 

 から第４項まで、第１３条の２、第１３条の４及び第１３条の５の規定を適用する。 
 

 一 延長者等の身体に外傷が生じ、又は生じるおそれのある暴行を加えること。 
 

 二 延長者等にわいせつな行為をすること又は延長者等をしてわいせつな行為をさせること。 
 

 三 延長者等の心身の正常な発達を妨げるような著しい減食又は長時間の放置、延長者等の監護者 

  以外の同居人による前２号又は次号に掲げる行為と同様の行為の放置その他の延長者等の監護者 

  としての監護を著しく怠ること。 
 

 四 延長者等に対する著しい暴言又は著しく拒絶的な対応、延長者等が同居する家庭における配偶 

  者に対する暴力その他の延長者等に著しい心理的外傷を与える言動を行うこと。 
 

 （大都市等の特例） 

第１７条 この法律中都道府県が処理することとされている事務で政令で定めるものは、地方自治法

（昭和２２年法律第６７号）第２５２条の１９第１項の指定都市（以下「指定都市」という。）及

び同法第２５２条の２２第１項の中核市（以下「中核市」という。）並びに児童福祉法第５９条の

４第１項に規定する児童相談所設置市においては、政令で定めるところにより、指定都市若しくは

中核市又は児童相談所設置市（以下「指定都市等」という。）が処理するものとする。この場合に

おいては、この法律中都道府県に関する規定は、指定都市等に関する規定として指定都市等に適用

があるものとする。 
 

（罰則） 

第１８条 第１２条の４第１項（第１６条第１項の規定によりみなして適用する場合を含む。以下こ

の条において同じ。）の規定による命令（第１２条の４第２項（第１６条第１項の規定によりみな
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して適用する場合を含む。）の規定により第１２条の４第１項の規定による命令に係る期間が更新

された場合における当該命令を含む。）に違反した者は、一年以下の懲役又は百万円以下の罰金に

処する。 
 

第１９条 第１３条第４項（第１６条第２項の規定によりみなして適用する場合を含む。）の規定に

違反した者は、一年以下の懲役又は五十万円以下の罰金に処する。 
 

 附 則 （平成16年法律第30号） 抄  

（検討） 

第２条 児童虐待の防止等に関する制度に関しては、この法律の施行後３年以内に、児童の住所又は

居所における児童の安全の確認又は安全の確保を実効的に行うための方策、親権の喪失等の制度の

あり方その他必要な事項について、この法律による改正後の児童虐待の防止等の法律の施行状況等

を勘案し、検討が加えられ、その結果に基づいて必要な措置が講ぜられるものとする。 
 

附 則  

（平成１９年法律第73号） 抄 

（検討） 

第２条 政府は、この法律の施行後三年以内に、児童虐待の防止等を図り、児童の権利利益を擁護す

る観点から親権に係る制度の見直しについて検討を行い、その結果に基づいて必要な措置を講ずる

ものとする。 
 

附 則  

（平成２８年法律第63号） 抄 

（検討等） 

第２条 政府は、この法律の施行後速やかに、児童の福祉の増進を図る観点から、特別養子縁組制度 

 の利用促進の在り方について検討を加え、その結果に基づいて必要な措置を講ずるものとする。 
 

２ 政府は、この法律の施行後速やかに、児童福祉法第６条の３第８項に規定する要保護児童（次項 

 において「要保護児童」という。）を適切に保護するための措置に係る手続における裁判所の関与 

 の在り方について、児童虐待の実態を勘案しつつ検討を加え、その結果に基づいて必要な措置を講 

 ずるものとする。 
 

３ 政府は、この法律の施行後２年以内に、児童相談所の業務の在り方、第１条の規定による改正後 

 の児童福祉法第２５条第１項の規定による要保護児童の通告の在り方、児童及び妊産婦の福祉に関 

 する業務に従事する者の資質の向上を図るための方策について検討を加え、その結果に基づいて必 

 要な措置を講ずるものとする。 
 

４ 政府は、前３項に定める事項のほか、この法律の施行後五年を目途として、この法律による改正 

 後のそれぞれの法律の施行の状況等を勘案し、改正後の各法律の規定について検討を加え、その結 

 果に基づいて必要な措置を講ずるものとする。 
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児童虐待防止に向けた学校における適切な対応について（通知）                    

平成16年1月30日 15初児生第18号 文部科学省初等中等教育局児童生徒課長通知 

 

 児童虐待防止に向けた対応については、これまでも「「児童虐待の防止等に関する法律」の施行に

ついて（平成１２年１１月２０日付け文生参第３５２号）等により、「児童虐待の防止等に関する法

律」（平成１２年法律第８２号）の周知及び児童虐待の早期発見・対応、被害を受けた児童の適切な

保護が行われるようお願いしているところです。 

 しかしながら、大阪府岸和田市における事件を始め深刻な虐待事例が続発していることから、文部

科学省としては、児童虐待防止に向けた学校における対応は、緊急かつ徹底して取り組むべき課題で

あると考えております。 

 ついては、都道府県教育委員会にあっては所管の学校及び域内の市区町村教育委員会に対して、都

道府県私立学校主管課にあっては所轄の私立学校に対して、下記の事項に留意のうえ、児童虐待防止

に向けてより一層適切な対応がなされるよう御指導をお願いします。 

 なお、本件については、厚生労働省雇用均等・児童家庭局総務課長からも各都道府県及び各指定都

市の児童福祉主管部（局）長に対し、別添のとおり通知されておりますので申し添えます。 
 

記 

 

１ 学校の教職員は、職務上、児童虐待を発見しやすい立場にあることを再確認し、学校生活のみな

らず幼児児童生徒の日常生活面について十分な観察、注意を払いながら教育活動をする中で、児童

虐待の早期発見・対応に努める必要があること。 

そのために、学級担任、生徒指導担当教員、養護教諭、スクールカウンセラーなど教職員等が協

力して、日頃から幼児児童生徒の状況の把握に努めるとともに、幼児児童生徒がいつでも相談でき

る雰囲気を醸成すること。 

不登校児童生徒が家庭等にいる場合についても、学級担任等の教職員が児童生徒の状況に応じて

家庭への訪問を行うことなどを通じて、その状況の把握に努めること。  
 

２ 虐待を受けた幼児児童生徒を発見した場合は、速やかに児童相談所又は福祉事務所へ通告するこ

と。 

児童虐待の疑いがある場合には、確証がないときであっても、早期発見の観点から、児童相談所

等の関係機関へ連絡、相談をするなど、日頃からの連携を十分に行うこと。 

関係機関への通告又は相談を行った後においても、当該機関と連携して当該幼児児童生徒への必

要な支援を行うこと。  

 

３ 上記の対応に当たっては、管理職への報告、連絡及び相談を徹底するなど、学校として組織的に

取り組むとともに、教育委員会への連絡、又は必要に応じて相談を行うこと。  

 

（別添）略 
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現在長期間学校を休んでいる児童生徒の状況等に関する調査結果とその対応について（通知）  

平成16年4月15日 16初児生第2号 文部科学省初等中等教育局児童生徒課長通知 

 

標記の調査を全公立小中学校について実施したところ、結果は別添１のとおりとなりました。 

 児童生徒の状況の把握や児童虐待防止に向けた対応につきましては、本年１月３０日付け通知「児

童虐待防止に向けた学校における適切な対応について」（１５初児生第１８号）や本年２月６日に開

催した「平成１５年度第２回都道府県・指定都市生徒指導担当指導主事連絡会議」等において、日ご

ろからの児童生徒の状況把握、関係機関等との連携、学校としての組織的な対応や教育委員会との連

携など、適切な対応が図られるようお願いしているところです。 

 ついては、今回の調査結果を踏まえ、都道府県教育委員会にあっては所管の学校及び域内の市区町

村教育委員会等に対して、都道府県私立学校主管課にあっては所轄の私立学校に対して、下記の点に

留意の上、児童生徒の状況の把握に一層努めるとともに、児童虐待防止へ向けての一層適切な対応が

図られるよう御指導をお願いいたします。 

 なお、児童虐待の問題につきましては、「児童虐待の防止等に関する法律の一部を改正する法律」

が成立し、また、「児童福祉法の一部を改正する法律案」が国会に提出されておりますので、参考ま

でに概要（別添２及び３）をお送りいたします。これらにつきましては、今後、必要に応じ情報提供

等を行うこととしておりますのでよろしくお願いいたします。 
 

記 

 

１ 長期にわたって欠席している児童生徒の状況の把握について 
 

 (1) 長期にわたって欠席している児童生徒については、その要因や背景は様々であることから、状

況を適切に把握した上で対応を検討する必要があること。その際、長期にわたる欠席の背景に児

童虐待が潜んでいる場合があるという認識を持ち、学校は、当該児童生徒の家庭等における状況

の把握に特に努める必要があること。  
 

 (2) 教職員が当該児童生徒に会えていないなど状況の把握が困難な場合については、校内の不登校

対策委員会等を活用して学校としての対応方針について具体的に検討し、対応すること。 
 

 (3) 児童生徒本人の心身上の理由により会うことができない場合などにあっても、対応を学級担任

のみに任せるのではなく、生徒指導担当教員、養護教諭、スクールカウンセラー、相談員等、当

該児童生徒と関わりを持てる者が継続的に家庭訪問を行うなど、学校として組織的な対応を行う

こと。その際、保護者と会うことができる場合には、保護者との信頼関係を築きつつ、保護者を

通じての状況把握に努めること。状況に応じて、学校から医療機関や相談機関等の専門機関へ相

談したり、保護者へ専門機関を紹介することも考えられること。  
 

 (4) 当該児童生徒に会うことができず保護者から協力が得られないなど、学校関係者のみでは当該

児童生徒の状況把握が困難である場合には、学校だけで対応しようとせず、早期に教育委員会へ

の連絡、相談を行うとともに、地域の民生・児童委員、主任児童委員、児童相談所、福祉事務所、

警察署、少年サポートセンター、少年補導センターなどの関係機関等の協力を得て状況把握に努

めること。  
 

 (5) 長期にわたって状況の改善が見られない場合などにおいても、学校は、在籍している当該児童
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生徒への意識を低下させることなく、家庭訪問等を継続するなど、当該児童生徒への関わりを持

ち続け、状況の把握に努めること。その際、個別の児童生徒ごとに関係機関等から構成されるサ

ポートチームの活用や教育支援センター（適応指導教室）等が行う訪問指導の活用など効果的な

取組に努めること。 
 

 (6) 学校関係者が家庭訪問等を行う際は、当該児童生徒が長期欠席や不登校に至った経緯を踏まえ、

当該児童生徒及び保護者の心情等には十分配慮し、機械的な働きかけをすることで児童生徒及び

保護者を追い詰めることなどがないようにすること。  
 

 (7) 教育委員会は、定期的な学校からの報告や学校訪問を通じ、日ごろから域内の児童生徒の状況

把握に努めること。また、学校からの連絡、相談等に対しては、具体的な指導、助言を行い、学

校を積極的に支援すること。学校だけでは対応が困難な場合については、学校に対して、サポー

トチームの活用や教育支援センター等が行う訪問指導の活用など関係機関等との連携について具

体的な指導、助言を行うこと。その際、学校に対して適切な関係機関等を紹介したり、教育委員

会から関係機関等へ働きかけるよう努めること。  

 

２ 児童虐待防止に向けての適切な対応について  
 

 (1) 学校の教職員は、職務上、児童虐待を発見しやすい立場にあることから、学校生活のみならず、

幼児児童生徒の日常生活面について十分な観察、注意を払いながら教育活動をする中で、児童虐

待の早期発見・対応に努める必要があること。  
 

 (2) 児童虐待を受けた幼児児童生徒を発見した場合は、速やかに児童相談所又は福祉事務所へ通告

すること。また、児童虐待の疑いがある場合には、児童相談所等の関係機関へ連絡、相談を行い、

その際は疑いの根拠となる事情を明確に伝えること。さらに、関係機関へ相談等を行った後も、

関係機関と連携し、当該幼児児童生徒の状況把握を行うなど、必要な支援を継続して行うこと。 

児童虐待の防止等に関する法律において、通告を受けた児童相談所等の職員等は、当該通告を

行った者を特定させる情報を漏らしてはならないこととされており、学校においては、幼児児童

生徒の保護者との関係が悪化することなどを懸念して通告をためらうことがないようにすること。 
 

 (3) 今回の調査結果においては、関係機関等へ相談等を行わず学校のみで対応した理由として、「学

校の指導により状況が解消・改善されたため」、「状況を確認中のため」、「虐待の事実がない

ことが判明したため」などが挙げられているが、児童虐待の疑いがある場合には、確証がないと

きであっても、早期発見の観点から、児童相談所等の関係機関へ連絡、相談することが重要であ

ること。  
 

(4) 教育委員会は、児童虐待に関する域内の学校からの連絡、相談等に対して適切な指導、助言を

行うこと。また、教職員一人一人が児童虐待に関する知識や理解を有した上で、幼児児童生徒の

行動の変化等に着目することが児童虐待の早期発見・対応には不可欠であり、そのための研修の

充実を図ること。  
 

 (5) 学校及び教育委員会は、虐待防止ネットワークに参加するとともに、教職員等に対して、学校

及び教職員等に期待されている役割や関係機関等の役割の周知に努めるなどにより、日ごろから

関係機関等との連携を推進し、児童虐待防止に向けた取組の一層の充実を図ること。 
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（別添１） 

現在長期間学校を休んでいる児童生徒の状況 

及び児童虐待に関する関係機関等への連絡等の状況について＜概要＞ 

（都道府県教育委員会を通じ公立小中学校について調査した結果） 

 

１ 現在長期間学校を休んでいる児童生徒の状況 

（平成１６年３月１日現在 「３０日」は平成１６年１月３１日～２月２９日である） 
 

 ○ 学校を３０日以上連続して休んでいる児童生徒数は49,352人 
 

 ○ ３０日以上連続して休んでいる児童生徒のうち，学校の教職員が会えていない児童生徒数は 

 13,902人（28.2％） 

  （うち，教職員がその保護者には会えていることを学校が把握している数は10,012人） 
 

 ○ ３０日以上連続して休んでいる児童生徒のうち，学校も他の機関の職員等も会えていないと思

われる児童生徒数は9,945人（20.2％） 
 

 ○ 学校も他の機関の職員等も会えていない主な理由は， 

   ・児童生徒本人の心身上の理由により会うことができない（66.1％）  

   ・保護者の拒絶により会うことができない（9.1％）  

   ・その他（居所が不明，域外に居住，連絡が取れない等）（16.7％）  など  

２ 児童虐待に関する教育委員会や関係機関等への連絡等の状況 

（平成１５年４月～平成１６年２月） 
 

 ○児童虐待の発見や疑いにより，学校が教育委員会へ報告・連絡・相談を行った児童生徒数は  

 5,837人 
 

 ○児童虐待の発見や疑いにより，学校が関係機関等へ通告・連絡・相談を行った児童生徒数は  

 8,051人 
 

 ○学校が最初に通告・連絡・相談等を行った関係機関等は， 

   ・児童相談所（63.1％）  

   ・福祉事務所（10.8％）  

   ・警察（2.2％）  

   ・その他（民生・児童委員，主任児童委員，都道府県・市町村の福祉部局等） 

    （23.9％）  
 

 ○虐待を疑った際，学校のみで対応した児童生徒数は597人 
 

 ○学校のみで対応した理由は 

     ・学校の指導により状況が解消・改善されたため  

    ・状況を確認中のため  

    ・虐待の事実がないことが判明したため     など  

 

（別添２、３）略 
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学校等における児童虐待防止に向けた取組の推進について（通知） 

平成18年6月5日 18初児生第11号 文部科学省初等中等教育局児童生徒課長通知 

 

児童虐待については、児童相談所への児童虐待に関する相談件数が年々増加の一途をたどっている

こと、重大な児童虐待事件があとを絶たないこと、及び医療的ケアが必要となるような困難な事例が

増加していることなど、依然として深刻な社会問題となっております。 

その中、近年、「児童虐待の防止等に関する法律の一部を改正する法律（平成16年法律第30号。）」

（以下、「改正虐待防止法」という。）及び「児童福祉法の一部を改正する法律（平成16年法律第15

3号。）（以下、「改正児童福祉法」という。）など児童虐待防止に関する各種法改正が行われており、

特に改正虐待防止法に基づき、学校及び教職員に対しては、日頃から子ども達に接する立場及び子ど

もの教育的指導に当たる機関としての立場から、児童虐待の防止等のために適切な役割を果たすよう、

早期発見の努力義務や関係機関への通告義務などの責務が課されております。 

 以上のような背景の下に、文部科学省では、昨年4月に「学校等における児童虐待防止に向けた取組

に関する調査研究会議」（別紙1）に委託し、改正虐待防止法及び改正児童福祉法の施行を踏まえ、学

校等における児童虐待防止のための取組みの現状と課題を探り、その対処方策を検討することを目的

として、学校等における児童虐待防止に関する現状調査と国内外の取組事例を調査研究し、今回、そ

の報告書をとりまとめましたので、別添のとおり送付します。 

 貴職におかれては、本資料の内容（別紙2）及び下記の点を踏まえ、所管の学校又は域内の市区町村

の教育委員会等に対し、学校及び教職員に対する法令上の義務等に関して改めて周知徹底を図るとと

もに、学校等における児童虐待防止のための取組がより一層適切に推進されるよう、ご指導をお願い

します。 

記 

1 虐待防止法等の趣旨の徹底 

各教育委員会等においては、学校等に対して、「児童虐待の防止等に関する法律の施行につい

て（通知）」（平成12年11月20日。文生参第352号。）及び「児童虐待の防止等に関する法律の一

部を改正する法律の施行について（通知）」（平成16年8月13日。文科生第313号。）等を参考に

して、特に、以下の点についての周知徹底を図ること。 

（1） 児童虐待の早期発見等 

改正虐待防止法上、学校及び学校の教職員は、①児童虐待を発見しやすい立場にあることを

自覚し、児童虐待の早期発見に努めなければならないこと（同法第5条第1項）、②児童虐待の

予防その他の児童虐待の防止並びに児童虐待を受けた児童の保護及び自立の支援に関する国及

び地方公共団体の施策に協力するよう努めなければならないこと（同条第2項）、③児童及び保

護者に対して、児童虐待の防止のための教育又は啓発に努めなければならないこと（同条第3

項）などの責務が課されていること。  

（2） 児童虐待に係る通告 

児童虐待を受けたと思われる児童を発見した者は、速やかに、これを市町村、都道府県の設

置する福祉事務所若しくは児童相談所又は児童委員を介して市町村、都道府県の設置する福祉

事務所若しくは児童相談所に通告しなければならないこと（同法第6条第1項）。 

  

2 児童虐待防止に向けた学校等における適切な対応 

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/04121502/051/001.htm
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/04121502/051/002.htm
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  各教育委員会等においては、学校等に対して、「児童虐待防止に向けた学校における適切な対応

について（通知）」（平成16年1月30日。15初児生第18号。）及び「現在長期間学校を休んでいる

児童生徒の状況等に関する調査結果とその対応について（通知）」（平成16年4月15日。16初児生

第2号。）を参考にして、改めて、以下の点についての指導の徹底を図ること。 

（1） 学校の教職員は、職務上、児童虐待を発見しやすい立場にあることを再確認し、学校生活の

みならず、幼児児童生徒の日常生活面について十分な観察、注意を払いながら教育活動をする

中で、児童虐待の早期発見・対応に努める必要があること。そのために、学級担任、生徒指導

担当教員、養護教諭、スクールカウンセラーなど教職員等が協力して、日頃から幼児児童生徒

の状況の把握に努めるとともに、幼児児童生徒がいつでも相談できる雰囲気を醸成すること。  

（2） 虐待を受けた幼児児童生徒を発見した場合には、速やかに児童相談所又は福祉事務所等へ通

告すること。児童虐待の疑いがある場合には、確証がないときであっても、早期発見の観点か

ら、児童相談所等の関係機関へ連絡、相談をするなど、日頃からの連携を十分に行うこと。関

係機関への通告又は相談を行った後においても、当該機関と連携して当該幼児児童生徒への必

要な支援を行うこと。 

 特に、学校においては、幼児児童生徒の保護者との関係が悪化することなどを懸念して通告

をためらうことがないようにすること。  

（3） 上記の対応に当たっては、管理職への報告、連絡及び相談を徹底するなど、学校として組織

的に取り組むとともに、教育委員会への連絡、又は必要に応じて相談を行うこと。  

 

3 教育委員会等の責務 

  各教育委員会等においては、児童福祉部局等や関係機関と連携しながら、地域の実情に応じて、

以下の点に関する取組の推進を図ること。 

（1） 児童虐待の予防及び早期発見並びに迅速かつ適切な児童虐待を受けた児童の保護及び自立の

支援等を行うため、関係機関との連携の強化等のために必要な体制の整備に努めること。 

 また、学校及び教育委員会は、虐待防止ネットワークに参加するとともに、特に教育委員会は、

教職員等に対して、学校及び教職員等に期待されている役割や関係機関等の役割の周知に努める

などにより、日ごろから関係機関等との連携を推進すること。  

（2） 学校の教職員が、児童虐待の早期発見・早期通告等児童虐待の防止に寄与するとともに児童

虐待を受けた幼児児童生徒の自立の支援等について適切に対応できるようにするため、研修等必

要な措置を講ずること。  

（3） 児童虐待の防止に資するため、幼児児童生徒の人権、児童虐待が幼児児童生徒に及ぼす影響

及び児童虐待に係る通告義務等について、必要な広報その他の啓発活動に努めること。  

（4） 児童虐待の予防及び早期発見のための方策、児童虐待を受けた幼児児童生徒のケア、並びに

学校の教職員等が児童虐待の防止に果たすべき役割等についての調査研究及び検証を行うこと。 

（5） 児童虐待を受けた幼児児童生徒が、その年齢及び能力に応じ充分な教育が受けられるように

するため、教育の内容及び方法の改善及び充実を図る等必要な施策を講じること。  

 

 

（別添１、２）略 
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学校等から市町村又は児童相談所への定期的な情報提供について（通知） 

 平成22年3月24日 21文科初第775号 文部科学大臣政務官通知 

 

児童虐待については、児童相談所への児童虐待に関する相談件数が年々増加の一途をたどっている

ほか、重大な児童虐待事件も跡を絶たないなど依然として深刻な社会問題となっており、これまでも

児童虐待の早期発見・早期対応、被害を受けた幼児児童生徒の適切な保護等、児童虐待防止に向けた

適切な対応が図られるよう繰り返しお願いしているところです。 

しかしながら、先般、東京都江戸川区において発生した、児童虐待により小学校1年生の児童が亡く

なった事件では、学校と市町村、児童相談所等の関係機関の連携が十分に機能しなかったことが問題

点の一つとして指摘されているところです。 

このたび、このような観点を踏まえ、文部科学省、厚生労働省で協議の上、別添1のとおり「学校及

び保育所から市町村又は児童相談所への定期的な情報提供に関する指針」を作成しましたので、地域

の実情に応じて適切に運用されるよう、上記指針の内容について御了知いただくとともに、所管の学

校又は域内の市区町村の教育委員会等に対し、御指導をお願いします。 

なお、本件については、別添2のとおり厚生労働省雇用均等・児童家庭局長からも、各都道府県知事、

指定都市市長及び児童相談所設置市市長に対し、通知されておりますので申し添えます。 

（別 添1） 

学校及び保育所から市町村又は児童相談所への定期的な情報提供に関する指針 

1 趣旨 

本指針は、学校及び保育所から市町村又は児童相談所（以下「市町村等」という。）への児童虐待

の防止に係る資料及び情報の定期的な提供（以下「定期的な情報提供」という。）に関し、定期的

な情報提供の対象とする児童、頻度・内容、依頼の手続等の事項について、児童虐待の防止等に関

する法律第13条の3の規定に沿った基本的な考え方を示すものである。 

 

2 定期的な情報提供の対象とする児童 

（1）市町村が求める場合 

要保護児童対策地域協議会（児童福祉法（昭和22年法律第164号）第25条の2に規定する要保護児

童対策地域協議会をいう。以下「協議会」という。）において児童虐待ケースとして進行管理台帳

（注）に登録されており、かつ、幼稚園、小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学

校（以下「学校」という。）に在籍する幼児児童生徒及び保育所に在籍する乳幼児（以下「幼児児

童生徒等」という。）を対象とする。 

（注）進行管理台帳とは、市町村内における虐待ケース等に関して、子ども及び保護者に関する情

報やその状況の変化等を記載し、協議会において、絶えず、ケースの進行管理を進めるための

台帳であり、協議会の中核機関である調整機関において作成するものである。 

（2）児童相談所が求める場合 

児童相談所（児童福祉法第12条に規定する児童相談所をいう。以下同じ。）が管理している児童

虐待ケースであって、協議会の対象となっておらず、かつ、学校等及び保育所から通告があったも

のなど児童相談所において必要と考える幼児児童生徒等を対象とする。 

 

3 定期的な情報提供の頻度・内容 
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（1）定期的な情報提供の頻度 

定期的な情報提供の頻度は、おおむね1か月に1回を標準とする。 

（2）定期的な情報提供の内容 

定期的な情報提供の内容は、上記2（1）及び（2）に定める幼児児童生徒等についての、対象期

間の出欠状況、（欠席があった場合の）家庭からの連絡の有無、欠席の理由とする。 

 

4 定期的な情報提供の依頼の手続 

（1）市町村について 

市町村は、上記2（1）に定める幼児児童生徒等について、当該幼児児童生徒等が在籍する学校及

び保育所に対して、対象となる幼児児童生徒等の氏名、上記3（2）に定める定期的な情報提供の内

容、提供を希望する期間等を記載した書面を送付する。 

（2）児童相談所について 

児童相談所は、上記2（2）に定める幼児児童生徒等について、当該幼児児童生徒等が在籍する学

校及び保育所に対して、対象となる幼児児童生徒等の氏名、上記3（2）に定める定期的な情報提供

の内容、提供を希望する期間等を記載した書面を送付する。 

 

5 機関（学校及び保育所を含む。）間での合意 

（1）上記4により、市町村等が学校及び保育所に対し、定期的な情報提供の依頼を行う場合は、この

仕組みが円滑に活用されるよう、市町村等と学校及び保育所との間で協定を締結するなど、事前に

機関の間で情報提供の仕組みについて合意した上で、個別の幼児児童生徒等の情報提供の依頼をす

ることが望ましいものであること。 

（2）協定の締結等による機関間での合意に際しては、本指針に掲げる内容を基本としつつも、より実

効性のある取組となるよう、おおむね1か月に1回を標準としている定期的な情報提供の頻度を柔軟

に設定したり、対象となる幼児児童生徒等の範囲を柔軟に設定したり、定期的な情報提供の内容を

より幅広く設定するなど、地域の実情を踏まえたものにすること。 

（3）学校は、市町村等と協定の締結等により機関間での合意をしたときは、その内容等を設置者であ

る教育委員会、国立大学法人、都道府県私立学校主管部課（以下「教育委員会等」とする。）に対

しても報告すること。 

 

6 定期的な情報提供の方法等 

（1）提供の方法 

学校及び保育所は、市町村等から、上記4の依頼文書を受けた場合、依頼のあった期間内におい

て、定期的に上記3に定める定期的な情報提供を書面にて行う。 

（2）教育委員会等への報告等 

学校が市町村等へ定期的な情報提供を行った場合は、併せて教育委員会等に対してもその写しを

送付すること。また、市町村等へ定期的な情報提供を行うに際しては、地域の実情に応じて教育委

員会等を経由することも可能とする。 

 

7 緊急時の対応 

定期的な情報提供の期日より前であっても、学校及び保育所において、不自然な外傷、理由不明又
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は連絡のない欠席が続く、対象となる幼児児童生徒等から虐待についての証言が得られた、帰宅を

嫌がる、家庭環境の変化など、新たな児童虐待の兆候や状況の変化等を把握したときは、定期的な

情報提供の期日を待つことなく、適宜適切に市町村等に情報提供又は通告をすること。 

 

8 情報提供を受けた市町村等の対応について 

（1）市町村について 

① 学校及び保育所から上記6の定期的な情報提供又は上記7の緊急時における情報提供を受けた

市町村は、必要に応じて当該学校及び保育所から更に詳しく事情を聞くこととし、これらの情

報を複数人で組織的に評価する。 

  なお、詳細を確認する内容としては、外傷、衣服の汚れ、学校での相談、健康診断の回避、家

庭環境の変化、欠席の背景、その他の虐待の兆候をうかがわせる事実を確認できた場合には当

該事項等が考えられる。 

② ①の評価を踏まえて、必要に応じて関係機関にも情報を求める、自ら又は関係機関に依頼して

家庭訪問を行う、個別ケース検討会議の開催など状況把握及び対応方針の検討を組織として行

う。 

③ 対応が困難な場合には児童相談所に支援を求めるとともに、専門的な援助や家庭への立入調査

等が必要と考えられる場合は、速やかに児童相談所へ送致又は通知を行う。 

④ 協議会においては、市町村内における全ての虐待ケース（上記2（2）の場合を除く。）につい

て進行管理台帳を作成し、実務者会議の場において、定期的に（例えば3か月に1度）、状況確

認、主担当機関の確認、援助方針の見直し等を行うことを徹底すること。 

（2）児童相談所について 

① 児童相談所が学校及び保育所から上記6の定期的な情報提供又は上記7の緊急時における情報

提供を受けた場合 

ア 学校及び保育所から上記6の定期的な情報提供又は上記7の緊急時における情報提供を受け

た児童相談所は、必要に応じて当該学校及び保育所から更に詳しく事情を聞くこととし、これ

らの情報について援助方針会議等の合議による組織的な評価を行う。 

  なお、詳細を確認する内容としては、外傷、衣服の汚れ、学校での相談、健康診断の回避、

家庭環境の変化、欠席の背景、その他の虐待の兆候をうかがわせる事実を確認できた場合には

当該事項等が考えられる。 

イ アの評価を踏まえて、必要に応じて関係機関にも情報を求める、自ら家庭訪問を行う、個別

ケース検討会議の開催を市町村に求めるなどの状況把握及び対応方針の検討を組織として行

う。 

ウ 必要に応じて立入調査、出頭要求、児童の一時保護等の対応をとる。 

② 市町村が学校及び保育所から上記6の定期的な情報提供又は上記7の緊急時における情報提供

を受けた場合 

市町村の求めに応じて積極的に支援するものとする。 

 

9 個人情報の保護に対する配慮 

（1）学校及び保育所から市町村等に対して、定期的な情報提供を行うに当たっては、「個人情報の保

護に関する法律」（平成15年法律第57号）の目的、基本理念及び各地方公共団体の個人情報保護条



 

- 81 - 

 

例等を踏まえて、幼児児童生徒等、その保護者その他の関係者又は第三者の権利利益を不当に侵害

することのないよう十分な配慮の下、必要な限度で行われなければならないので留意すること。 

（2）市町村が学校及び保育所から受けた定期的な情報提供の内容について、協議会の実務者会議及び

個別ケース検討会議において情報共有を図ろうとする際は、市町村において、学校及び保育所から

提供のあった情報の内容を吟味し、情報共有すべき内容を選定の上、必要な限度で行うこと。 

  また、協議会における要保護児童等に関する情報の共有は、要保護児童等の適切な保護又は支援

を図るためのものであり、協議会の構成員及び構成員であつた者は、正当な理由がなく、協議会の

職務に関して知り得た秘密を漏らしてはならないことされているので、このことに十分留意し、協

議会の適切な運営を図ること。 

 

10 その他 

市町村等が学校及び保育所以外の関係機関に状況確認や見守りの依頼を行った場合にも、当該関

係機関との連携関係を保ち、依頼した後の定期的な状況把握に努めるものとする。 

 

（参 考） 

児童虐待の防止等に関する法律（平成十二年五月二十四日法律第八十二号） 

 （資料又は情報の提供） 

第十三条の三 地方公共団体の機関は、市町村長、都道府県の設置する福祉事務所の長又は児童相談

所長から児童虐待に係る児童又はその保護者の心身の状況、これらの者の置かれている環境その他

児童虐待の防止に係る当該児童、その保護者その他の関係者に関する資料又は情報の提供を求めら

れたときは、当該資料又は情報について、当該市町村長、都道府県の設置する福祉事務所の長又は

児童相談所長が児童虐待の防止等に関する事務又は業務の遂行に必要な限度で利用し、かつ、利用

することに相当の理由があるときは、これを提供することができる。ただし、当該資料又は情報を

提供することによって、当該資料又は情報に係る児童、その保護者その他の関係者又は第三者の権

利利益を不当に侵害するおそれがあると認められるときは、この限りでない。 

 

（別 添2）略
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児童虐待の防止等のための学校、教育委員会等の的確な対応について（通知） 

平成22年3月24日 21文科初第777号 文部科学大臣政務官通知 

 

児童虐待の防止等については、これまでも児童虐待の早期発見・早期対応、被害を受けた児童の適

切な保護等、学校等における適切な対応が図られるよう繰り返しお願いしているところですが、児童

相談所における虐待相談の対応件数は年々増加しており、平成20年度には4万2千件を超えるなど依然

として深刻な社会問題となっております。 

このような状況を踏まえ、文部科学省、厚生労働省の合意の下、「学校及び保育所から市町村又は

児童相談所への定期的な情報提供に関する指針」を作成し、示したところですが、このたび、児童虐

待の防止等に当たって、上記指針の運用を含めた、学校、教育委員会等における児童虐待の早期発見

・早期対応、通告後の関係機関との連携等を図る上での留意点等について下記のとおり改めて取りま

とめましたので、周知します。 

なお、児童虐待の防止には良好な家庭環境が大切であるため、各教育委員会における生徒指導担当

と家庭教育支援担当の連携等により、保護者への支援の一層の充実に努めていただくことについても

併せて御留意ください。 

貴職におかれては、これらの点を踏まえ、所管の学校又は域内の市区町村の教育委員会等に対し、

学校等における児童虐待の防止等のための取組がより一層適切に推進されるよう、御指導をお願いし

ます。 

記 

1 学校等における対応について  

（1）児童虐待の早期発見（「児童虐待の防止等に関する法律（平成12年5月24日法律第82号。）」（以

下「児童虐待防止法」とする。）第5条第1項関係） 

学校及び学校の教職員は、児童虐待を発見しやすい立場にあることを自覚し、児童虐待の早期

発見に努める必要があることから、以下のことに留意して取り組むこと。 

① 幼児児童生徒の心身の状況の把握について（学校保健安全法第9条関係） 

児童虐待の早期発見の観点から、幼児児童生徒の心身の健康に関し健康相談を行うとともに、

幼児児童生徒の健康状態の日常的な観察により、その心身の状況を適切に把握すること。 

② 健康診断について（学校保健安全法第13条関係） 

健康診断においては、身体測定、内科検診や歯科検診を始めとする各種の検診や検査が行われ

ることから、それらを通して身体的虐待及び保護者としての監護を著しく怠ること（いわゆるネ

グレクト）を早期に発見しやすい機会であることに留意すること。 

（2）児童虐待への早期対応（児童虐待防止法第6条第1項関係） 

児童虐待に係る通告について、児童虐待を受けたと思われる幼児児童生徒を発見した場合は、

速やかに、これを市町村、児童相談所等に通告しなければならない。このため、児童虐待の疑い

がある場合には、確証がないときであっても、早期対応の観点から通告を行うこと。 

（3）通告後の関係機関との連携 

① 定期的な情報提供について（児童虐待防止法第13条の3関係） 

児童虐待に係る通告を行った幼児児童生徒について、通告後に市町村又は児童相談所に対し、

定期的な情報提供を行うときは、「学校等から市町村又は児童相談所への定期的な情報提供につ

いて（通知）」（21文科初第775号。平成22年3月24日。）を踏まえ、適切な運用に努めること。 
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② 緊急時の対応について（児童虐待防止法第6条第1項関係） 

上記①に係る、定期的な情報提供を行っている場合であっても、学校等において、不自然な外

傷、理由不明又は連絡のない欠席が続く、幼児児童生徒から虐待についての証言が得られた、帰

宅を嫌がる、家庭環境の変化など、新たな児童虐待の兆候や状況の変化等を把握したときは、定

期的な情報提供の期日を待つことなく、適宜適切に市町村又は児童相談所等に情報提供又は通告

をすること。 

 

2 教育委員会等の責務について 

（1）関係機関との連携の強化（児童虐待防止法第4条第1項関係） 

必要に応じて、児童相談所長会議等へ教育委員会担当者等が出席し、また、教育委員会等が主

催する各種会議への児童相談所等関係機関からの参加、協力を求めるなどして、児童虐待の防止

等のために関係機関間の連携の強化に努めること。 

（2）教職員に対する研修の充実（児童虐待防止法第4条第2項、同条第3項関係） 

学校の教職員が児童虐待の早期発見・早期対応等児童虐待の防止に寄与するとともに児童虐待

を受けた幼児児童生徒の自立の支援等について適切に対応できるようにするため、研修等必要な

措置を講ずる必要があることから、以下のことに留意して取り組むこと。 

① 教職員用研修教材「児童虐待防止と学校」の活用について 

学校等における児童虐待の防止等のための取組の一層の充実を図るため、平成21年5月に文部科

学省が作成、配付した教職員用研修教材「児童虐待防止と学校」（CD－ROM）が適切に活用され

るよう、学校等における教職員を対象とする研修の充実を図ること。 

② 関係機関と連携した研修の活用について 

児童虐待問題等に対応する関係機関職員の研修を実施している「子どもの虹情報研修センター

（日本虐待・思春期問題情報研修センター）」において、教育委員会指導主事等を対象に実施さ

れている児童相談所職員との合同研修等を活用するなど、関係機関と連携した研修の充実を図る

こと。 

（3）児童虐待の防止等のための調査研究及び検証（児童虐待防止法第4条第5項関係） 

地方公共団体が行う、児童虐待を受けた児童がその心身に著しく重大な被害を受けた事例等の

検証に参加・協力するなどして、学校の教職員が児童虐待の防止に果たすべき役割や必要な再発

防止策等を明らかにするよう努めること。 

また、地域の実情に応じて、学校の教職員が児童虐待の防止に果たすべき役割その他児童虐待

の防止等のために必要な事項についての調査研究を実施すること。 

 

3 要保護児童対策地域協議会への積極的参画について（児童虐待防止法第5条第2項関係） 

要保護児童対策地域協議会（以下、「協議会」という。）は、平成16年の「児童福祉法の一部を改

正する法律」により法的位置付け等が定められ、平成19年の「児童虐待の防止等に関する法律及び

児童福祉法の一部を改正する法律」により、地方公共団体に対し設置が努力義務として課されるな

ど、児童虐待の防止等を図る上で重要な役割を担うものとなっている。 

児童虐待の防止等のためには、関係機関が児童虐待を受けていると思われる児童に関する情報や考

え方を共有し、適切な連携の下で対応していくことが重要であり、学校及び学校の教職員は、児童

虐待の防止並びに児童虐待を受けた児童の保護及び自立の支援に関する地方公共団体等の施策に協
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力する必要があることから、各学校、教育委員同等においては、協議会に積極的に参画するなどし

て、関係機関との一層の連携・協力を図り、児童虐待の防止等に努めること。 
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一時保護等が行われている児童生徒の指導要録に係る適切な対応及び児童虐待防止対策に係る対応について（通知） 

平成27年7月31日 27文科初第335号 文部科学省初等中等教育局長 

 

児童虐待への対応については，「児童虐待の防止等のための学校，教育委員会等の的確な対応につ

いて」（平成22年3月24日付け21文科初第777号）（参考資料1）等を踏まえ，学校や教育委員会等にお

いて，これまでも様々な努力がなされているところですが，児童虐待の相談対応件数の増加傾向が続

くなど，引き続き適切な対応が求められています。 

 このような状況の下，「児童福祉法」（昭和22年法律第164号）に基づく一時保護の件数も増加して

いるところ，この一時保護が行われる間は学校へ通うことができなくなることがあります。加えて，

「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律」（平成13年法律第31号）及び「売春防

止法」（昭和31年法律第118号）等に基づき婦人相談所による一時保護が行われている児童生徒及び婦

人保護施設に保護されている児童生徒についても，これらの措置が行われる間は学校へ通うことがで

きなくなることがあります。 

 一方，近年では，例えば，児童相談所の一時保護所において，退職教員等の学習指導協力員の配置

や一定の学習時間の確保等，一時保護が行われている児童の学習条件を向上させる取組も行われてい

るところです。 

 ついては，こうした状況等を踏まえ，一時保護が行われている児童生徒及び婦人保護施設に保護さ

れている児童生徒（以下「一時保護等が行われている児童生徒」という。）の指導要録に係る適切な

対応等を下記１．のとおりお示しすることとしました。 

 また，関係府省庁によって「児童虐待防止対策等について」（平成26年12月26日児童虐待防止対策

に関する副大臣等会議）（参考資料2）が取りまとめられており，居住実態が把握できない児童生徒へ

の取組のほか，児童虐待の未然防止，早期発見・早期対応等のための速やかな実施に向けて取り組む

主な対応策が示されています。 

 これを踏まえ，学校や教育委員会等における児童虐待防止に係る対応を進める上での留意事項を下

記2．のとおり整理しましたので適切な対応をお願いします。なお，居住実態が把握できない児童生徒

への取組については，「居住実態が把握できない児童への対応について」（平成27年3月16日付け総行

住第33号，26初初企第53号，雇児総発9316第1号）が別途通知されていますので，併せて御留意願いま

す。 

 ついては，都道府県・指定都市教育委員会にあっては所管の学校及び域内の市区町村教育委員会等

に対して，都道府県知事にあっては所轄の私立学校に対して，国立大学法人の長にあっては設置する

附属学校に対して，株式会社立学校を認定した地方公共団体の長にあっては認可した学校に対して，

これらの趣旨についての周知を図るとともに，適切な対応がなされるよう御指導をお願いします。な

お，本通知に関しては，厚生労働省と協議済みであり，同省に対し，関係機関等への本通知の内容の

周知方を依頼済みであることを申し添えます。 

記 

1 一時保護等が行われている児童生徒の指導要録に係る適切な対応等について 

 児童相談所の一時保護所の学習環境等については，その充実に向けこれまでも学習指導協力員の配

置など様々な取組が進められてきたところであるが，「児童虐待防止対策等について」において「学

校と児童相談所等関係機関の連携」を推進することが示されたこと等を踏まえれば，一時保護等が行

われている児童生徒の学習状況の評価等についても関係機関が連携して適切な対応を進める必要があ
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る。 

 したがって，一時保護等が行われている児童生徒の指導要録上の取扱い等について，別紙1及び別紙

2によることとするので，これを踏まえて適切な対応を行うこと。 

 その際，都道府県教育委員会等においては，学校における指導要録上の取扱い等について各学校の

円滑な判断が行われるよう，児童相談所における相談・指導の状況等について，当該児童相談所から

の情報提供を踏まえ，域内の学校に情報提供することが考えられること。また，都道府県教育委員会

等において，児童相談所の求めに応じ，その学習環境を充実させる観点から，一時保護所の学習指導

協力員となる者として退職教員を紹介する等の協力を行うこと。 

 

2 児童虐待防止対策に係る対応について 

（1）学校等の間の情報共有について 

 「児童虐待防止対策等について」においては，「進学・転学の際の学校等の間の情報共有」を推

進することが示されているが，指導要録に記されている学習状況や出席日数，健康診断票に記され

ている健康の状況等は，支援が必要な幼児児童生徒を発見するに当たって重要な情報となる場合も

あるものである。 

 ついては，進学・転学に当たっては，法令にのっとり行うこととされている進学・転学先への文

書の送付はもとより，対面，電話連絡，文書等による学校間での引継ぎの実施，学校の担当者やス

クールソーシャルワーカー等によるケース会議の開催等により，支援が必要な幼児児童生徒に係る

学校等の間の適切な連携を進めること。 

 個人情報保護の観点からどこまで情報を引き継げるかについては，適用される関係法令に基づき

各学校等が判断することとなり，一般的には，公立学校には当該学校を設置する地方公共団体の個

人情報保護条例が，私立学校を設置する学校法人等には「個人情報の保護に関する法律」（平成１

５年法律第５７号）及び関係条例が，国立大学法人には「独立行政法人等の保有する個人情報の保

護に関する法律」（平成１５年法律第５９号）が適用されるものであること。その際，一般的には， 

 ・設置者を同じくする学校間での引継ぎについては，個人情報の利用目的の範囲内であることが 

 原則であるが，利用目的の範囲外であっても，私立学校においては，人の生命，身体等の保護の 

 ためや児童生徒の健全な育成の推進のために特に必要があり，本人の同意を得ることが困難であ 

 る場合，国立大学法人の設置する学校においては，法令の定める業務の遂行に必要な範囲で行わ 

 れるものであり，かつ，相当な理由がある場合は，保有個人情報の内部利用として認められると 

 きがあること 

 ・設置者を異にする学校間での引継ぎについては，個人情報の第三者提供に該当することから， 

 本人の同意を得ることが原則であるが，私立学校においては，人の生命，身体等の保護のためや 

 児童生徒の健全な育成の推進のために特に必要があり，本人の同意を得ることが困難である場合， 

 国立大学法人の設置する学校においては，明らかに本人の利益になる場合や，特別な理由がある 

 場合であれば，関係法令上，第三者提供が認められるときがあること 

 ・公立学校においては，個人情報保護条例の利用目的や第三者提供に関する規定において，類似 

 又は同趣旨の定めがなされていることがあること 

等に留意した上で必要な情報共有を図ること。また，個別の案件で疑義がある場合は，関係法令を

所管する行政の部局へ問い合わせることが考えられること。 

（2）児童虐待等に係る研修の実施について 
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 「児童虐待防止対策等について」においては，「学校と児童相談所等関係機関の連携」を推進

することが示されており，虐待を発見するポイントや，発見後の対応の仕方等について，教職員

の理解を一層促進することが求められる。 

 ついては，学校や教育委員会等においては，以下の資料等を参考にするとともに，「児童虐待

の防止等のための学校，教育委員会等の的確な対応に関する状況調査結果について」（平成 23

年 3 月 4 日付け 22 初児生第 65 号）（参考資料 3）に沿って，児童相談所の職員を講師に招くな

どして，今後とも教職員に対する研修の充実に努めること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）児童虐待に係る通告についての組織的な対応等について 

「児童虐待の防止等に関する法律」（平成 12 年法律第 82 号）の第 5 条第 1 項においては，学校

及びその教職員による児童虐待の早期発見の努力義務が定められており，また，「児童虐待防止

対策等について」においても，学校の組織としての「適切な通告の実施」の必要性が改めて示さ

れていることから，学校及びその教職員は法令の趣旨を理解して児童虐待に関し適切な通告を行

う必要がある。 

 ついては，教育委員会等においては，「児童虐待に係る速やかな通告の一層の推進について」

（平成 24 年 3 月 29 日付け 23 文科初第 1707 号）（参考資料 4）の別紙 3 に記載のとおり，虐待

の事実が必ずしも明らかでなくとも一般の人の目から見れば主観的に児童虐待が疑われる場合は

通告義務が生じることや，法の趣旨に基づくものであれば，その通告が結果として誤りであった

としても，そのことによって刑事上，民事上の責任を問われることは基本的には想定されないこ

と等を改めて学校に対し周知すること。  また，通告は，教育機関と福祉機関の専門性の違いを

尊重しつつ両者が協働していく契機と捉え，教職員個々人の対応に加え，学校組織として関係法

令に沿った適切な対応を行うよう周知すること。 

 

（別紙１）一時保護等が行われている児童生徒の指導要領に係る適切な対応等について 

 児童福祉法に基づく一時保護が行われている児童生徒は、当該措置が行われる間、学校へ通う

ことができなくなることがある。また、配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法

律及び売春防止法等に基づき婦人相談所による一時保護が行われている児童生徒及び婦人保護施

設において保護されている児童生徒についても、これらの措置が行われる間は学校へ通うことが

できなくなることがある。 

（参考資料） 

1 児童虐待の定義，関連する法律などの基礎的な知識と近年の状況については「児童虐待防止体躯」（厚

生労働省ＨＰに掲載）を参照。 

2 児童虐待についての学校における対応について 

 ○ 学校生活の中における児童虐待の兆候等については「児童虐待防止と学校」（文部科学省ＨＰに掲

載）の「第 3 章学校生活での現れ」を参照。 

 ○ 学校と福祉機関との役割分担や通告後の対応等については「児童虐待防止と学校」（文部科学省Ｈ

Ｐに掲載）の「第 6 章疑いから通告へ」を参照。 
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 一方、近年では、例えば、児童相談所の一時保護所においては、退職教員等の学習指導協力員

の配置や一定の学習時間の確保等、一時保護が行われている児童生徒の学習条件を向上させる取

組も行われている。 

 このような状況等を踏まえ、一時保護等が行われている児童生徒については次のように、指導

要録に係る適切な対応等を行うことが必要である。 

 

 1 一時保護が行われている児童生徒が児童相談所の一時保護所において学習を行っている場合 

  児童相談所の一時保護所で一時保護が行われている児童生徒の中には、当該施設において、指導

・相談を受け、学校における学習活動に遅れが生じないよう努力している者もいる。このような者

の努力を学校として評価し支援するため、以下の要件を満たす場合には、当該施設において相談・

指導を受けた日数を指導要録上出席扱いとすることができることとする。 

 （出席扱いの要件） 

  一時保護が行われている児童生徒が児童相談所の一時保護所において相談・指導を受ける場合で

あって、当該児童生徒の自立を支援する上で当該相談・指導が有効・適切であると判断され、かつ、

以下の要件を満たすときには校長は指導要録上出席扱いとすることができる。 

  1 当該施設と学校との間において、児童生徒の生活指導や学習指導に関し、十分な連携・協力が

保たれていること。 

  2 別紙 2 を参考としつつ、当該施設において、児童生徒の状況に適した学習環境が整えられてい

るなど、適切な相談・指導が行われていることが確認できること。 

    なお、指導要録上出席扱いとした場合、指導要録においては、「小学校、中学校、高等学校及

び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及び指導要録の改善等について（通知）」（平

成 22 年 5 月 11 日付け文科初第 1 号（以下「平成 22 年通知」という。））を踏まえ、出席日数

の内数として出席扱いとした日数及び当該施設において学習活動を行ったことを記入するこ

と。 

 

 2 一時保護等が行われている児童生徒が学習を行っていない場合 

  一時保護等が行われている児童生徒については、その心身の状態から学習が困難であったり、学

校に出席できなかったりすることがある。このため、一時保護等が行われている児童生徒が学校に

出席できえおらず、かつ、一時保護所又は一時保護所以外の施設で学習を行っていない場合には、

平成 22 年通知の別紙 1、2 及び 3 中「出席停止・忌引等の日数」に含めることとされている「非常

変災等児童（生徒）又は保護者の責任に帰すことのできない事由で欠席した場合などで、校長が出

席しなくてもよいと認めた日数」に含める扱いとすることが適当である。 

  なお、指導要録においては、平成 22 年通知を踏まえ、一時保護等が行われている児童生徒である

ことを理由として出席停止・忌引等の日数としたこと及びその日数を記入すること。 

 3 その他の留意点 

 (1)一時保護所以外で一時保護が行われている児童生徒及び婦人保護施設において保護されている

児童生徒が学校に出席できないときは、これらの措置が児童の福祉を保障する観点等から行われる

ものであることに留意し、1 を参考としつつ、児童生徒の自立を支援する上で有効・適切であると

判断される場合であって、当該児童生徒に対しこれらの措置の実施主体と学校との連携・協力の状

況、学習環境等の相談・指導の状況等を勘案して適切であると認められるとき、出席扱いとするこ
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とができることとする。 

  また、指導要録上出席扱いとした場合、指導要録においては、平成 22 年通知を踏まえ、出席日

数の内数として出席扱いとした日数及び当該施設において学習活動を行ったことを記入すること。 

 (2)一時保護等が行われている児童生徒が学校に復帰した際、当該学校は児童生徒の状況に応じ補習

等を実施し、小・中学校における各学校の課程の修了や高等学校における単位の認定等を適切に行

うことが望ましいこと。 

 

（別紙２）児童相談所の一時保護所の学習環境が出席扱いを認めることができるかを判断する際の目安 

 児童相談所については「児童相談所運営指針」（平成 2 年 3 月 5 日付け児発第 133 号を累次改正）

が定められており、その中では、一時保護所の運営に関し、学習の実施に当たっての配慮事項が定め

られている。 

 学校長は、一時保護が行われている児童生徒について指導要録上出席扱いとする場合には、児童相

談所に置かれている児童福祉司等を通じ、児童生徒の状況に適した学習環境が整備されていることを

確認することが必要であり、その際の参考となるよう以下の目安を示すものである。 

 (1)教育指導の方法・内容 

 ・児童相談所運営指針に沿って、例えば、午前中は学習指導、午後はスポーツ等のプログラムが組

まれるなど、一定の教育指導の時間が確保されていること。 

 ・学校から聴取した状況等も踏まえ、当該児童生徒の学習到達の状況を適切に評価し、当該児童生

徒の状況に応じた方針に基づき、教育指導が実施されていること。 

 ・児童相談所や児童生徒の実状に応じて、個別指導と併せて、集団指導が実施されていること。 

 ・児童相談所の運営・管理の許す限りにおいて、体験学習が取り入れられていること。 

 (2)教育指導の体制 

 ・教育指導に当たっては、教員経験やそれに準ずる教育指導の経験のある学習指導協力員や職員が

中心となるとともに、その他の職員の協力を得て、「不登校への対応の在り方について（通知）」

（平成 15 年 5 月 16 日付け 15 文科初第 255 号）の中の「教育支援センター（適応指導教室）整備

指針（試案）6 指導体制等」を参考にしつつ、個に応じたきめ細やかな教育指導がなされる体制と

なっていること。 

 ・児童生徒の指導指針等については、心理や福祉に関する専門的な資格を有する者の協力を得て定

めされていること。 

 (3)施設・設備等 

 ・施設・設備は、保健衛生上、安全上及び管理上適切なものであり、集団で活動するための部屋、

相談室、職員室などを備えていること。 

 ・体育館当を備えていたり、体育館等を有しない場合は周辺に代替できる施設や環境が備えられて

いたりするなど、スポーツ活動や体験活動の実施に関する配慮がなされていること。 

 ・児童生徒の教育指導に必要な教具を備えていること。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成に当たっては、教育・福祉・保健関係者、関係団体及び学識経験者で構成する「教職員・保

育従事者のための児童虐待対応マニュアル作成検討会」で検討を行いました。 

また、改訂に当たっては、「養護教諭のための児童虐待の対応の手引」（平成１９年１０月文部科

学省）を参考、引用しました。 
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